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十の盟約



唯一神の座を手にした神、テトが作ったこの世界の絶対法則。


　知性ある【十六種族イクシード】に対し一切の戦争を禁じた盟約──即ち。







【一つ】この世界におけるあらゆる殺傷、戦争、略奪を禁ずる




【二つ】争いは全てゲームによる勝敗で解決するものとする




【三つ】ゲームには、相互が対等と判断したものを賭けて行われる




【四つ】〝三〟に反しない限り、ゲーム内容、賭けるものは一切を問わない




【五つ】ゲーム内容は、挑まれたほうが決定権を有する




【六つ】〝盟約に誓って〟行われた賭けは、絶対遵守される




【七つ】集団における争いは、全権代理者をたてるものとする




【八つ】ゲーム中の不正発覚は、敗北と見なす




【九つ】以上をもって神の名のもと絶対不変のルールとする







【十】みんななかよくプレイしましょう







　これは、海よりも遠い。

　ずっと昔の《おとぎばなし》──




　あるところに、美しいお姫さまがいました。

　髪は月もうらやむ黄金。

　瞳ひとみは星々もかすむ輝き。

　声は小鳥も恥じ入る音色。

　その美び貌ぼうは七つの大陸に響くほどで。

　世界中の男の人が、お姫さまに求婚しました。




　お姫さまは言いました。

「世界で一番素敵な贈り物をくれた方に──私の愛を捧ささげましょう」

　たくさんの男の人が、目もくらむ宝物を持ち寄りました。

　金銀、財宝は言うに及ばず。

　百の領地と、千のお城と、万の召使いが、お姫さまに与えられました。




　ですが、お姫さまは納得しません。

「もっと綺き麗れいなものを。もっともっと素敵なものをちょうだい」

　さらにたくさんの男の人が、無二の宝物を持ち寄りました。

　世に二つとない愛の言葉など言うに及ばず。

　地に二つとない秘宝、天に二つとない神宝が、お姫さまに与えられました。




　しかし、お姫さまは満足しませんでした。

　どんな美も、お姫さまよりは美しくないのです。

　どんな愛も、お姫さまにはあたりまえなのです。

　どんな宝も、お姫さまはもう持っているのです。

　──お姫さまが驚く素敵なものなど、この世になかったのです。

　それでも、お姫さまは言いました。

「さあ──もっと、もっともっと素敵なものはないのかしら」




　──そんなある日のことです。

　一人の王子が、お姫さまのもとにやってきました。

　王子は、お姫さまが見てきたどんな男とも違いました。

　若くて逞たくましい、けれどみすぼらしい格好で。

　どんな荷物──財宝も持っている様子はありません。

　ですが王子は〝小さな宝物〟を差し出し、言いました。

「僕は、お姫さまが絶対に見たことのない宝物を捧ささげましょう」

　そう差し出された、この世界の何より素敵で美しい──その宝物に。

　お姫さまは感嘆の息をこぼして。

　王子を──愛すると誓いました。

　その宝物は────




　…………、

「──これだわ！　これこそ『真実の愛』よッ！」

　手にした本を勢いよく閉じて《彼女》は叫んだ。

　そうして《彼女》は『真実の愛』を求め、長い眠りについた。

　おとぎばなしの中に見た、その〝小さな宝物〟を持った男がいつか現れる日まで。

　──それがいったい何を招くか、ついぞ思い至ることもなく。




　……《彼女》が読んでいたのは、確かに《おとぎばなし》だった。

　だがそれを求め眠りについた《彼女》の話は《おとぎばなし》ではない。

　海よりも遠く、八百年も昔の──




【十六種族イクシード】の誰だれもが失笑を禁じ得ない、馬ば鹿かげた────《史実》だ。
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　獣人種ワービーストの国──東部連合。首都『巫かんな雁がり』、その郊外。

　元東部連合・在エルキア大使──初はつ瀬せいづなの屋敷がある。

　数す寄き屋や造づくりに似た木造家屋の、若い畳が香る一室。

　草木も眠る丑うし三つ時、という表現がよく似合う静寂と宵よい闇やみの中、一つの影が動く。

「……白しろ、起きてるか？」

　影は布団からむくりと起き上がり、隣に小さく声を投げかけた。

　……返事はない。

　隣からはただ穏やかな寝息が返ってくるばかりだ。

　その事実にこくりと頷うなずき、影はこそこそと動き始めた。

　せわしなく、だが物音一つ立てまいと息を殺し、枕まくら元もとを漁あさる。

　そして目的のブツを手に掴つかむと、部屋の隅へと気配もなく移動する。

「右よ～し、左よ～し、白以外の一同の不在確認よ～し」

　そうつぶやいて影が手元を操作すると、闇の中にその顔が浮かび上がる。

　黒目黒髪、目の下には人相を悪化させているクマを浮かべた青年。

　空そら・十八歳。人類種イマニテイ最後の国エルキアの、二人の『王』の一人。

　その王が、周囲に細心の警戒を払い、

　左手にタブＰＣ、右手に薄紙テイツシユ箱を掲げ、高らかに呟つぶやいた。

「たまりにたまった毒素──今こそ抜くときと見たッッ!!」




　──変態である。

　そんな『王』の姿を見ては国民もＯＨ……と物悲しく泣なき濡ぬれるであろう。

　だが、待って欲しい。

　異世界からこの『全てがゲームで決まる世界デイス・ボード』に妹と共に召喚され、二ヶ月強。

　そんな瞬くような時間で、限界まで追い詰められていた人類種イマニテイの玉座につき、妹しろと共に無数の死闘ゲームを──魔法・異能を駆使してイカサマする他種族を制し。

　人類種イマニテイの国土を奪還し、いまや世界第三位の国すらも呑のみこむに至った。

　彼は──空はそれらの激闘ゲームの最中。

　無数の女の子──人類に限らず天翼種てんしつこ、森精種えるふつこ、獣人種けもみみつこ──と何度となく関かかわり。

　ゲーム中やお風ふ呂ろなどで何度となくその肌をあらわにした彼女たちから、だがしかし、そのたびに目を背け、砂をかけ、その桃源郷の残ざん滓したるタブＰＣやスマホに記録した動画も、常に妹の傍そばにいるため今日までただ一度も……。

　その、なんだ。

　イタしてないのだ──ッ！

　そんな男をただの変態と切り捨てていいものか。

　──嗚あ呼あそうとも、女子どもよ、大いに蔑さげすめばよい。

　だが男子諸君らよ、そなたらならばわかるだろう！

　十八歳童貞男子が今こん日にちまで堪えた、その鋼の精神を思わば涙もこぼれよう！

　それはもはや尊敬に値するべきことではないだろうか。

　それはもはや──『愛』と呼ぶべきではないだろうか。

　まだ幼き妹は無論。

　周りを取り巻く大勢の少女たちを己の衝動から守り抜かんとす──

　その尊く気高い志が──『愛』でなくば何だろうか。

　……反論の余地はあるだろうか──いやないッ！

　ない、はずだ……と、思う。

「変態と呼びたくば呼ぶがいい。もう限界──もといこれは崇高な行為だッ!!」

　そんな悲壮な覚悟を胸に彼──空そらはパンツに手をかけ──




「ぁ、あのぉ……す、すみませぇん……」

「きゃああああああああああああああああああああああぁぁぁぁ！」

　背後からかかった声に、女の子のような悲鳴で畳を転がった。

　悲鳴に反応したのは──三人。

「……にぃ……ヤるなら、静かに……」

　寝たふりをやめて起き上がった、純白の長髪に赤い半眼の妹──白しろの。

「む……他ほかにも人いるじゃねぇか、です。いづなも一緒に寝てぇ、です」

　天井裏から獣耳付黒髪の頭を覗のぞかせている獣人種ワービーストの幼女──初はつ瀬せいづなの。

「マスター狼ろう藉ぜきでございますか刎はねますか首でございますかッ!?」

　虚空に出現した、頭上に幾き何か学がく的てきな光輪を浮かせた天翼種フリユーゲルの少女──ジブリールの。

　それぞれ意図の異なる三つの声が響く中。

　畳の上を転がってパンツを穿はき直しながら、空はたまらず絶叫した。

「この世界〝プライバシー〟って概念ねぇのかッ!!　侵害されすぎだろ俺ッ!?」

　そしてファスナーまで上げたところで、




「っつ[image: ][image: ]か誰だれだおまえぇ！　人の賢者的行為ピーピングのぞきしやがってッ！」

　そう空が指さし叫ぶ方に、ようやく気づいたように全員の視線が集まる。

　そこには、宵よい闇やみに溶け込むように、人影が座り込んでいた。

　暗い部屋──だがそれでも不自然過ぎるまでに存在感のない、影。

「おや──」

　指先に灯ともした魔法ひかりで部屋を照らしたジブリールが、不愉快そうに唇を歪ゆがめる。

「私に気取られずマスターに近づくほどの者──誰だれかと思えば『吸血種ダンピール』とは」

「ダ、吸血種ダンピール？」

　言われ、再度空そら達はその〝影〟に視線を向ける。




　光に照らされてようやく見えたのは、夜を編んだような黒装束の少女だ。

　青い短髪、爛らん々らんと妖あやしく輝く紫色の瞳ひとみ、白い牙きば、背には蝙蝠こうもりめいた小さな翼。

　人間なら十代半ばの少女の姿とはいえ、なるほどそれはまさしく〝吸血鬼ドラキユラ〟。

　空と白しろが知る、創作の中のドラキュラそのものだった。

　──『死の超越者ノスフエラトウ』、『不死王ノーライフキング』、『夜の支配者ナイトウオーカー』……

　無数の異名が示すように、畏い怖ふされるそれらは──だが、この少女の場合、

「……も、もぉ限界ですぅ……お願いですぅ……た、助けて……くださぁい」

　──幸さち薄うすそうな顔と、憔しよう悴すいしきった声が、全すべてを帳消しにしていた。




「相変わらず隠おん密みつ幻惑──コソコソ逃げ隠れさせれば光こう芒ぼうを放つ才能をお持ちで……」

　と皮肉げにジブリールが「惜しむらくは──」と笑顔で続ける。

「初めてその才を有効活用し、ひっそり滅びたと思っておりましたのに残念の極みです」

「あ、相変わらず、さらっと辛しん辣らつな、ジブリール」

　今にも息絶えそうな少女への罵ば倒とうに、さすがの空も顔をひきつらせる。

　だが、天井から音もなく降り立ったいづなも小首を傾かしげ、

「いづなも吸血種きゆーけつしゆはのたれ死んでるだろって、じーじに聞いた、です」

「……え？」

　ジブリールの暴言は、一切の容赦のない単なる本音だ。

　だが、いづなは、ただ言葉遣いが間違っているだけで悪意はない。

　つまり、本来なら滅びているはずの種族──？

「……【十六種族イクシード】……位階序列〝十二位〟……『吸血種ダンピール』……」

　戸惑う空に、白が助け船を出した。

　布団から這はい出ながら、暗記した情報を読み上げる。

「……他ほかの【十六種族イクシード】……から、血──魂を吸って、生いき存ながらえる……種族」

　でも、と白が続けた言葉に、

「……十の、盟約……」

　あ、と空は口端を引きつらせた。

　──『十の盟約』

　唯一神、テトが定めた〝この世界デイス・ボード〟における絶対遵守の盟約。

　その一──〝この世界におけるあらゆる殺傷・戦争・略奪を禁ずる〟

　そのルールを、空が知る〝吸血鬼〟──すなわち。

　相手を襲って、噛かみ付つき──傷つけて血を奪う種族に当てはめたら──

「え、じゃあ何か、吸血種こいつらって──許可がないと血を吸えないわけ？」

　虫の息な少女の無言が、空そらの言葉を肯定する。

　……その顔の幸さち薄うすさにも得心いった様子の空に、ジブリールが頷うなずく。

「付け加えますとマスター、吸血種ダンピールに噛かまれますと──」

「吸血鬼化する……か。まあ、ありがちだな」

　そうなると、吸血鬼に率先してなりたい奴やつ以外は許可するはずもなく──

「……はて？　いえ、そのようなことはございませんが」

「え、あれ、定番じゃないの？」

「吸血種ダンピールは血液や体液から『魂』を吸い取り、それを己の魂と混合させることで成長──力を増幅させます。その際噛まれた者も魂の混合が生じ──『特殊な病気』を患います」

　つまり──と。

　にこやかな笑顔でジブリールが断じた。

「通常、百害あって一利もございません」




「……なにその救われないドラキュラ」

　〝汝なんじに不老と強大な夜の力を与えよう〟──

　そんな口説き文句も使えない、ただの病気持ちの種族。

　聞くからに涙を誘う『吸血種ダンピール』の少女に向き直って空がこぼす。

　なるほど、それなら滅びてないことに驚くのも当然だろう。

　だがそうなると逆に空も疑問に思う。

　──何な故ぜ、滅びていないのか？




「ぉ……お願いですぅ……も、死にそ……ですぅ……ど、どうか『魂』を……」

　考え込む空に、少女が乞こうように息を乱して、か細く声をかける。

　死にそうという言葉通り、かすれてひび割れた声──だが。

「……いやだって、魂提供したら『病気』になるって聞かされて応じるかよ。アホか死ね」

　とはいえ、目の前で死なれるのは、素晴らしく寝覚めが悪い。

　なんとかしたいところではある、が。

　童貞ビョーキ持ちと言うのはちょっと──と頭をかく空に、だが──

「あ、マスター、説明不足でした。噛まれなければ『病気』にはなりません」

　──ん？

「噛み付きによる牙からの吸血──『魂混合』なしに成長はできませんが、生命維持だけでしたら──対象から体液を〝直接経口摂取〟することで凌しのげるのでございます」

「……つまり？」

「血に次いで『魂』濃度が高く、噛まずとも摂取できる体液、つまり」

　──続いたジブリールの言葉を聞いた空の挙動は。

「精せいえき──

「大丈夫かお嬢さぁんッ!!　今すぐ助けるぞ死なせるものかぁッ!!」

　その場の全員──白しろは当然のこと。

　獣人種いづな、天翼種ジブリールの目を以もつてさえ──残像を捉とらえるのが限界だった。

　──一瞬と呼んですら生ぬるい、恐るべき変わり身の早さ。

　吸血種ダンピールの少女を抱えて部屋の隅まで移動して空、丁寧に部屋の隅に寝かせ──

　深く、頷うなずいた。

「なるほど〝吸血鬼ドラキユラ〟じゃなくまさかの〝淫魔インキユバス〟だったわけだッ！」

　そりゃー滅びないだろう。

　誰だれが滅ぼさせるか──ッ！

　そう、内心絶叫しながらベルトを外しにかかる空に、しかし。

「……せーえきってなんだ、です？」

「……にぃ……十八禁展開……ＮＧ……」

　十八歳未満のお子様二人の視線、すなわち。

　──『うふふイベント』強制終了の合図がかかる。




「……また、またなのか」













　と空そらは涙をこぼしそうに、天を仰いだ。

　またいつも通り。

　ここで寸止めを食らうのか、空童貞十八歳よ。

　無数の桃源郷から眼めを背け、砂をかけ──これからもそうしていくのか？

（……違うだろ。そうじゃ──ないだろうッ!!!）

　ギリィッと、空の奥歯が軋きしんだ。

　いつだって何かに抗あらがって生きてきた──その頭をッ！

　振り絞って超えるべきは──今、この時じゃないのかッ!!

　──そう空は振り返り。

　妹の、冷たい眼を決然と見返した。




「……白しろ、川で服を着たまま溺おぼれた人を想像してくれ」

「……ん」

「適切な人工呼吸を行い、体温を奪う濡ぬれた服を脱がし暖を……十八禁か？」

「……………………ちが、う……」

「そうだ、なぜだ？　人助けだからだ人命救助だからだ尊い行為だからだッ!!」

　と空は大仰に頷うなずいて、一片の曇りなき真しん摯しな眼まな差ざしのまま。

　部屋の隅に横たわる少女──本格的に憔しよう悴すいし、言葉も出ない様子に。

「ああ俺達、人類からすれば確かに非常識に思えるだろう。だがこれは疑う余地なき人命救助、尊ぶべき行為！　故に兄ちゃんは仕方なく！　恥を擲なげうって他種族の文化にあえて身を委ねその命を救おうッ!!　つわけでちと後ろ向いててくれるかねん[image: ][image: ]ンッ!?」

　──完全理論武装パーフエクトロジカライズ、ここに完成せり。

　──我、反逆せし者リベリオン也なりッ！




「……体液で、いいなら……『唾だ液えき』でも、いい……？」

　白の呟つぶやき一つ、一秒足らずの寿命を迎えた完全理論武装パーフエクトロジカライズ（笑）に空が固まる。

　ジブリールは少し考え込んでから、難儀な種族を哀れむ笑顔で、

「問題ないかと。魂の含有量は格段に少ないと思われますが、救命には十分では？」

「……ん、じゃ、白が……」

　と、白は兄の足下に横たわる吸血種ダンピールの少女へ歩み寄っていく。

　そして少女の顔に、自分の顔を寄せ──

「ま、待て白！　それは……なんか違うぞ！　兄ちゃん認めんぞ！」

「……人工呼吸……尊い、行為……」

　慌てて制止をかける空に、白は半眼でその揚げ足をとる。

　大急ぎで脳細胞を活性化させ、なんとか反論カウンターロジツクしようとする空──だが。

（──いや、女の子同士のキスなら別にいいのでは？）

　十八禁ではない。健全だろう。しかも正真正銘、救命行為だ。

　ついでに言えば空も──まあ、百合はイケない口ではなかった……だが。

（……白しろがそれをやるのは、なんかイヤだ）

　──何な故ぜか？

　一瞬浮かんだその疑問を、だが空は頭を振って、

「いいや！　子供がディープキスとか情操教育的にアウト！　却下ッ!!」

　深く考えず結論付け、急いで周囲を見回す。

　退屈そうな様子のいづな。半眼の白──そして。

「ジ、ジブリール！　おまえの体液──」

　いづなも幼い、白も却下、こういう時ステフがいないのが悔やまれるが──

「マスターの御命令とあらば──自由に血が吸えるだけ蚊のほうが幾分上等な、哀れな欠陥生物であろうと喜んで口づけ致しますが──救命をお望みなら推奨致しかねます」

　薄ら寒いほどの毒舌に若干引きつる空に、ジブリールはなおも続ける。

「私が体液を与えたら、おそらく蒸発します。『魂』の器も、濃度も違いすぎますので」

　──【十六種族イクシード】位階序列・第六位様であらせられる、この天翼種フリユーゲル様は。

　何故こうまで、こう、こう……いちいち規格外なのか？

「……じゃ、やっぱり……しろが……」

　と指先で髪をかき上げつつ、白が少女に顔を近づけ──

「──────そ、そおぉだぁぁ！『汗』だぁぁッ!!」

　瞬間的に沸騰し〝代案〟を暴いた空の脳が、迷わず叫ばせた。




「あ、汗も『体液』だぞッ！　どぉぉだぁぁジブリールッ!?」

「……どうでしょう？　汗に含まれる魂の量は極めて微量でございますが……」

「ほほほ、他ほかに方法はないのだ！　やってみるしかあるまい！」

　と、空が何か行動に移すより早く。

　白がおもむろにニーソックスを脱ぎ、吸血種ダンピールの少女の眼前に足を差し出した。




「……這はい、つくばって……舐なめる、の」

　人類種イマニテイの『女王』、白。

　──その肩書に恥じぬ、嗜し虐ぎやく的な笑み。




「妹よ、その隠れＳには気づいてたが、躊ちゆう躇ちよゼロは兄ちゃん少しＳＨＯＣＫだ……」

　と顔を引きつらせて、空はがっくりと座り込む。

　だがいっぽうで、ほとんど屍しかばねと化していた吸血種ダンピールの少女がぴくりと動いた。

　すんすんと数回、鼻を鳴らしたかと思うと、くわっと目を見開いて跳ね起きる。

　そのまま飛びつくように、白の足をカプッとくわえ込み──













「──な、なんですコレ！　美お味いしいです美味しすぎますぅ！」




　……その光景を、白い目で見つめて一同は思う。

　──【十六種族イクシード】位階序列・第十二位『吸血種ダンピール』。

　六位の天翼種フリユーゲル、七位の森精種エルフより遥はるか下とはいえ、十四位の獣人種ワービーストより上の種族。

　それが、床に這はいつくばって十六位さいかいの少女の──足の味を、絶賛している光景。




「これ、健全かなぁ……？」

　──確かに十八禁ではない。

　だが何か激しく間違っている気がする。

　グルメ漫画で至高の料理を出されたキャラのように、周囲に花すら咲かせそうな勢いで、美味しい美味しいと連呼しながら妹の足をぺろぺろする吸血種ダンピールの少女──

「……なぁ、吸血種ダンピールって変態なのか？」

　自分のことはエベレスト山頂まで上げた空そらがジブリールに問う。

「はて……ですがマスター達の魂ならば、それは美味なのではないでしょうか？」

「──え、なんで？」

「それはもちろん、マスター達ほど──強固で強烈でクセが強く、極めて珍しく、高潔な魂の持ち主は、この世界をくまなく探してもそうそういないからでございます」

　ジブリールの言葉に、眺めていただけのいづなも大きく頷うなずいた。

「……空そらと白しろの魂たましー……汚れてねぇ匂におい、です。嫌いじゃねぇ、です」

　だが空はげんなりと、二つの視線を見返した。

「……気のせいですかね。それそのまま、『頑固』『自己中』『捻ねじ曲がってる』『ぼっち』しかも『童貞と処女』って、婉えん曲きよくに言われてる気がすんですけども？」

「まさか──〝未知なる魂〟を有するということではございませんか。コレ以上どのような偉大さがございましょう……正直、私も味見したくなってきた所存で、うぇへへ～」

「…………空、空。……ちょっと囓かじっていいか、です？」

　今にも涎よだれを垂らしそうな顔で見上げる二つの視線に、空。




「なあ、この場にまともなヤツはいねぇの？」

「……にぃ、が……それ、言う？」

　──常識人組ステフたちが不在のいづなの邸宅に、ぽつりと白のツッコミが響いた。

　────…………。




　気力を取り戻し、心なしか肌の艶が増した吸血種ダンピールの少女が言った。

「はぁ……大変美お味いしかったですぅ……ごちそうさまでしたぁ」

「……うぅ……べたべた……洗わな、きゃ……うぅ……おふろめんどい……」

　恍こう惚こつと手を合わせる少女とは対照的に、白は後悔した様子だが──それはさておき。

　ようやく質問ができる、と空は少女を見やった。

「──で、結局おまえ、誰だれなわけ？」

「あ、申し遅れましたぁ。ボク『プラム』と言いますぅ、お察しの通り吸血種ダンピールですぅ」

　すっと背筋を伸ばして正座になった少女──プラムが真剣な面持ちで続ける。

「今日はぁ、えっと……お願いがあって来ましたぁ」

　えとえと、と呟つぶやきながら何やらメモを取り出す。

　コホン、と咳せき払ばらい一つ。

　おもむろに三つ指をつき、台本を読み上げるようなぎこちない声音で、告げる。




「お、お見苦しい初対面になったことをお許し下さいぃ……天翼種フリユーゲルを、東部連合を下した人類種イマニテイ、エルキアの王。空さまと白さまに──ボク達の種族を助けてくださいッ！」




　……その言葉に、空は全すべてを理解した様子で、

「あー血の代わりに精液でも良くて、生きるのに許可が必要──そして助けて欲しい」

　それらから導かれる状況──設定を思い描いてみよう。

　──いかがだろうか。思い描けただろうか。

　即断、空はさわやかな笑みを浮かべ、

「エロゲよそでやれ。じゃあな、気をつけて帰れ」

「そんなぁぁっぁぁああああ待ってくださいよぉぉぉぉおお！」

　問答無用で十八禁な種族を、バッサリと見捨てた。




　　　■■■




　──種を越えた、共闘。

　空が掲げた『この世界をクリアする』ための壮大な計画。

　出自、思想、文化が違うだけで無数の問題を抱える多民族国家それを。

　種族の壁さえ越えて実現しようという、荒唐無む稽けいな試み。

　すなわち──〝多種族国家〟。

　全すべてがゲームで解決するこの世界ならば、理論上は可能だろう。

　あくまで、理論上は──だが。

「……あん人らに、ほんまに任せられるんやろか？」

　種を越え、種のコマを束ね、唯一神テトに挑まんとする二人を想おもい、口端を吊つり上げる。

　その荒唐無稽な夢想を掲げる『コマ』は。

　果たして、『盤上』から飛び出せるだろうか。

　そのための条件を達成できるだろうか──、と。

　狐きつねを思わせる獣耳と長い髪、同じく黄金の二つ尾を有する少女。

　東部連合──獣人種ワービーストの全権代理者──『巫み女こ』。

　自らの社の中庭、池を跨またぐ赤い橋の欄らん干かんから、水面に映る月を眺め──思う。

　障害は多い、と。

　種族の垣根を越えるのは、二種族──人類種イマニテイと獣人種ワービーストだけでも困難を極めている。

　同じ種族ですら、同じ目的を示し統一するのは至難の業だ。

　無数の部族に分かれて数千年もの間、内乱を繰り返していた獣人種ワービースト。

　全てを──己の本名すら忘れるまで賭として、ようやく東部連合ひとつのくにに束ねた『巫女』は。

　……だが、それ故に、その苦難を痛切に知っている。

　まして、十六種族イクシードの多種族国家となれば──通常の手段では不可能だろう。

　もし可能だとすれば、それは、その時点で既に……。

「ま、もぉちょい様子、見さしてもらわなね──くふふ」

　──かつて、獣人種ワービーストの統一という夢を掲げて成し遂げた自分が。

　いつからか随分と──保守的になったものだと自じ嘲ちようし、『巫女』は杯に酒を注いだ。




「みんな、なかよく、プレイしましょう……なぁ」

『十の盟約』……その第十条を口にして、一息に酒杯を干す。




　──かつては挑もうとして、そして棄すてたもの。

　終わらせたその夢の続き──その更なる先。

　自分が諦あきらめてしまったその新しい物語を──『彼ら』は自信に満ちて語った。

　だが──。

「遠くの花に見み惚とれよったら、足元の石ころに躓つまずいてまうえ」

　夢を見るだけなら誰だれでもできる。

　だが夢を語るには──資格がいる。

　全ての手の内を明かすのは……それを見定めてからでも遅くはない。




『巫み女こ』が宙に手をかざすと、その掌が光り輝き──『獣人種ワービーストのコマ』が現あらわれる。

　唯一神テトがこの世界──『十の盟約』を設定した際、各種族に宛てがわれた、コマ。

【十六種族イクシード】の各全権代理者だけが顕現させられる、光を編んだように輝くコマ。

　──その本当の意味を想おもって。

　干した杯を欄らん干かんに置き、指先で種のコマを弄もてあそびながら、巫女はただ天を仰いだ。

　己に、夢を棄てさせたモノに、巫女は皮肉に嗤わらう。




　──〝その時〟が、そう遠くないことを内心、願って。
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　エルキア王国。

　ルーシア大陸西部に位置する、【十六種族イクシード】序列十六位、人類種イマニテイ最後の国。

　半月前の東部連合との一戦ゲームで『王』──空そらと白しろが勝利し国土を倍まで取り返し。

　……そして悩みも倍に膨らんだ国だ。

　その最たる悩みは、二つ。




　一つは『王』──空達が打ち出した東部連合との〝連邦〟構想。

　種族の枠を越えた国家の構築という──前代未聞の難問だ。

　かつての国土の一部を取り返しても、エルキアにその土地を活用する術はまだなく。

　片や東部連合は大陸領土を奪われてなお、世界有数の国力を持つ大国。

　──国力、通貨、社会制度はおろか、種族や言語も異なる国を、平等に統合する。

　それがどれほど困難なことか、あえて語るまでもないだろう。

　人類史上初の、無理難題である。

　そして二つ目は──。

「まったく──」

　と、広げた自分の手札を睨にらんで、赤毛の少女はため息をついた。

　ステファニー・ドーラ。

　通称、ステフ。

　元王族──先代国王の孫姫にふさわしい気品に溢あふれ、寝不足と濃い疲労にまみれてなお美しいその顔立ちは──しかし今や怒りに歪ゆがみ、不穏な気配を漂わせている。

　その原因は、『二つ目の悩み』だ。

　すなわち──




「このクソ大変な時にいつまで留守決め込んでるんですのあの王様二人は[image: ][image: ]ッ!!!」




　──エルキア王城、大会議室。

　響き渡ったその怒声が、居合わせた全員の身をすくませる。

「……ドーラ公、心中お察ししますが、淑しゆく女じよが〝クソ〟は如何いかがかと思いますぞ？」

　窘たしなめるように口を開いたのは、ステフの傍らに控える──白い、初老の男。

　その顔は、ステフに同調するかのような苦渋を滲にじませている。

　犬のような垂れ気味の耳と尾。羽織袴はかまでもわかる体格の良い獣人種ワービースト──初はつ瀬せいの。

　元東部連合在エルキア大使・初瀬いづなの祖父であり、今は不在のエルキア王──空そらと白しろによって無茶振りを押しつけられた……ステフに続くもう一人の被害者だ。

「ドーラ公……？　え、それ、私わたくしを呼んだんですの？」

　一拍遅れて反応したステフに、いのが頷うなずく。

「はい。正式な場ですので、そうお呼びするべきかと判断した次第ですが、問題で？」

「一体誰だれのことかと。どうぞ『留守王二人のパシリ殿』とでもお呼びくださいな」

　捨て鉢な笑いをこぼすステフに、だがいのは肩をすくめて。

「失礼ながら、それでは私も同じ呼称になってしまうのですなぁ……それよりドーラ公、目の前に集中したほうが良いのではないですかな」

　いのの視線を追って、ステフは状況を思い出し──自分に言い聞かせる。

「はあ……そう、ですわね……」

　そう今は──重大なゲームをしているのだ、と。




　ゲーム自体はどうということはない、ただのポーカーだ。

　ワイルドカードルールを導入している以外、なんの変哲もない、ポーカー。

　円いテーブルを囲む対戦相手は、エルキア国内の貴族達だ。

　──エルキア主導での、東部連合との〝連邦〟構築。

　一気に倍加したエルキアの領土を一体誰がどのように管理し活用するのか──

　その巨大な利権に食いついてきた有力諸侯達。

　現状、平等な『多種族国家』など絵に描かいた餅もちだ。

　いくら制度を摺すり合わせようと、国力の違いは如何いかんともしがたい。

　自由経済など導入した日には、エルキアの産業は残らず壊滅するだろう。

　故に、東部連合が希求する〝大陸資源〟を、どう差配するか。

　その一点に、エルキアの命運全すべてがかかると言っても、過言ではない。

　──そこへ自分の権益を増やそうと、各権力者が群がるのもまた、必定。

　その為ため、今や立法権まで預けられているステフを相手に、己の要求を通そうとゲームを仕掛けるエルキア諸侯は、あとを絶たない。

　結果──ステフはもう半月、まともに寝る時間もなくゲームをやらされている。

（別に、それ自体はいいんですのよ……ええ）

　内心、ステフが呟つぶやく。なぜなら──それこそ罠なのだから。

　全て予定通り。万事順調──

　そう……この〝頻度〟でさえなければ。

「〝全額レイズ〟ですわ──さっさと裸になってお帰り頂けます？」

　……淑しゆく女じよの気品など何ど処こへやら。

　疲労による深いクマと、怒りで歪ゆがんだその顔は、まるで──……

　彼らが恐れる『王』を思わせ、諸侯達は互いの顔を見合わせた。

　そして選んだのは『フォールド』──ステフの提案を全面的に呑のむことを意味する。

　だが──盛大に舌を打ち、ステフは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「……私わたくしの案が呑めるなら、最初から無駄な手間取らせないでもらえますッ!?」

　棄すてるように開かれた、その手札は、




　──ファイブオブアカインド。




　降りなければ宣告通り──全員揃そろって破滅した札に、諸侯達の血の気が引く。

　だがそれを気に留めることなく、ステフは踵きびすを返し、

「全て得るか全て失うかオール・オア・ナツシングッ！　破滅する覚悟くらい決めてからおいでなさいな!?」

　そしてステフのかわりに、初はつ瀬せいのがにんまりとした笑顔で。

「それでは【盟約に誓った】通り──記憶を頂きますので、あしからず」




　　　■■■




　──つまるところ〝利権紛争〟だ。

　取り返した領土を適切に運営し、エルキアの──連邦の国益に役立てる。

　嫌でも誰だれかに任せなければならず、成功すれば利益が生まれるのも当然。

　──むしろそうでなければならない。それは、いい。

　問題は貴族達が『元は誰の領地だったか』という主張を振りかざしてくることだ。

　元を糾せば、先代国王──ステフの祖父が負けたために奪われた諸侯の領土だ。

　勝手に賭けのチップにされたことに、異論もあったろう。不服もあったろう。

　だが──ならば何な故ぜそれを、当時、先王にゲームで主張しなかったのか？




「責任は負いたくない！　利権は失えば『王』のせいと喚わめき散らしてっ！　ソラとシロが取り返してくれば自分に寄越せと餌えさねだり──一体いつ貴族は恥を捨てたんですのッ!?」

「長く続けば、貴族制など、そういうものではないですかなぁ」

　不機嫌そうにエルキア城の廊下を歩くステフの後ろで、いのが苦笑する。




　貴族だから、駄目なのではない。

　腐っても彼らは統治者。優れた領地の経営・管理ノウハウを持っている。

　やる気と能力さえあれば、領地を任せてもいい──というのがステフの考えだ。

　問題は──

「ああして噛かみついてくる貴族どもが──どいつもこいつも顔に『甘い汁が吸いたいだけで面倒なことは御免です』って書いてあることですわよ……ッ!!」

　──しかもそんな連中に限って、無視できない有力諸侯だ。

　下手を打てば権力闘争──暴動扇動でもされ国政を機能不全にする口実を与える。

　そこで──

「よろしいではないですかなぁ……扱いやすくて」




　一計を案じたのが、ステフの後ろで昏い笑みを浮かべる──初はつ瀬せいのだ。

　空そらと白しろは不在、〝愚王の孫娘ステフ〟が代理で国政を執っている……そんな噂うわさを流す。

　之これ、好機と利権を求め仕掛けてきた相手を、負ければステフの折せつ衷ちゆう案あんを呑のませ。

　その上で『ゲーム中の記憶を全すべて失う』と誓わせ淡々と──〝狩り潰つぶす〟。

　これでステフが行う政策と利権の摺すり合わせを、抵抗されることなく進められる。

　非常に有効で、いのらしい──多部族からなる東部連合らしい罠わなだった。

　だが、その罠がここまで上手く機能する理由と頻度を思うと──




「何ど処こまでもナメられたものですわねっ！　いいカモですわっ！」

　──どれほど自分、ひいては祖父がナメられていたか透けて見える。

「まぁまぁドーラ公……そのおかげで、こうして全て順調に進んでいるのも事実ですぞ。愚ぐ昧まいな連中の蔑べつ視しなどむしろ歓迎──笑みを浮かべ、利用してやればよろしい」

「……いのさん、その呼び方やめて頂けません？　──ステフでいいですわよ」

　──元王家、ドーラ家当主・ステフの爵位は当然──『公爵』だ。

　だが、げっそりと疲れた様子で、ステフが続ける。

「ただのパシリ風ふ情ぜいが、何やら偉いご身分に聞こえるじゃありませんの……」

「しかし、空そら殿と白しろ殿が不在で、ステファニー殿が事実上、王権代行──宰相であられるなら、貴女あなたは現在このエルキアで最も高い身分をお持ちではありませんかな？」

　芝居がかった口調で、いのが続ける。

「──人類種イマニテイに残された最後の国、エルキアの宰相にして前国王の孫姫ドーラ公爵。エルキア王国による東部連合の併合、多種族国家の構築という史上初の一大プロジェクトを一任されている、若き美び貌ぼうの才さい媛えん……ッ！　いかがですかな、この肩書きは？」

　──はて、誰だれのことだろう。




　ステフは呆ぼう然ぜんと天井を仰いで、

「英雄譚たんのヒロインもその実ただのパシリ。皮肉が効いてていいですわね」

　執筆して出版なされば？　と続けるステフに、いのが苦笑して話題を変える。

「しかしこの半月、一度も負けがないとは。ステファニー殿も大したものですな」

「相手が弱すぎるんですのよ」

　いのの本心からの褒め言葉を一いつ蹴しゆう、ステフは眉まゆをひそめた。

「ソラやシロが相手だったら、皮肉の百や二百撒まき散らしたあげくに、利用までされるような、愚にもつかないお粗末なイカサマばかり使われて──お話にならないですわよ」

「まあ、確かにそうですが……」

　だが──と、いのは一人思う。

　最初こそいのの、獣人種ワービーストの五感によるサポートを受けていたステフ。

　だがステフが連勝を重ねるにつれ──今やいのは付き添いに徹していた。

　何ど処こまでも自分を卑下するこの少女は……だが、既に──十二分に強い。

　比較対象が『あの二人くうはく』では……あまりにも相手が悪すぎるだけだ。

　もはや、普通の人類種イマニテイで彼女に勝てる者などごく僅わずかだろう。

　そんないのの感想など知るよしもなく、ステフの愚痴は続く。

「しかもこっちのイカサマには全く気づきもしないんですもの。ひょっとして、単に私わたくしを睡眠不足にして過労死させようというのが諸侯達の狙ねらいだったりしませんの!?」




「……ステファニー殿、なにやら空殿達と似てきましたな」

　──ピタ、と。

　ステフは床を蹴ける足を止めた。

「────今、なんとおっしゃいましたの？」

　ギリギリと、音が鳴りそうに首だけ振り返り、

「東部連合で遊び呆ほうけてる放蕩王と似てる──そうおっしゃいましたのッ!?」

「お、お、落ち着いてくだされ！　ゲームの手が似ていると言ったのですぞッ！」

　──ステフが行おこなっている勝ち方。

　計算カウンテイングを駆使する正攻法から、隠し札パーム、札入れ替えマツキング、ブラインドシャッフル。

　相手のイカサマを看破、逆利用する搦からめ手、ブラフ、駆け引きに至るまで。

　その手は全すべて──空そらと白しろに挑み、負けに負け続けて身につけたものだった。

　確かに最初はステフも、自分が負ければ連邦実現が遠のく緊張感から──空と白なら、どうするか。そう、意識して真ま似ねながらゲームしていた。

　ところが睡眠不足と、戻ってくる気配のない二人に対するイラつきがステフからその緊張感を奪い、いつしかステフは──空と白を相手にゲームしている気になり始めた。

　だが、弱すぎる。そんなザコに一瞬でも空と白を重ねた自分に呆あきれ。

　──そんなザコどもに。

　────自分や、お祖父様が。

　──────見下されていた事実が──たまらなく────




「あ」

　唐突に、憑つき物が落ちたようにステフの顔が変わった。

「あぁそっかぁ、そもそも連邦制に貴族なんて邪魔だから苦労するんですのよぉ」

「ス、ステファニー殿？」

　その豹ひよう変へん振りに、いのが不安げな声をかける。

　だがその声が聞こえていないように……見えないものが見えているように。

　爛らん々らんと眼めを輝かせたステフが、くるりとその場で踊り──

「──ねぇいのさぁん、貴族も商家もギルドも残らずみ～んな身ぐるみ剥はがして野に追い散らして解ツ体ブして政府だけでぜ～んぶ動かせばいいんじゃありませ～ん!?　足りない人手は民間から選抜して代官に任命して～、汚職したら骨まで毟ればいいんですのよぉ～足を引っ張る腐った連中を全員ハメて追放すれば国庫も潤って法政の摺すり合わせも独断でできてまるっと解決するじゃないですの私わたくしってば天才じゃありませんの!?　私、わたくし──馬ば鹿かじゃない……馬鹿じゃないんですのよぉおおお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」




　──そして壊れた。

「ス、ステファニー殿お気を確かに！　それはもはや粛清──恐怖政治ですぞッ!!」

　笑い泣きで壁に額を打ち付け絶叫するステフが、ふと。

　何かの気配を感じて──視線を動かした……その先に。




　──空が、いた。

「あ──あ……っ！」

　どこをほっつき歩いていたのか。

　私に全部丸投げして放ほう蕩とう三昧ざんまいしやがって。

　無数の感情が湧わいてきたが、それ以上に空がそこにいる事実に、顔が上気する。

　喜びを隠し切れないその胸のうちに複雑な感情は芽生えたが──

「そ、ソラッ！　帰ってきたんですの──ひぎぃッ!?」

　飛びついた柱に顔面から突き刺さり、ステフは鼻血を流して奇声を上げた。

　床に大の字に伏して天井を眺め……そして呆ぼう然ぜんと気づいた。

　自分が見た『ソラ』が──

　磨かれた大理石の柱に映り込んだ──

　〝自分の顔〟だったと理解したステフは、ただ一言、沈痛にこぼした。




「………………………私わたくし、もうダメですわね」




「ステファニー殿。寝ましょう。というか寝ていただけますかな、後ご生しようですから」

　ぐったりとしたステフを抱え上げながら、いのが続ける。

「……大丈夫ですぞ。空そら殿達は、まあ、確かに理解に苦しむお二人ですが──」

　精一杯、理解不能な兄妹きようだいをプラス思考で捉とらえようと努め、

「東部連合に留とどまったのは、おそらく巫み女こ様との調停のため……ではないですかな？」

　エルキア主導での連邦構築──だが当然エルキアだけでどうにかなる話ではない。

「あちらはあちらで──〝首脳会議〟を着々と行おこなっているかと」

　──そう、かもしれない。

　空と白しろの行動は常に常軌を逸していた。

　だが、それはいつも──エルキアのため機能していた。

　それは事実だ。

　信じていいはずなのだ──だが──




「……どーですかしら。あの二人の言動は、公私混同が前提ですわよ……」

　確かに、それは常に〝己の欲望と結果を一致させてきた〟に過ぎないのもまた、事実で。

　はるか遠く、東部連合のある方角を見やって、ステフはこぼした。

「……どーせ今いま頃ごろ、獣けも耳みみっ子こを愛めでながら屋内に引きこもってゲーム三昧ざんまいとか、人として終わったことしてるに決まってますわ」

　……いのもまた、その言葉を否定することはできなかった。




　　　■■■




　──場所変わって『東部連合』首都・巫かんな雁がり。

　エルキアの〝王城〟にあたる、獣人種ワービーストの全権代理者が住まう『巫みや社しろ』。

　その中央棟、中庭。

　何ど処こか地球の日本庭園を思わせる、瑞みず々みずしい自然と赤黒塗りの空間。

　本来は関係者以外立ち入り禁止の、その神聖な池の隣に人ひと集だかりがあった。

「……なあ巫み女こさん、愛ってなんだろうな」

「……おしえて、巫女さん……」




　そう真剣に問うのは、黒髪黒目『Ｉ♥人類』シャツの青年と、膝ひざ上の白髪赤目の少女。

　エルキア国王──人類種イマニテイの全権代理者、空そらと白しろ。

　人ひと集だかりの正体は、二人に撫なでられて艶つやっぽい声を出す数人の獣人種ワービースト──獣けも耳みみっ子こ達と。

　それを羨うらやましそうに順番待ちしているような、行列だった。

「……なんやろなぁ、言いたいことはぎょうさんあんのやけど……」

　と鈴を転がすような声でこぼすのは、ゲーム盤を挟んで対面に座る少女だ。

　誰だれもその本名を知らない、二つの尾を持つ黄金の狐きつね。

　獣人種ワービーストの全権代理者──『巫女』。




「……二つの意味で聞くで──頭ん中どないなっとんの、おたくら」

　三人が行おこなっていたのは『陬雀すうじやん』という、東部連合独自の伝統遊戯。

　──『麻雀まーじやん』とは多少の共通点はあるものの、本質は全く違うこのゲームを──

「どうって？　あ、ほい。また俺らの勝ちね」

「……このゲーム……結構……おもしろ、い……」

　──複数の獣人種ワービーストを少女を撫なで回し、「愛とは」とふざけた質問をしながら。

　──数十分前、ルールを聞いた初見のゲームを、あっさりと極めていた。

　瞬く間に最大効率の戦略、無数の定石を暴き──イカサマまで編み出していた。

　だが最大の問題は、と巫女が苦笑混じりにため息をつく。

「あんなぁ、うちにバレへんでどないイカサマしよるんか、ちぃと教えてんか？」

　──巫女の五感を以もつてしても、それを一切見抜けなかったことだ。

　へらへらとした顔で、空が答える。

「イカサマとは失敬な。白が裏返された牌を全て暗記、位置を常時追いかけて、俺はただ白が欲しがってるだろう牌をそれっぽく手繰っただけ──イカサマとは言わんだろ」

　そう、イカサマを指摘できない理由、二つの一つがコレだ。

　二人は一切示し合わせずに、ただ互いの手を推測し合っているだけだから。

「それに巫女さんもやってるっしょ、お互いさまだろ？」

　そして二つ目が、こちらは、その上で競り負けているからだった──。

　たった数回のやり取りで、このゲームを五十年以上やっていた自分を。

　──正面から実力で上回られ、点差で超えられては……どうしようもない。

　いっそ清すが々すがしさすら感じるほどの完敗だ。

　と、頬ほお杖づえをついて苦笑する巫女に、空が「んじゃ──」と切り出す。




「さて、【盟約に誓った】要求は三つ──問題ないな？」

　呆あきれまじりの笑いをこぼす巫み女こに、空そらが続ける。

「一つ、両国の利益を踏まえ客観的に輸出入の品目別税率票を作ってくれ」

　エルキアより、東部連合のほうが大陸資源の重要性を把握しているのは明白。

　ならば、両国の国力差を考慮した上で相互のメリットが噛かみ合うよう設定できるのは、東部連合の全権代理者──すなわち『巫女』以上の適材はいない。

〝両国の利益〟と文言がある以上、一方的に東部連合に有利にもできない。

　相変わらず抜け目がない、と内心巫女は感心する──が。

「……よーするに、またあてに全部放り投げ、っちゅーことやないの……」




　この半月、確かに空と白しろは、見事に『仕事』をしていた。

　連日巫女のもとに通い、両国の利益を賭かけてゲームをしていた。

　……そう、見事な働きぶりだ。

　全すべてのゲームで巫女に勝利。その実務を巫女に丸投げしている点を除けば。

「餅もちは餅屋、半世紀で大国を作り上げた巫女さんの辣らつ腕わん、信用してるぜ♪」

　気楽に答える空に、巫女は乾いた笑いで頭をかく。

　連合国を併合しての連邦制度──

　空達の元の世界の『アメリカ合衆国』という前例を参考にしているらしい、無数の障害に対する解決案、折せつ衷ちゆう案あんを提示、その軋あつ轢れきを最低限に抑えるのは巫女に丸投げする。

　実際それは正しい。空と白は超一流のゲーマーであって、政治屋ではない。

　だが、巫女が苦笑する理由は別にあった。

　今日まで、何度も空と白を──出し抜こうとしてきたのだ。

　今回も、初見のゲームでなら勝てると踏んだが、物の見事に返り討ちにあった。

　他ほかにも東部連合の有利となるよう、あれこれ仕掛けてはみたが……結局、一度として二人を出し抜くことも勝つこともできなかった。

　だがそうして決められた政策は空達が口にした通り、徹底して『両国の利益』となるよう組み立てられている。エルキアも東部連合も短期的には損をしつつ、長期的には双方の利益となる──そんな政策のまとめられた書類に、ため息をつく。

　文句はない。

　こちらが出し抜こうとしてばかりいることに、罪悪感さえ覚え始めていた。

　問題は、必ず付け加える二つめの要求──

「んで、要求その二はいつも通り──巫女さんをモフらせろ！」

「……せろ……っ」

　──そう、毎回必ず、無意味に巫女をモフる権利を賭けて勝負ゲームを行っている点だった。

「政策自体は真面目まじめに考えたはるし、かまへんけどねえ……」

　深いため息一つ、巫女は積み上がる一方の書類の山を眺めやって。

　好きにしろ、と二つの金色の尾を、ゆらりと動かした。

「よっしゃキタ！　いくぞ白しろッ！」

「……今日、こそ……巫み女こさん、あえがせる……っ」

　ギラリと眼めを光らせた空そらと白が飛びかかるのを眺め、巫女は苦笑し、思う。

　──【十六種族イクシード】序列十四位、獣人種ワービースト。

　物理限界に到達しうる身体性能を有する種族。

　だがそれを人の姿形で実現するのは、言うまでもなく本来、物理的に不可能だ。

　それを可能たらしめるのは──〝体内精霊の運用〟によるものだ。

　……この世界のあらゆる生命は、体内に微量でも〝精霊〟を有している。

　その保有量、精霊回廊接続神経の適性──つまり如い何かに〝外部精霊まほう〟を扱えるかが位階序列であり、『十四位』である獣人種ワービーストは適性が極めて低く、一切、使うことは出来ない。

　だが〝体内精霊〟の操作は、人類種イマニテイも含め全すべての生物が無意識に行うことだ。

　獣人種ワービーストは、それを強く活用することで、その驚異的身体性能を得ている。

　いづなや、巫女が使う『血壊』がその顕著な例だ。

　体内精霊を暴走させ、自壊領域まで身体性能を引き上げる獣人種ワービーストの天性の技能。

　しかしその代償に、体を巡る精霊が絶えず乱れてしまうという特異も生じる。

　そしてその特異は、体が小さい、細い者ほど影響が大きい。

　結果、獣人種ワービースト──特に子供、女性は慢性的な体内精霊の乱れ……不快感を抱える。

　これを独力でどうにかすることは容易たやすいことではなく──

　…………まあ、何が言いたいかというと。

「……ふわふわ……もふもふ……ふふ……」

「──っ」

　白の手に、嬌きよう声せいを上げそうになるのを、巫女は思考を逸そらし堪えていた。

　空と白……この二人はその精霊を誘導するのが──異様に上手い。

　人類種イマニテイに精霊が見えているはずはない。

　たとえ異世界人であることを考慮しても、体内精霊の誘導など、高位魔法の域だ。

　だがそれをこの二人は──

「──ふ、ここと見たッ！」

「──────ッ!!」

　……触った対象の反応を瞬間的に拾い、撫でるモフることで〝事実上の誘導〟を行っていた。

　結果、獣人種ワービーストの慢性的体内精霊の乱れを──意図せず、解消している。

　それをなんと呼ぼうか──カリスママッサージ師とでも呼べばいいか。

　──行列が出来るのも、当然だろう？

「……で、今日は要求が『三つ』やて、言うてたな……ぁっ」

　的確なモフりで嬌声が出そうになるのを意地で抑えこみつつ、巫女は問う。

「──そろそろ説明して貰もらえへんの？　もちろん、この状況と関係あるんやろね？」




　見知らぬ獣人種ワービーストの少女たちに抱きつかれ、その全員を撫なで回していた空そらと白しろ。

　その時点で既に言いたいことは山とあったが、それは捨て置くとして……。

　二人は口元を隠すように、いづなの物らしいサラシを巻いていた。

　さらに空は猫のような、白はうさぎのような付け耳を装着していた。その背後で控えるジブリールも、頭には何な故ぜかタレ気味の犬耳を乗せ、その隣では、いづなが空と白に撫でられる少女たちを順番待ちするような目で見つめている。

　そして、と巫み女こは目を細めて最後の一人を見やった。

　その視線の先では、吸血種ダンピールの少女が部屋の隅でブルブルとうずくまっている。




「昨夜、そこの吸血種ダンピール──プラムの『お願い』を断ったら、俺と白の撫でスキルを巫かんな雁がり中に吹ふい聴ちようしたらしくってな」

　その結果がこの獣けも耳みみっ子この撫で待機列、ということらしい。

　顔を隠して巫みや社しろの前まで空間転移で来たのに、門前から少し歩いただけでこの有様だ、──と空が肩をすくめて苦笑した。

「吸血種ダンピールを助けてくれるまで、この業務妨害を続けるって宣言されたんだわ」

「…………さよか……」

「マスター、もう宜よろしいではございませんか。ゲームで首を賭かけさせましょう首を。そしてゲームでハメてハネてしまいましょう。首を♥」













「すす、すみませぇん……でで、でもぉこっちも種の存亡がかかってるんですよぉっ！」

　ジブリールの殺気がこもった視線に縮こまりつつ、プラムが悲痛に叫ぶ。




「──っつーわけで三つめの要求なんだけど」

「ふむ」

「獣人種ワービーストの全権代理者として、俺らから行くまで来ないよう命令してよ。いづなの家の前に行列ができて、視線恐怖症でうっかり扉も開けられねぇ。本来の用件も話せやしない」

　…………。

　──色々と言いたいことはある様子で。

　だが本来の用件とやらを聞くべく、巫み女こは鋭く口を開いた。

「──下がりゃ」

　ただそれだけで獣けも耳みみっ子こ達がビクリと毛を逆立たせ、ぺこぺこと頭を下げながら転がるように庭園から逃げ出していく。

　その後ろ姿に「ばいばい」と白しろが手を振った。




「かなんなぁ──で、まともな話なんやろね？」

　呆あきれ顔で問う巫女に、空そらは表情を引き締めて頷うなずいた。

「ああ──エルキアと東部連合に関かかわる大事なことだ」

　と切り出す空に、先程までのおちゃらけた様子はない。その顔は解答不能の難問に突き当たったように真剣そのものだ。

　ふむ──、と姿勢を改めて向き直った巫女に、空は言った。

「東部連合の南の海に──『オーシェンド』って国があるのは知ってるよな」

「そら隣国や、当然知っとるよ？　海棲種セーレーンの都やね」




　──海棲種セーレーン。

【十六種族イクシード】位階序列十五位、人類種イマニテイより一つ上、獣人種ワービーストより一つ下の種族だ。

　深海に都を構え、水中でしか生きられないため、基本的に領土に関心は持っていない。

　特殊な生態を持つ閉鎖的な種族で、他国との交易も最低限しかない。

　そんな連中の国に、一体なんの用があるのか……？

　と視線で問う巫女に大きく頷いて、空は言った。

「そう、そいつらに関係することなんだが、巫女さん──」

　一息。

「──なぁ巫女さん、愛ってなんだ？」

「もっぺんだけ説明するチャンスをやろなぁ。喧けん嘩か売りよるんやったら相手になるえ♥」

　満面の笑みで──だが『血壊』を使う準備とばかりに。

　ほの紅あかく毛を染めて、巫女は唸うなった。




　　　■■■




　──時は少し遡さかのぼって、昨夜。

　エロゲ設定はよそでやれと、にべもなく全すべてを切り捨てた空そら。

　その空の足にしがみついて、プラムが泣きそうな顔で喚わめいていた。

「まま、待ってくださいぃ！　空様達にしか頼めないんですよぉ！」

「しつこい！　設定から十八禁な種族に関かかわれねぇッ！　ゾーニングを知れ！」

　血のかわりに白濁液を貰もらって飼われている種族──『吸血種ダンピール』。

　──どう関わったところで、言い訳の余地なくエロコーナー直行である。

「ちが──いえ、まあそんな感じになってる子もいますけどぉ……っ」

「やっぱなってんじゃねぇかエロゲ的なことに！」

「せ、説明させてくださいよぉ！　このままじゃボク達、滅びちゃうんですよぉッ」

「──ぬぅ？」

「……ん？」

　聞き捨てならない一言に反応して、空と白しろはぴたりと動きを止めた。

　二人、眼めを合わせて確認し合う。

　──滅びられては困る、と。

「……話を聞こうか。言っておくが、エロ話になったら俺の判断で切り上げるぞ」

　渋々とその場であぐらをかいて、ため息まじりに空は口を開いた。

　空の膝ひざ上に白が座り、続いてジブリールも正座する。

　いづなは──やはり眠いのか空の隣で丸くなり、こくりこくりと頭を揺らしていた。

「あ──ありがとうございますぅ！」

　半泣きのまま、プラムはぺこぺこと頭を下げた。

「ぇとぇと……ちょっと待ってくださいねぇ……」

　紫の瞳ひとみに何やら不規則な模様が浮かび上がり──

　瞬間。




　──いったい、いつ動いたのか。

　刹せつ那なの間に、ジブリールはプラムの眼前、いづなは背後へ廻まわっていた。

　二人が動いた名残の風が、今更のように室内を吹いて流れた。

「……へ？」

　間の抜けた声をこぼすプラムを、ジブリールは鋭く見下ろし、

「私に悟らせずマスターに近づいたのは見事ですが、二度目を許すほどに耄もう碌ろくしていると思われているなら言いましょう──身の程を弁わきまえては如何いかがですか、虫けら」

「吸血種ダンピールの魔法、気配がしたら〝眼〟から逃げろってじーじ言ってやがった、です」

　警戒剥むき出しの底冷えする声で、いづなが唸うなる。

　緊迫する二人に向けて、おそるおそる空そらが声をかけた。

「な、なあ……『十の盟約』があるんだから、危害は加えられないんじゃ？」

「危害は加えずとも、認識を偽装することは可能でございます。たとえば──」

　敵意の塊をプラムの〝傍らに〟向けて、

「そちらの大量のトランクを見えなくしたり──などです」

　何もない場所を睨にらみつけるジブリールに、涙目でプラムが手を振ると、

「ご、誤解ですよぉ！　これはボクに対する認識偽装ですよぉ！」

　──虚空から、複数のトランクがドカドカと音を立てて現あらわれる。

「…………ん」

　すんすんと鼻を鳴らし、警戒を解いたいづなが空達のもとに戻る。

「に、荷物が多かったので、その、存在に偽装をかけて持ち歩いただけでぇ……」

　と、ようやく状況を把握した空と白しろが目を見張り、

「つまり──荷物って〝存在〟を隠して重量を消したってことか？」

「いえ？　荷物の量や重さを感じなくなるだけで、なくなるわけではございません」

「じゃあ最初に現われた時やたら疲れてたのは」

「……この、せい……？」

「す、すみませぇん……その、お、重かったんですぅ……」

　ぺこぺこと謝るプラムに、だがジブリールは、

「吸血種ダンピールの『隠おん密みつと幻惑』──認識に作用する魔法への適性は、ともすれば森精種エルフをすら凌りよう駕がします。あれらのトランクはずっとあそこにありました……気づけなかっただけで」

「ふむ。ジブリールは気づいたようだが？」

「癪しやくに障ることに、注意しなければ見落とします。ですが二度目はございません」

　とジブリールが拳こぶしを握って頭を垂れる。空は隣に視線を移し、

「……いづなが警戒を解いたのは？」

「……？　嘘うそついてる匂においがしねぇから、です？」

　急に動いて余計眠くなったのか、丸くなったいづながあくびしながら答える。

　──ふむ、と空と白は眼を細めた。

　視線の先では、プラムがトランクをひっくり返して何かを探している。

　と、何やら「あ、ありましたぁ」と書類を引っ張り出し──




「おほん、えと……空さまたちは、全種族を征服しようとしていると聞きました」

「……そうだな」

　表向き、そういうことになっている。

　東部連合を併合して連邦を構築しようとしていることは──まあバレているだろうが、コマの行き交いまでは、空達と巫み女こ達の間での秘密として動いてるはずである。

　特に説明する必要もないと感じて、空そらは肯定する。

「単刀直入にいいます──」

　その返事に満足して、プラムは続ける。

「今、ボク達吸血種ダンピールと海棲種セーレーン。二つの種族が滅びに瀕ひんしています。八方手は尽くしましたが……もうどうにもならなくて、空さまたちにご協力を仰ぎたいのですぅ」




　……──ふむ。

「ジブリール、お前の口から聞かせてくれ。吸血種ダンピールと海棲種セーレーンとやらが、どう関係する？」

　空の問いに、ジブリールが静かに頭を垂れて語りだす。

「『十の盟約』後、吸血種ダンピールは許可がなければ血を摂取できなくなり、生存そのものに他者の許可が必要になったのですが──海棲種セーレーンも似たような状況だったのでございます」

「……というと？」

「……『海棲種セーレーン』……序列十五位、海中にしか住めない……種族」

　と白しろが語り出す。

【十六種族イクシード】位階序列十五位・『海棲種セーレーン』──端的に言えば『人魚』の種族だ。

　比較的浅い海底に住み、上半身は人、腿ももから下は魚の尾ひれを持っている。

　その生態は極めて特殊で、その一つがまず──海から長時間出られないことだ。

　その為ため、海底都市『オーシェンド』を構え、広大な海洋を領土としている。

　そして二つめの特殊性は、女性体しかいない種族だということ。

　即すなわち、その繁殖方法は──

「……〝異種族の男性〟……が、必要……」

　白の説明に、空はジブリールへ半眼を向け、

「なぁ、『吸血種ダンピール』といい『海棲種セーレーン』といい、生物として欠陥過ぎないか？」

「本来は──つまり『十の盟約』以前なら問題なかったのです」

　とジブリールは続けた。

「海棲種セーレーンは他種族の男を取って食えばいいですし。吸血種ダンピールも問答無用で血を吸えば何も問題はなかったので。『十の盟約』で迷惑している──まあ、迷惑していない種族のほうが少のうございますが──最たる種族の二つが、彼女達でございますね」

　と笑顔で殺伐とした昔話をするジブリールに、空は、

「……え、取って食うって、なにそれ文字通りの意味で？」

　一瞬、恐ろしい形相でバリバリと他種族をむさぼり喰くう下半身魚の女──と、別の理由から十八禁になりそうな映像が脳裏をよぎり、空はぶるりと背筋を震わせた。

　だがジブリールは頭を振って、

「いえ、マスターが健全にと仰おつしやったので濁しましたが。性的な意味で、でございます」

「なにその天国行きたい！　ジブリール今すぐ行くぞッ!!」

　歓喜の声を上げて立ち上がる空に、だがジブリールはきょとんとして、

「絞り尽くされて死にますが、宜よろしいので？」

「なにその地獄行きたくなぁい……一生行かないわぁ」

　……他種族の男を絞り尽くさないと繁殖できない人魚。

　いったいこの世界はどこまで期待とお約束を裏切ってくれれば気が済むのか……。

　一瞬でテンションが頂点から底辺まで昇降した空そらは、ため息をついて座り込んだ。

　そんな空を余よ所そに、ジブリールが「ともあれ」と続ける。

「吸血種ダンピールと海棲種セーレーン、二者は他を害せずには生存できない種族であり、『十の盟約』は種の存続そのものを危うくしました。そこで吸血種ダンピールが目をつけたのが、海棲種セーレーンです」

　ふむ、と空は頷うなずいて、

「ま、妥当だ。海棲種セーレーンは十五位、人類種イマニテイと獣人種ワービーストの中間ということは、魔法を使えないんだろ？　幻惑・隠おん密みつ魔法に長たける吸血種ダンピールが、一方的に餌えさにしようとしたわけだ」

　同じ滅びに瀕ひんしている種、賭かけるものも都合が良かっただろう。

　相変わらず殺伐としているが、生存がかかってる以上──

　が、ジブリール、笑顔で。

「残念ながら、この話は直角真上を行く……世界的に有名な話になるのでございます」

　──斜め上ですらないと。楽しそうにジブリールが告げる。

「吸血種ダンピールに噛かまれると『病気』になる……と申し上げましたが」

「ああ……」

「アレは、簡単に言いますと、『直射日光を浴びると死ぬ』病気でございます。つまり、元々陸に上がれず、そもそも海底で暮らす海棲種セーレーンには、特に問題のない『病気』でして」

「──ん？　え、つまり」

　と、プラムが儚はかない笑みで答える。

「……はいぃ、ボク達吸血種ダンピールは──『共生』を提案したんですぅ……」

　と、ジブリールが引き継ぐ。

「海棲種セーレーンが血を提供する代わり、吸血種ダンピールが魔法を提供、餌となる他種族を確保するという戦略で、吸血種ダンピールは海棲種セーレーンと早々と『共同戦線』を張ろうと考えたのでございますね」

「それは──なんつか」

「……すご、い……」

　空と白しろ、揃そろって心からの感嘆の声をこぼした。

　いくら滅びの危機でなりふり構わない状況だったとはいえ。

　お互いのメリットを完かん璧ぺきに踏まえた提案で、的確で、しかも厄介な──

「ええ、まさしく。驚きよう愕がくに値する種族でございますよ──『海棲種』は」

　──なに？

　だがジブリール、プラムに哀れむような笑顔を向けて、続ける。

「共存を持ちかけた吸血種ダンピールを──なんと、『返り討ち』にしたのですから♪」

　…………え？

「結果──吸血種ダンピールは海棲種セーレーンに盛大に負け、吸血種ダンピールの男性は海棲種セーレーンの繁殖を手伝うこと、海棲種セーレーン以外からは血を吸わないこと、という意味不明の契約が交わされたのでございます」




　…………────はぁ？

　この情報は白しろの知識にもなかったのか、白も耳を疑いジブリールを見やる。

「……はは……ほんと、笑えますよねぇ」

　一方プラムは、諦てい念ねんを受け入れたような顔で。

「ご先祖様たちもまさか──海棲種セーレーンが『十の盟約』を理解してなくて、自分たちが滅びの危機にあるのを自覚すらしていなかったなんて、思わなかったんでしょうねぇ……はは」

　──幸さち薄うすい顔に、さらに疲労が加算された仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべた。

「……ぇーと……？　……にぃ……どう……いう？」

　珍しく、こくんと首を傾かしげ混乱した様子の白に、空そら。

「──あー、つまり、まさか、まさかとは思うが……」

　信じられないが──と空。

「吸血種ダンピールは魔法を使わず、半ば八百長で引き分けのゲームを持ちかけ、共生関係を提示したが──その意味を理解しなかった海棲種セーレーンが一方的に勝って、大喜びした──とか？」

　ジブリールの笑みと、プラムの疲れた笑みが、『大正解』と告げていた。

「……なぁ、海棲種セーレーンって馬ば鹿かなのか──」

「天上天下、三千世界に響き渡る馬鹿でございます♥」

「馬鹿の極地に到達した人たちですねぇ……はは」

「ハゲザル未満って、じーじが言ってたぞ、です」

　空の質問に、食い気味にジブリール、プラム、寝ていたはずのいづなまで即答した。

「……すげぇな、人類種イマニテイより見下されてる種族があったんだな……なんか、感動的だ」

　だが、ジブリールはなおも絶好調で語る。

「さて、こうなると面白いことになりますね♪」

　まず一つ、と指を立てる。

「まず吸血種ダンピールは、血液以外の体液でも『生存』は出来ます」

　二つ、と指を立てる。

「しかし『成長』は吸血──魂混合がなければ、永遠に子供のままでございます」

　三つ、と指を立てて、

「盟約で他種族の血を吸うことを禁止されたのは『男性』のみ──ですが、子供のままでは吸血種ダンピール同士の繁殖も出来ません。血を得るため男性は海棲種セーレーンに従うしかなくなり、子を生すためには結果的に『女性』もそのほとんどが、海棲種セーレーンに従わざるを得なくなりました」

　そして四つ、と指を立てて、

「従わず海棲種セーレーンの都を飛び出しても、『病気』持ち──もうおわかりでございますね？」

　そして笑顔で五つ、と指を立ててジブリール。

「吸血種ダンピールは、そんな馬ば鹿か相手に、意図せずして『詰まれた』のでございます♪」

　…………。

　呆あきれかえるも馬鹿らしい話に、白しろはもう興味を失うしない爪つめを弄いじりだし。

　空そらも、放心した様子で天井を仰いでいたが──ふと。

　空の脳裏に、プラムの言葉が過よぎった。

　──『いえ、まあそんな感じになってる子もいますけどぉ』──




　……情報を、整理して考えてみよう。

　まず、吸血種ダンピールの女性は海棲種セーレーンに従う義務は必ずしもなく、出て行ける。

　ただし、吸血できなければ子供のまま。

　だが生存は異種族の体液さえあれば可能。

　そんでもって、血の次に適切な体液は『アレ』で？

　そして──そんな感じになってる子もいる……と？

　──待て。すこし、待って欲しい。

　────…………それ────合法ロｒ────




「で、でもですねぇ？　それを──一度は何とかしたんですよぉ……」

「えぁ、あはっ、え、はい？」

　完全に思考が逸それていた空。

　プラムの言葉で混乱気味に引き戻される。

「今のは『十の盟約』直後の話。吸血種ダンピールはそこから共生に成功したのでございます」

　と、ジブリールが頷うなずいて続ける。

「海棲種セーレーンは異種族の男性の精を、『魂』を奪い尽くして繁殖する──ですが繁殖に要する魂の量が致死量未満で済む個体が〝一代に一人だけ〟ながらいたのです──そこで」




「吸血種ダンピールは、絶対遵守すべき『繁殖協力』を〝彼女〟のみに対し行い──『女王』として、代々海棲種セーレーンの全権代理に仕立て、〝繁殖を行うのは女王〟のみとしたのでございます」

「──ほぉーッ！」

「……すご、い……」

　手を叩たたいて感心する空に、同じく拍手を贈る白。

「吸血種ダンピールは〝海棲種セーレーンの繁殖に協力している〟わけだから盟約に違反せず、一方、死ぬまで精を絞る他ほかの海棲種セーレーンを拒否出来るし、吸血種ダンピールは血を吸える──見事、完かん璧ぺきじゃないか」

　なるほど──盛大なミスがあったとはいえ、鮮やかな逆転劇だ。

　相互が滅びないよう、的確に種の存続を保証する体制をとった。

　それはつまり、空達より早く『種を越えた共生』に成功したということで。

「──やっぱやるじゃん吸血種ダンピール。伊だ達てに序列十二位じゃねぇな」

「残念ながらマスター、その仕組みも、当代の女王で破綻しました」

　──この話、いくつオチがあるんだ？

「……で、その当代の女王は何をやらかした」

　半眼で問う空そらに、だが笑顔でジブリール、今度は両手の全すべての指を開いて。

「──『な　に　も』、でございます♥」と答えた。

　そして、ただでさえ幸さち薄うすい顔のプラムが、魂すら吐きそうな苦笑でこぼす。




「〝私を目覚めさせる王子様が現れるまで起きない〟と言ってぇ……凍眠したのですぅ」




　───────あ？

　にっこにこと、何がそこまで楽しいのかジブリール、「つまり」と。

「吸血種ダンピールを死なせず、海棲種セーレーンが繁殖可能な『現女王』──まだその母が女王だった時、なにやら童話に影響を受け【盟約に誓って】、そう言い残して寝こけたのでございます」

　……おいおい、冗談だろう。

「彼女を惚れさせる王子様が出現するまで──つまり【盟約に誓って】彼女が定めた『ゲーム』をクリアするまで起きませんし、『凍眠』とは海棲種セーレーンの──獣人種ワービーストの『血壊』のような力でして。千年以上は眠り続けられます、がしかしッ！」

　そう言って、ジブリールが正座し、何やら扇子を叩くような仕草で。

「さぁ皆々様、この世界随一馬ば鹿かげた《史実》もいよいよ大詰めにぃございまぁす♪」

　……講談師のつもりだろうか。

　特徴的なしゃべり方でジブリールはノリノリで語っていく。

「あ、さてッ!!　女王が設定したこの『ゲーム』ですが──しかしッ！」




「いったいぜんたい、眠ったままでどう惚れるというのでしょうッ!!」




　──……言葉が、なかった。

　プラムは彼方かなたに儚はかない笑顔を向けるだけで。

　空は頭痛を堪えるように、白しろはもうあくびをかみ殺し、いづなは夢の中だった。

　唯一、なおも絶好調のジブリールが続ける。

「相手を死なせず繁殖出来る『女王』だけに協力することが、通常個体の繁殖を拒む口実になっていた吸血種ダンピールの男性の方々は──ぁはて！　女王が眠ればどうなりましょうッ！」

　そして扇子を開いて、およよよ……と崩れるような仕草で。

「現女王が『凍眠』に入って八百年。先代女王は既に亡く、現女王が自然に起きるのは更に数百年後……結果──吸血種ダンピールの男性は次々と食われていって──」

　そして、ジブリール、深々と一礼する。

「如何いかがでしたか、七大陸に轟とどろく世界一馬鹿げた《史実》の寄席──お後が宜よろしいようで」

「……あーんましよろしくねぇが、まあ……よくわかったよ」

　なるほどそれは、誰だれもがとっくに滅びたと思っていても不思議はない。

　──だが、一つ。

「吸血種ダンピールの最後の男性を食い切ったら、今度は海棲種セーレーンが滅びるだろ」

「……海棲種セーレーンにそれがわかる頭があれば……苦労してないんですよぉ……」

「……え、まさか──まだ自覚がないの……？」

　光のない眼めで、虚空を見つめるプラムに、空そらが思わず引きつる。

　つまり、なんだ。

「──実際、男性は最後の一人を残すのみですぅ……しかも、まだ幼いんです……」

　……ガチで滅びる五秒前なわけだ。それはわかった──が。

「で、そんなのをどう助けろと？　聞く限りでは完全に詰んでるだろ」

「あ、そちらの天翼種フリユーゲルさんの話には、続きがあるんですよぉ！」

　ようやく本題に入らせて貰もらえる、とぱぁっと顔を明るくしてプラム。




「女王は『凍眠』状態ですが意識はあるんですぅ！　そこでぇ女王の意識に──『夢』に干渉する術式を編み、夢の中で惚ほれさせる──『恋愛ゲーム』を可能にしましたぁ！」

　……ほう──『恋愛シミュレーションゲーム』と来たか……と空は笑う。

「ジブリール、夢に干渉するのは『十の盟約』に違反しないのか？」

「害意がなく、間接的にも危害を加えないのでしたら──ましてこの場合女王は自分を惚れさせる王子様を待っているのでございますし、事実上の許可すらあるのでは？」

　こくりと頷うなずき、改めてプラム、その要求を告げる。

「──どうか『女王』さまを惚れさせてください！　その為ための策も用意しましたぁ！」




　空は白しろと顔を見合わせた──答えは既に出ている。

〝十六種族イクシードの全制覇〟を目的とする空達には──端から助ける以外の選択肢がない。

　だが、それでも一応確認しておくべきことがある、と空。

「そのゲームに勝つことで、俺らはどんな対価を得るんだ？」

　再びメモを取り出してプラム。

「ぇと……『オーシェンドの海底資源三割の提供と、恒久的友好関係の締結』ですぅ」

　だがその一文にさえ、ため息ついてプラム。

「……これだって状況を理解させて海棲種セーレーンを納得させるのに一週間……はぁ……」

　なるほどいい条件だ。悪くない。

　だが、まだ気になることが──と厳しい顔の空に、

「……そ、それとぉ……あのぉ」

　恥ずかしそうに、指をもじもじと絡めてプラム──ちらりと。

　自分が持ってきた大量のトランクを見て、真っ赤な顔で俯うつむいて──言った。

「ボ、ボクを自由にしていいですぅ……だ、だから生活用品にもつを全部持って来まし──」

「グズグズするな諸君！　滅びに瀕ひんしている者を一刻も早く救いに行くぞッ!!」

　──準備を終え、今すぐ家から飛び出せる支度を調えて空そら。

　慈愛に満ちた眼めでプラムに続けた。

「安心し給たまえお嬢さん『恋愛シミュレーションゲーム』は得意中の得意だ」

　だから。ホレ、さっさと詳細を教えろ。

　そして行くぞ、合法ロリを手にするために──ッ！

　そう力強く語る空の眼に、プラムは顔を輝かせる。

「は、はいぃ！　えっと『夢への干渉』ですからぁ、シチュエーションは自由に設定出来るんですがぁ基本的には──女王を惚ほれさせて、告白させるのが目的になりますぅ！」

　空の脳裏を過よぎったのは──『と○メモ』だった。

　元祖恋愛シミュレーションゲームに、改めて思う──何も問題はない。

　俺に落とせないキャラなど、居やしまいと内心頷うなずく空にだが、




「好意を抱かれる条件は不定で、会話も行動も全てリアルタイムの恋愛ゲームですぅ！」




　…………。

　再度、空と白しろが視線を交わし、笑顔で頷き──そして既に出ていた結論を。

　覆した。

「それなら話は別だ。断る。気ぃつけて帰れよ」

「……ばいばい……滅びないで……ふぁい、と」

　そう、笑顔で二人は告げた。




　　　■■■




「──なんでやのん？　悪うない話やないの」

　黙って話を聞いていた巫み女こが、短く感想をこぼす。

「海棲種セーレーンとこの海底資源は前からあても欲しいて思うてたし。かましまへんやないの、助けたったら。恒久的友好関係ゆうのも──エルキア連邦あんたはんらには美お味いしい話やろ？」

　さすがは巫女──薄い笑みを浮かべて理解する。

　プラムが言った〝空達にしか頼めない〟とは、つまりそういうことだった。

　吸血種ダンピール、海棲種セーレーンには──賭かけられるものがないのだ。

　通常なら、友好関係やその程度の資源では助ける理由にならない。

　彼らが持っている領土や資源が欲しいなら、放置して滅びるのを待てばいい。

　他者を害しなければ生きられない種族を支配することに本来、利益はないのだから。

　──だが。

　最終目標が【十六種族イクシード】の制覇──〝その先〟である空そら達だけは例外だ。

　たとえ一種族であろうと、滅びられては困る。

　東部連合が欲しがる資源も、エルキアと東部連合の国力差を埋める足しになる。

　そして──上う手まくやれば、エルキア連邦に更に二種族加えられる。

　文句なく、悪くない話だ。

　──だが、と空は苦々しく頭を振って、プラムを睨にらむ。

「……それが無理なんだよ巫み女こさん……話聞いてたか？　プラムが示した『ゲーム』とやら」

「ふむ、『恋愛ゲーム』やろ？　なんや問題かえ？」

　いまいち要領を得ない様子で、訝いぶかしげに問う巫女に、だが。

　苛いら立だたしげに頭を掻かきむしって空が訂正する。

「──違う。〝好意条件不定、会話も行動もリアルタイムの恋愛ゲーム〟だ」

「……なんか違ちごうてる？」

「大違いだ！　それは恋愛ゲームじゃねぇ！『リアル恋愛ゲーム』だろうが！」

　仰々しく腕を振りかざしてついに空が叫んだ。

「いやリアル恋愛ゲーム……それは本当にゲームか!?　なら──そも愛ってなんだ!?」

　哲学的な問い。

　──だがゲームだと主張する以上は、大まじめに考察した空は、語る。

「普通の恋愛ゲームなら話は簡単だ。要するにフラグを立てて『好感度』を稼げばいい。でこの場合はどうだ。こいつ、平然と好意を抱かれる条件が不定、会話も行動も選択肢じゃなくリアルタイムと言い切ったぞ！　もう一度聞くぞ、それは『ゲーム』かッ!?」

　……古代ギリシャ。

　己の主張を語った哲学者、弁論者達はおそらくこんな姿だっただろう。

　そう思わせるほどの大ぶりで、拳こぶしを、声を張り上げ空はなおも、語る。

「リアルにおける〝恋愛〟ってなんだ！　根底が曖あい昧まいな概念をやりとりするゲームをゲームと呼べるか！　札の意味も役もやり取りするものも決めずやるポーカーはゲームか!?」

　──そも、恋愛とはなんだ。

　恋愛──恋と、愛だ。

　……二文字だ。

　まずもって形が違う。

　形が違えば読みも違ってくるだろうし。

　読みが違えば意味も当然違ってくるだろう。

　恋と、愛。ならばそれらはそもそもなんだ。

　隣人を愛せよと言ったかつての聖人も隣の奥さんと寝ろと言ったわけではあるまい。

　……そう、真しん摯しな眼まな差ざしで語る空に。

　だが巫女はポツリと冷めた目で応こたえる。

「──それこそ口八丁でてきとーゆーて惚ほれさせたったら？　詐欺師の本領発揮やろ？」

　だが、その言葉に沈痛な面持ちで頭を振って空そらと白しろは応える。

「……無、理……」

「ああ、一つ言っておかなきゃいけないようだな、巫み女こさん」

　二人、一際視線を鋭くして、

「──どんなゲームでも無敗を誇る『　　』くうはくだが、クリア出来たことがない、いやルールが理解出来ず、まともにプレイしたこともないゲームがな……〝二つ〟だけある」

　それが──




「──『リアル人生ゲーム』と、『リアル恋愛ゲーム』だ──っ」




　かつての世界、二百八十を超えるゲームの頂点にその空欄の名を刻んだ兄妹われわれは。

　都市伝説とすら囁ささやかれた、二人で一人の──人類種イマニテイ最強のゲーマー『　　』われわれは。

　──だが、ゆめゆめ忘るるな。

　リアルでは、ただの童貞友なしコミュ障のヒキコモリなのだと──ッ!!

　そう語る空と白の眼め──その堂々たる姿、誇らしげなまでの佇たたずまいは。

　確信を迫真へ、気迫へと。

　そして鬼気へすら形を変え……大気を揺らした──













「さ、さすがは我がマスター──なんたる気迫ッ！」

「なんかわかんねぇけど、二人ともかっけー、です」

　ゴクリと喉のどを鳴らしこぼすジブリールといづなに。

「苦手意識も誇りに達せばここまでなるもんかいなぁ……なんや、凛り々りしいわぁ」

「……ボ、ボクとしては非常に困る覚悟なんですけどぉ……」

　冷静な意見をこぼすのは巫み女ことプラム。




「ま、そういうわけで、巫女さんに相談するのを条件に一時保留して貰もらったわけだ」

「……はぁ、さよか……」

「と、いうわけで巫女さん、愛とは何か、教えてくれ」

「……おしえ、て……巫女さん……」

　真剣そのものの顔で問う二人に、だが巫女ため息一つ。

　椅い子すに深く座り直して、毛け繕づくろいするように自分の尾を弄いじりながら、

「──はて、なんやろうねぇ」

　そう、素っ気なくこぼす。

「物心ついた時から獣人種ワービーストの──東部連合のことしか考えんでここまで来てもうたしなぁ……そーいや愛ってなんなんやろね。いつの間にか、考えるのんも忘れとったわぁ……」

　遠い昔を回かい顧こするように遠い目で呟つぶやく巫女に。

　──何な故ぜだろう。

　空そらと白しろは、かつてない親近感を覚えた。

「そうかー……」

「……じゃ、しょうが、ない……ね」

　そう、二人してため息をつき、そしてプラムに向き直る。

「悪いなプラム、今は諦あきらめてくれ。滅びるなよ？」

「……強く、生き、て？」

　三度さらっと見捨てられたプラムが、泣きそうな顔で叫ぶ。

「話をちゃんと聞いてましたっ？〝その為ための策〟を用意したんですってばぁッ」

　泣きそうな声で叫んで、プラムがメモを指さす。

「ダ、吸血種ダンピールだってただ黙って食われてきたわけじゃないんですよぉ……女王──あの『ゲーム』をぉ、長年解析して、よおぉやく、完成させた絶対の策があるんですよぉ！」

　だが、空も白も、もはや興味すら失うせたのか。

　巫女に倣ならって、自分達の髪の枝毛を探しながら気のない様子で応じる。

「……必勝法、ある、なら……自分で、がんば……」

　うぅぅぅぅと呻うめいて、プラムが声を張り上げ、




「[image: ][image: ][image: ][image: ]ろ、論より証拠です！　空さま！」

　そしてビシーッと空そらを指さして、叫ぶ。

「自分に惚ほれることはまずあり得ないという人を言ってください！」

「誰でも」

「……え？」

　爪つめを弄いじりながら、素の顔で即答した空に、プラムが固まる。

　そして空、遠い眼めで──開眼した僧の如ごとく穏やかな顔で。

「俺に惚れる奴やつとか『盟約』使わなきゃ天地神明が覆ってもないなぁ」

　諸行無常の真理を──悟りの境地を説くように続けた。

「──あ、あのぉ……ど、同情しますぅ」

　空の菩ぼ薩さつの笑みに気勢をそがれたプラムが、辛うじてそう口にする。

　そして何とか代案をと──

「じゃ、じゃあ空さまになら使ってもいいでしょうか……？」

「ふむ？」

「女王を──『強制的に惚れさせる』魔法ですッ！」

　──ほう。と、空は思わずこぼした。

　なるほど、惚れさせるのが起こす条件で、そんな魔法があるなら確かに必勝だ。

　それならば、色々と話も変わってくるが──

　だが、その発言に、疑惑の目を向けたのは、ジブリールだった。

「──感情に強制干渉、でございますか？　それは『十の盟約』で不可能なはず──」

　だがその言葉に、むしろ待ってましたとプラム。

「はい、普通はそうですぅ！　ですが女王は『惚れさせ』ろと願って眠った──つまり『許可』があるんですぅ。そこにっ！　割り込むことが出来るんですっ！」

　夢に干渉するのと同じ論理──と腰に手をあてがってプラム。

　不幸さがにじみ出る顔に、心なしか自信を宿し胸を張るプラムの様子に、空は。

　──どうやら本当に自信があるようだと判断する。

　ちらりとジブリールに目配せし、頷うなずく。

「いいだろう。恋愛感情がよくわからん俺にも効くなら、確かに必勝の策だろうしな」

　言って、空が前に進み出る。

「じゃ、俺に使ってみてくれ。その効力は白しろが判定して──」

　──が。

「……だめ……」

　進みでた空のシャツの裾すそを掴つかみ、白が止める。

「ん？　どした白？」

「……だめ」

「ん、え、なんで？」

「…………」

　白しろの目が一瞬──本当に一瞬だが、泳ぐ。

　その理由を、空そらは察することが出来ない。

　だから──今まさに理由を……『口実』を、その頭脳をフル稼働させて考える、などと。

　そして、ようやく一つの口実を見つけ出した白が、ポツリとこぼす。

「……にぃ、が……誰だれかに惚ほれ、たら……なにする、か……わから、ない」

「し、白──兄ちゃんの鋼の精神をまだ疑うかっ!?」

　もはや己の自制心は誇るに値するものだろうと、空が悲痛に訴える。

　だが──獣人種ワービーストの常軌を逸した、心の機微すら読み取れる巫み女こは。

　空よりはまだ、感情の動きがわかるらしく、コロコロと笑う。

「──ま、ほんならあてに試したらええよ」

「巫女さん？」

　どこか微笑ほほえましいものを見る目で巫女が続ける。

「恋愛感情がよーわからんのはあても同おんなしやし、問題あらへんやろ？」

　が、白がなおも警戒した様子でプラムに問う。

「……解除、は……でき、る？」

「え？　あ、は、はい！　もちろんですぅ！」

「くはは、安心しぃよし、あての趣味とは違ちやうさかい」

　なにやら相互理解がなされている様子の白と巫女に、だが一人ついていけない空。

「……なぁ、何の話だ？」

「さぁ、申し訳ございませんマスター、わかりかねます」

「……？　すまねぇ、聞いてなかった、です」

　同じく首を傾かしげるジブリールと。

　そもそもあくびを噛んでいたいづながわかるはずもなかった。

　そんな三人をよそに、巫女が立ち上がり──、一歩。

　気配もなくプラムの眼前に立つ。

「ほな、やってみてくれる？」

「は、はい、で、では空さま、皆さま」

　巫女の挙動に一瞬たじろぎ、だが気を取り直してプラムが羽を広げ、言う。

「血の供給なしに何度も使える魔法じゃないので、ちゃんと見ててくださいね!?」




　プラムの瞳ひとみに複雑な模様が浮かぶと同時、ふわりと室内に風が吹いた。

　夜を編んだように黒いプラムの羽に、ジブリールの光輪のような幾き何か学がく的てきなものとはまるで違う──不規則に揺らめく紅あかい無数の線が奔りだし、そして紅色に染まる。

　血を編むような紅い不規則な線は、やがてプラムの右腕までをも浸食していく。

　その手が──ゆったりと。だが複雑に、動いていく。

　精霊を──術式を編み魔法を成す気配に、いづなと巫女の耳は細かく反応する。

　だが一切魔法を感知出来ない人類種イマニテイ──空そらと白しろには、それすらわからない。

　唯一、魔法を正確に認識、編へん纂さんされる術式の意味すら見えるだろうジブリールが。

「──おや……まさか、本当に？」

　と、本当に意外そうな声をこぼす。

　数秒の間を挟んで──プラムがゆっくりと、その手を巫み女こに翳かざす。

　──一瞬。

　なにかが弾はじけるような音で、巫女の周囲を渦巻くように紅あかい光が奔はしった。




　────

　…………ん？

「……なんやろ？　これで魔法にかかったん？」

　特に何も変化を感じない様子の巫女に。

　だがプラムは、笑顔に若干の疲れを滲にじませて、言う。

「はい！　あとはぁ──空さま、巫女さまの──ッ！」




「おっぱいを揉んでくださいぃッ！」

「……あぁ？」

　声を上げたのは、空と巫女、同時だった。

「その『コマンド』を以もつて──術式は……完成しますぅ！」

　だが気づく様子もなく、確信に満ちて告げるプラムに、一瞬白と視線を交わす空。

　白がこくりと頷うなずくのを確認して──空。

「あー、じゃあ、巫女さん、いい、のか？」

「……まあ、やる言ぅたんはあてやし……事前説明があらへんのは気に入らんけど」

　渋々と言った様子で、巫女が嘆息一つ、胸を揺らした。

「……なんかすっげーやりにくいな……じゃ、失礼しまぁす……」

　そういって、おそるおそる巫女の乳房に手を翳して空。

　思い切った様子で──ぐっと手に力を入れる。

　──沈み込むような、だが押し返すような弾力に、思わず感嘆を上げそうになる空。

　こう──ステフのとはまた違った感触に感動する空を余よ所そに、




「おぉ……？」

　不快そうに眉まゆを寄せていた巫女が。

　自分の中で何かが発動するのを感じ、表情が──変わる。

　そして空にゆったりと視線を向け──

　うっとりと──

　こぼした。

「な、なんやの？　この身の毛がよだつよーな……あまりの気持ち悪い笑みに呆あきれを通り越してイラつきがあわさって──せ、せやわこれが──これが『恋』やってんな!?」




「ちげぇぇぇだろッ！　つか凹へこむぞオイッ！」

　──おぞましいものを見る目でこぼした巫み女こに、間髪容いれず空そらが叫んだ。

　だが、空の叫びなど耳に入っていないかのように、巫女が続ける。

「や、これが恋──ってなんやろ。ありえへんのに、確かに空はんに『惚ほれてる』て断言出来る。ほぉか……この胃ぃがキリキリして戻しそうなんが恋……世界は広いわぁ」

「──なぁプラムよ。これ失敗だよな？」

　どう見てもミスったようにしか見えず、口元を引き攣つらせる空に、だが。

　プラムはむしろ、誇らしげに胸を張って応こたえる。

「ふふふ、まあ聞いて下さいぃ……それこそポイントなんですよぉ」

　──吸血種ダンピールゆえに為せる業と、幸さち薄うすい顔が今ばかりは輝いていた。

「〝惚れ魔法〟──古今東西、噂うわさはあれど、実現した者はなかった魔法ですがぁ──」

「……そうなのかジブリール？」

　惚れ薬、惚れ魔法──ファンタジーなら、ありがちなイベントだが。

「──はい。認め難いですが、原理が、皆目見当もつきかねます」

　と、驚嘆を隠しきれないジブリール。

　不承不承という様子で、プラムの偉業を認め頷うなずく。

「恋愛感情などのような、被術者さえ定義出来ない、不確定曖あい昧まいな要素に干渉する魔法は、森精種エルフですら私の及び知る限りでは実現出来ていないはずでございますが……」

　いくら幻惑に突出した適性があっても、吸血種ダンピールの序列は十二位。

　魔法適性と言い換えて問題ない序列七位、複雑な術式編纂まほうの代名詞。

　森精種エルフすら出来ないことをやってのけたプラムは、だがさもありなん、頷いた。

「はいぃ、困難なのは『恋愛感情』の定義が不確定──人それぞれに異なるからですぅ」

　小さな羽をパタパタと、嬉うれしそうに動かしてプラムが語る。

　むふーと聞こえてきそうな程に胸を張って、続ける。

「〝限定出来ない不確定要素〟には、どんな術式も無意味。それが世に『惚れ魔法』と呼ばれる類たぐいが、ただの『発情魔法』に過ぎなかった所以ですぅ──しかしッ！」

「あ、待ってプラムさん。発情魔法のほうに興味──」

　だが空の関心を余よ所そに、反り返る程に胸を張ってプラム。

「我々吸血種ダンピールはぁッ！　ついにそれを成し遂げたのですよぉッ！」

「…………」

　そして、森精種エルフすら到達出来なかった。

　天翼種フリユーゲルをも驚嘆させたその魔法の──

　真理を、語った。

「不確定なら、確定させてしまえばいいのですぅ！　どうせ人それぞれみんな違う感情が『恋愛』だというなら、その定義をこっちで勝手に決めつけてしまえばいいのですぅ！」




　────なんだろう、この暴論は。

　ゲームでありがちな惚ほれ魔法に、今日ほど、違和感を抱いたことはなかった。

　ちらりと巫み女こを見やると──ゴミを見るような目で、空そらを見返す巫女に、

「……いや、でもこれ、惚れてないだろ」

　白目を剥むいて空は呟つぶやく。

「いいえッ！　巫女さまが、それを『惚れてる』のだと認識しているのなら『惚れて』いますぅッ！　所しよ詮せん──恋愛感情など錯覚なのですからぁッ!!」

　ピシャ[image: ][image: ][image: ][image: ]ンッと。

　隠おん密みつと幻惑──精神・認識操作に最も長たけた種族が断言を以もつて言い切った。

「……白しろ。俺は今、かつてなく愛に失望している」

「……愛って……なん、だろ……ね」

　そんな哲学に想おもいふける兄妹きようだいを余よ所そに、だがプラムはなおもテンション高く。

「さぁ空さま。巫女さまは『キショい』を恋愛感情と認識したはずですよぉ！　ここでもう一発、がつーんときっつーい、それはもうキショい台詞せりふをだめ押しで、さぁッ！」

　キショいを連呼され色々言いたいことの募る空だが──一いつ旦たん呑のみ込む。

「あー……〝巫女さんはぁはぁぺろぺろしたいお〟……」

　適当に思いついた空の言葉に、巫女さんが反応し──後ずさり、

「あぁ……あかんぇ、空はんあかんてそないな──ますます惚れてまうやないの♥」

「おいプラムッ!!　台詞と態度が一致してねぇぞ!?　凄すさまじい嫌悪の眼めを向けられてんだけどッ!?　つかもうハッキリと〝死んでくれ〟って眼で訴えられてんだけどぉッ!?」

　涙目で空がプラムの胸ぐらを掴つかむ勢いで叫ぶ。

　だがプラムはなおも、自慢げに、むふーと首を振って言う。

「アレが巫女さまの愛の形。そういうことになったんですよぉ、見事でしょう？」

「見事だからさっさと解除しろ！　俺の精神がマッハで削られてんだよッ！」

　──ちゃうねん。惚れ魔法チートってこんなやないはずやねん……

　────…………。




「やぁ、おもろい体験さしてもろうたわぁ……長く生きるもんやねぇ」

　術を解かれ、かんらかんらと楽しそうに笑う巫女。

　それを尻しり目めに──傷ついているのを悟られまいと──空はプラムと話す。

「なるほど〝必勝の策〟とやらはわかった。だがなんでおまえらが自分でやらない？」

　これほど無条件で惚れさせる手段があるなら、吸血種ダンピール自身がやればいい。

　だがプラムは肩を落として答える。

「吸血種ダンピール最後の男性はまだ幼いんですよぉ……女王が求めているのは『王子さま』──」

　手をくるくると回し、魔法陣のようなモノを浮かべて、プラムが続ける。

「この魔法は、認識を偽装する魔法……いくらこの魔法でも、たとえば巫み女こさまをその辺の岩に『惚れさせる』のは無理ですよぉ……せめて生殖能力がある男性じゃないとぉ」

　──と、無言で、空そらの服の裾すそを引っ張って、白しろがケータイを見せる。

　ケータイに打ち込まれた文字を一いち瞥べつ──空。

「……ふむ……『なら別ににぃじゃなくてもいい』か。もっともだな」

　──空の言葉に、巫女、いづなの耳がぴくりと動いた。




「なあプラム、女王のゲーム、別に複数人で挑んでもいいのか？」

「え？　あ、はい。たぶん……女王さまの夢に干渉する術式がそれだけ大掛かりになるから大変ではありますけどぉ……逆に、どうして空さま一人じゃダメなんですぅ？」

「悪いが『チート』は最終手段だ。どうせやるなら正攻法でまず勝率を整えたい」

「イカサマ使いがよう言うわぁ……」

「おいおい巫女さんまでわけのわからんことを言うんだな──『チート』は規定外の必勝のズル、イカサマは〝バレたら負けって規定に含まれた手段〟だ。根本的に違うだろ」

　──巫女達は知らないことだが、空達は──元の世界でも。

　駆け引きやイカサマは使っても、〝チート〟は一貫して使わない主義だった。

「ゲームってのは、規定されたルールの範囲内でやれる限りを尽くすもんだ。根本ルールを無視したら、それはゲームと言わねぇ。バグ利用もチートキャラ利用も『公式』なら使うし勝つために手段は選ばん──だが、規定外はキッパリ、アウトだ」

　そして、頷うなずき一つ、締めくくる。




　と、空がつい、と──巫女に視線を送って、頷く。

「──なあ巫女さん、あんた──泳げるか？」

　だがその問いに、巫女は首を横に振って応こたえる。

「──泳がへんでも、水ん中歩きゃええやないの。どないしたん？」




「巫女さんさえ良ければ、こいつの話にノって──オーシェンドに行こうと思ってな」

「……ふむ、まあそやねぇ。見返りも悪ないし、『勝てる』見込みはあるわけやしねぇ」

「ほ、本当ですかぁ!?」

「──巫女さん、あんたの知ってる中に、適役な奴はいないか？」

　その質問に巫女、僅わずかに考え込み。

　そして──口元を手で隠して、答える。

　これから起こるだろう、空の表情の変化を思い浮かべ。

　笑いをこらえきれない口元を伏せて、巫女が、告げた。

「──〝初はつ瀬せいの〟。あの男、妻が『　三　十　人　』おったはずやで」




　　　■■■




　エルキア王城、王の寝室。

　久しぶりの安らかな睡眠に身を委ゆだね、夢の中を漂っていたステフは──




「ジジィィイ話は聞かせて貰もらったァキサマは死ぬ運命さだめにあるッ!!」




　城を震わせる爆音と、それさえ掻かき消す咆ほう哮こうに、ベッドから転がり落ちた。

「な、なんですのぉッ!?」

　頭を打って悶もん絶ぜつして叫ぶステフは、だが聞こえた声が──訂正、絶叫が。

　誰だれのものかを理解すると同時、音が聞こえた方向へ──すなわち大会議室へ。

　寝間着姿だということも忘れ、シーツをつかんで部屋から飛び出した。




　果たして、大会議室の扉を蹴け破やぶるように駆けつけたステフが見たのは。

　おそらく──いや間違いないだろう──先ほどの爆音の正体であるジブリール。

　そしてその爆音のせいだろう──

「な、なんですのこの惨状……」

　ステフのかわりにゲームをしていた初瀬いの、そして対戦者──諸侯達だろう──の札と大量の書類が宙を舞い、煙が渦巻く大会議室の荒れ果てた光景だった。

　と、その天変地異の源が、ステフに気づいたように、

「おやドラちゃん、ごきげんよう。マスターが今すぐエルキアに空間転移せよと仰おつしやったのですが、人数が多かったため、少々大きめに空間に穴を開けました──ご無事で？」

　──無事じゃない可能性もあったのだろうか。

　だがそれよりと──咄とつ嗟さに眼めを凝らすステフ。

　煙を裂いて、床を踏み抜く勢いで──空そらが、いのに迫って、叫んでいた。




「被告初瀬いのッ！　リア充じゆうかましまくったあげく、妻を二桁けた娶めとったその大罪！　脳内略式裁判で、全俺の独断と偏見に基づく満場一致有罪判決でその者に死刑を申し渡す！　銀河の掟おきてに従い、今この場で貴様は宇宙のチリとなるがいいぃッ!!」




「……あー……空殿。言いたいことは天高く聳そびえ立つほどに積もっておりますが」

　半月ぶりの帰還の留守王──加えて言えば狂乱した王に。

　ひくひくと何かをこらえるいのに──だが。

　ひょこっと、空の背後から現われたいづなの一言が、いのを凍りつかせた。

「……じーじ……〝せっくすもんすたー〟なのか、です？」




「いッ!?　いづなどこでそんな言葉を──ッ！」

　だが意味はわかっていないのか、いづなはきょとんと首を傾かしげて。

「……空が、じーじをそう呼びやがった、です」

「おいハゲザル!!　テメェ山と仕事押し付けて人の孫に何教えこんでんだ、アァッ!?」

　たまらず素を剥むき出しに、テーブルを殴り壊していのが怒声をあげる。

　だが空、その様に仰々しく天を仰ぎ、手を振り乱して指差す。

「はっ！　見よいづな、これが図星を突かれた大罪人の顔だなんと見苦しきことかッ!?」

　いづながあきれ顔で、ぽつりと続く。

「……じーじ、せっそーねぇな、です」

「な─────ち、違うぞいづな！　じぃはちゃんと全員に愛を──」

「あーあー黙れ黙れこの下半身の奴隷めがっ！　言い訳せず潔く散──ゲハッ!!」

「……にぃ……うるさい……」

　空の背中におぶさっていた白しろ、小さく呟つぶやいて。

　騒ぎ立てる空の首に抱きつく腕に、小さく力を入れて黙らせた。

　──そして煙が薄まり出す頃ころ。

「カカカ、ほんに毎度毎度賑にぎやかなことやねぇ……」

　鈴の音と、ぽっくりが床を打ち鳴らす音を連れて──金色の狐きつねが姿を現した。




「な──み、巫み女こ様ッ!?」

　その姿を確認するや、即座に地に伏したいのに、巫女は言う。

「初はつ瀬せいの──これよりあてらは〝総員で〟オーシェンドへ向かう」

　ころころと楽しそうな声で、続ける。

「説明は道みち々みち行うが、ぬしの女癖の悪さ、今こそ発揮して貰もらいたい。かまへんかえ？」

「み、巫女様……巫女様まで私をそのような眼めで──」

　涙で床を濡らしそうになるいのに、だが巫女は僅わずかに声を落とし、再度、




「──かまへんか？」

　そう、問うた。

　──いのが顔をあげ、周囲を見回した。

　その場の一同の顔を見回し、果たして何を理解したのか──だが一言で応じた。

「……御意に。お任せください」、と。




「──……」

　状況についていけず、扉の前で途方に暮れるステフに、

「よ、ステフ。元気そうだな、二週間ぶりか？」

　──ようやく気づいたのか、気楽に空そらは言った。

　その姿に──ステフの胸に無数の感情が渦巻いた。

　怒り、罵ば倒とう、言及、問い──

　だが、その全すべてより、久しぶりに見た空の顔に、視界が滲にじんだ。

　次に空の顔を見たら言おうと決めていた多くの台詞せりふも、全てが飛んだ。

　ステフは、強く目を閉じて浮かんだしずくを、あえてそのまま。

　それがどの感情に由来するか、あえて考えず感情のままに、口を開──




「ほぉ、エルキア側もここまで政策進んでるんやね──初はつ瀬せいのの指示かえ？」

「ステフだろ。いのはあくまで牽けん制せいと、アドバイザーとして置いただけだし」

「……へ？」

　──こうとして。

　聞こえた巫み女こと空の会話に、ただ間抜けな声だけがこぼれた。

　意外な回答に、眼めを丸くするステフを余よ所そに、だが巫女は得心いった様子で笑う。

「──ほーかほうか。連邦構築なんぞ掲げといて、当の『王』が二人して東部連合で悠長に構えよったんはそーいうことかいな……相変わらずエグい男やねぇ」

　不敵にそう言う巫女に、同じような笑みを返して空が言う。

「餅もちは餅屋──政治のことなら、ステフに任せときゃ大丈夫だ」

「……しかも、〝あんたらがいない〟となれば尚なおのこと、やね」

「ああ。危き惧ぐしてたのは、この機に乗じて他国の干渉があり得たことのほうだからな」

　──はっとする、いのとステフ。

　だが同じく書類を眺め、白しろが平然と続ける。

「……〝にぃと、しろが、いない〟……どう、考えても……『罠わな』……」

　そして──続ける。

「……そんな罠、に……飛び込むの……馬ば鹿か、だけ」

「そんな間抜けどもが普段から俺と白を相手にゲームして──負けるたび学んでるステフ相手に、万に一つだって勝てるわけねぇ。安心して東部連合に集中出来るわけだ♪」

　唖あ然ぜんと、口を開けて呆ほうけるしかないステフといの。

　だが空、少し表情を険しくし、

「けどこの頻度はやり過ぎだろ。ステフ、なんで勝負を全て受けてんだ？」

　──その言葉に、ステフの思考は凍り付いた。

　そういえば……そうではないか──何な故ぜ自分は全ての勝負を受けていた。

　ゲーム内容、やるかどうかまで込みで、決定権があるのは挑まれたこっちだ。

　何故ここまで根を詰めた──

　そう、眼を丸くして己に問うステフに、だが続いた空の言葉。

「ステフ──頼りにしてるが無理はすんな。それと──なんだ」

　そして空そら、ちょっと照れくさそうに頭を掻かきながら、こぼす。

「さんきゅ、な」




　──この言葉を聞きたかった。

　ただ、その一心で、ここまで必死で頑張っていた。

　滲にじんだ涙、その意味、理解が脳に浸透し、体温の上昇──頬の紅潮を感じると同時。

「ち、ちが……ソラ達が意味不明だから、とにかく急ごうと──それだけですわよっ！」

　しどろもどろに言うステフに、だが空が近づいていく。

　更に跳ね上がる鼓動。

　空が言う。

「で、ステフ。疲れてるとこ悪いが、巫み女こさんも言ったように、海棲種セーレーンの都に向かう」

「え、あ、はい……そ、それが？」

　視線をそらしてステフ。

　ちらりと視線を動かす空。

　そこに、見覚えのない──なんとも幸さち薄うすそうな顔の黒い少女がいた。

「ちと海棲種セーレーンと吸血種ダンピールが滅びそうだってんでな、助けに行ってくる──つーか」

　そして、いつも通りさらりと。

「東部連合との連邦を構築するため致命的に足りない──資源と領土を確保してくる」

　そう言い放つ空に、ステフの目頭が僅わずかに熱くなる。




　やはり──この男はちゃんと、全すべてエルキアのために──

　と、今度は白しろが近づいてくる。

「……それで、ステフ……裁縫、でき、る……？」

「──はい？」




「よーするに、海行くんだ。ちと人数分の水着作ってくれねぇか。デザイン渡すからさ」




　──それはつまり、更に仕事が増えるということで。

　ステフは、笑顔で、ただ黙って気絶することにした──……
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　──海。

　レジャースポットといえば山派、海派と二分されるメジャースポット。

　夏になると多くの人々が光に集まる虫のように、本能的に集まる場だ。

　──実際のところ、足についた砂は頑かたくなに体から離れることを拒み、日差しに焼かれた肌は長く人体を苦しめ、潮風は髪を秒単位で蝕むしばむ、冷静に考えてしまうと何が楽しいのか全くもって不可解な、リア充じゆう専用フィールド。

　だが──そんな忌々しいスポットも、状況が変われば話も変わる。




「──ふぅ……しゃーわせ♥」

　番傘のようなパラソルの下、草で編まれたベッドでグラス片手の空そら。

　両りよう脇わきでは、巫み女この従者らしき複数の獣人種けもみみつこが、巨大な葉で空を扇あおいでいた。

　前が大きく開いた半はん纏てん──東部連合の水着らしい──からのぞく胸と下半身だけを覆い隠す布からスラリと伸びる肌、対比的に毛に覆われた耳と尾は日差しより眩まぶしかった。

　手元のグラスを揺らし、空は思う──ここが天国だと。

「……空殿、この日差しの中平然と……いいご身分ですな」

「うむ！　ジブリールの光こう精せい配はい合ごうつー謎なぞの日焼け止め液のおかげで♪　それより──」

　冷めた声をかけるいのを、だが空が訝いぶかしい声で、目を向けず応じる。

「ジジイ、あえて視界には入れてないが、よもやまた褌ふんどし一丁じゃねぇだろうな？」

「空殿、妙なことを……男が水浴びするのに褌以外どのような選択肢が？」

　空の予想通りの──褌一丁の──筋骨逞たくましい老人が、はてと首を傾かしげる。

　嫌そうにため息一つ、空が自分を指さしてこぼす。

「なぁ、爺じいさん。俺を見てくれ。どう思う？」

「──空殿、そのような趣味が？」

「ボケてんのかジジイィ!!　短パンにシャツ！　これも立派に水着だよ！」

　嫌悪を含んだ声が数歩後ろに下がる気配に、空が起き上がり叫ぶ。

　だが、やれやれと、いのは首を振る。

「貧相な体を見られたくないと。よいですぞ空殿。恥部を隠すのも礼儀ですからな」

「テメーみたいなマッチョになる気はねぇよ！　あと貧相言うな！　こないだのいづなとのＦＰＳ戦以来、体力も大事だと思い直してコレでも鍛えてんだからな!?」

　そう叫び、舌打ち一つ、再び横になる空。

　──腹筋・腕立て五十回が限界で、自分でも驚いたのは、黙っておく。

「……それより、他ほかのみんなはまだかよ」

「女性は支度に時間がかかるものですぞ空殿──失礼、初耳でしたかな？」

「マッチョジジイとの会話が辛つらいって、皮肉も通じねぇかなぁ!?　なぁ!?」

　半眼で叫んで空そら、視線を後ろに向ける。

「なぁ白しろぉ、まだか～？」

「……ん、まだ……すこし……」

　空の後ろ──木の陰から白の声が返ってくる。

　何やらごそごそと気配はするが、一人で着替えるのに苦労しているようだった。

「他の女性陣と更衣室で着替えればよかったのではないですかな」

「そうね。まさしくそう主張し、こっぴどく追い出されたわけだがな……テメーにッ！」

　空と白は離れられない。着替えでも例外はない。

　そんな自明の理で、いつものノリで。

　自然かつ当然に、ナチュラルに。

　白について空も女子更衣室に入ろうとし──

　こっぴどく追い出され現在に至る。

「巫み女こさまの裸体を覗のぞこうなど、唯一神テトが許しても私が許しませんぞ」

「巫女さんは別にかまへんよ～つってたじゃんよ──ッ！」

　褌ふんどし一丁の筋肉ジジイに凄すごまれ、思わず引き下がったことに慚ざん愧きの念が襲う。

　──今からでもいのをやり込め乗り込めないものか。

　そんな策を脳内で思い描き出す空だが──

「……着てやったぞ、です」

「ほう……さすがいづな、何を着ても可愛いのぉ」

　幼い少女の声と、急に好こう々こう爺やの声になったいのに振り向く。

　最初に着替えを終えて現れた、いづなに、そっと胸を撫なで下ろすいの。

「空殿が指定した水着──と聞いて、いかなる破廉恥を強いられるか心配しましたが」

「浅はかなジジイめ、まずッ！　幼女には〝スク水〟と相場が決まってるッ！」

　大きな尾を揺らし砂浜をとことこ歩くいづな。

　その水着は──空達の世界の……旧スク水。

　当然、本来この世界にはないものだ。

　もっと言えばポリエステルなどの化学繊維は、東部連合にもない。

　だが──本来スク水は戦前、絹で作られていた。

　タブＰＣの中に入っていた、不自然に詳細な情報を元にステフが見事、作り上げた。

　ステフ──素晴らしくグッジョブである。

「……しかし、本当に露出は抑えたのですな」

「再度言おう浅はかよのぉジジイ。文化を加味せずしてどうして浪漫を語れようッ!!」

　──そう、いづなはそんなスクール水着の上に、更に。

　周囲にいる獣人種ワービースト達と同じ、前が開けた半はん纏てんのような振ふり袖そでを羽織っていた。

　獣耳。幼女。スク水。そして東部連合という文化の調和──ッ！

　──これが──

　──空そらの──『解答』だった……。

　空のもとまで来たいづなが、自分の後ろ姿を確認しようとするようにくるりと廻まわる。

「こんなんでいいか、です？」

「ぱーふぇくつ……元々の反則的かわいさが、文化遺産レベルになってるぞ」

　爽やか好青年の笑みで親指を立てる空に、いの。

「……よくわかりませんが、孫に下品さを求めなかったことは素直に評価しましょう」

　──と。

「あ、あの……き、着替え終わりましたわ」

「お、ステフか。いやーホントいい仕事した────」




　恥ずかしそうなステフの声に振り向き礼をしようとし──空は固まった。

　紅潮した顔のステフは、普段着のイメージをそのままに、半透明な素材のフリルやパレオをセパレートの水着に付け、もじもじと所在なげに視線を泳がせていた。

　空が知る限りエルキアにそんな『水着』はないはずだった。

　エルキアの水着というと──アレだ。

　十七世紀西欧よろしく、全身ドロワーズを水着とのたまう残念極まるものだ。

　だからこそステフに頼み、水着を作らせたわけで。













　表情から察するに、空そらと白しろが注文した水着デザインに自分もあわせたか。

　だが空が固まったのは、その水着が原因では──ない。

　トップスからこぼれ出そうに豊満な〝それ〟に──脳を奔はしった数字に固まったのだ。

「──ば、バカな。八十九、五十八、八十九……戦闘力、五十万だと──ッ!?」

「な──なんで知って──って違いますわよっ！　何の話ですのよぉっ!!」

　ステフの予想外の〝胸囲度〟をはじき出した脳内スカウターに空は戦せん慄りつした。

　なんたることか。

　今まで湯気さんの活躍過剰で見落としていたのかッ!?

「……ぬ、ぬぅ……ステフのくせに、何というレベルの高さ────ッ！」

「え、あ、そ、そうですの？　そ、そんなでも、ないですわよ……」

　まんざらでもなさそうに、もじもじとステフ。

　もう一言二言かけようかと空が口を開く──が。




「申し訳ございませんマスター。ご希望通りの姿を〝編む〟のに手間取りました」

「かっかっか、えーてえーて、男待たせて焦らすんも、ええ女の礼儀やで？」

　二つの声に、一同が振り向き──瞬間、空の脳内スカウターは爆音をあげて飛んだ。

　空、そしていの、何かを思うより早く、本能のままに。

　そうするのが義務に感じた二人は、ただ地に身を投げ出していた。

　振り向いた先にいたのはまさしく──二柱の女神だった。




　二柱の女神──その一柱は、ジブリール。

　光を乱反射し色を変える長い髪は、海の日差しと風に揺れ、いっそう鮮やかに。

　どんな彫刻師の心も一目で折れるだろう、究極と呼ぶに値する造形美。

　その芸術品の如ごとき身体からだを覆うのは、空が指定した水着。

　普段から露出の高いジブリール、あえてと選んだ腹部が紐ひもで編まれたワンピース。

　大きめのストールをパレオのように巻いた、その腰から伸びるのは淡く輝く翼。

　頭上を廻まわる光輪は、ここへ来て神こう々ごうしさをいっそう加速させ。

　天から舞い降りたと、疑う余地を奪いさる、問答無用なまでの美しさだった。




　二柱の女神──その一柱は、巫み女こ。

　金色の髪と耳と尾、そして白い肌が陽の光に照らされる様は、さしずめ──後光。

　幾分慎つつましやかなライン、だがジブリールが究極なら──さしずめ至高。

　普段和服に包まれているその柔肌を、例に漏れず半はん纏てんのような水着が包む。

　だが、夜の蝶を思わせるその着崩しに、なよやかに覗のぞかせた肩は、艶あでやかに。

　一歩砂を踏むつどゆったり揺れ輝く金色の髪と二つ尾、その顔に浮かぶ妖よう艶えんな笑みは。

　永遠を生き、神へ至るという妖よう狐こ──その頂点たる天狐の実在を確信させた。

　地に伏した男二人の頬ほおを、涙が伝った。

　なぜかはわからなかった、だが何にかもわからず祈った。

「……初はつ瀬せいの、生まれて来た意味を、ついに知るに至りましたぞぉぉ──ッ！」

「おぉ神よッ！　どこのどなたか存じねぇが、この天地にジブリールと巫み女こさんを創つくりたもうたとんでもねぇセンスしたＧＯＤよ──嗚あ呼あ、弟子にしてください……」

　──宗教の勃ぼつ興こう。

　その貴重なシーンを目撃したステフといづなは、だが。

「──あの。確かに比べられたら仕方ないですけど……扱いが違いすぎませんの」

「……？　みんな砂、目ぇ入ったのか、です？」

　ステフと、五体投地する二人を交互に見て、いづなはただ首を傾かしげていた。




「嗚呼マスター、身に余る光栄でございますが、お顔をお上げくださいッ!!」

「んむ、苦しゅうないえ、あての水着を見られる幸福、噛かみ締めとくと拝顔せい♪」

　空そらの姿にすかさず同じく頭を地に伏せるジブリールと、高らかに笑う巫女。

　それぞれの言葉に、おそるおそる、空といのが立ち上がる。

　神こう々ごうしいまでの二人の姿に再度目を向け、そして空といの、揃そろって天を見あげた。

「……なんか、もう十分すぎるくらい堪たん能のうしたな」

「……さようですな。やり遂げた感で胸が満ちておりますな」

「……もう、帰ろっか」

「……珍しく意見が一致しましたな空殿」




　──二人、賢者タイムだった。

　犬猿の仲の二人、だがこの場においてはわだかまりも、種族の壁もなかった。

　二人はただ、同じ男として、同じ天を仰ぎ、同じ想おもいを胸に抱き頷うなずきあった。

　──なぜみな争うのだろう。

　世界は、こんなにも美しい──




「いや、ちょっと待ちなさいな！　何のために来たと思ってるんですのよっ！」

　と、そんな悟りの地平の二人に、ステフの声が響いた。

　──はて。

「……なんのためだっけ」

「おそれながらマスター、海棲種セーレーンの都に行くためだったかと記憶してございます」

　……ああそうだった、と空がようやく思い出す。

　──そう。ジブリールが言ったように、別に海水浴に来たわけではなかった。

　ここへは、プラムに海棲種セーレーンからの迎えの舟が来ると言われて、来たのだ。

　なにせ海棲種セーレーンの都──『オーシェンド』は海底にある。

　ジブリールも、行ったこともなければ、視認することも出来ない為ため空間転移は出来ない。

　よって、ここからプラムが連れていってくれるという話だったが──

「って、その肝心のプラムはどうした？」

「こ、ここですぅ……」

「うぉっ!?」

　足元から上がった小さな声に、空そらが身を弾ませる。

　いつからそこにあったのか。存在感もなく足元の木箱から、二つの眼めが覗のぞいていた。

「……え、おまえ、プラムか？　何してんだ海だぞ、海」

「む、無茶言わないでくださいよぉ……こ、これで精一杯なんですよぉ？」

　魔法を使う時の模様を浮かべた──ついでに涙も浮かべた目でプラムが答える。

「マスター、吸血種ダンピールに直射日光は致命傷。あの箱の中でさえ、光をねじ曲げないと──」

　ジブリールの言葉に、空が『病気』について思い出す。

　吸血で感染するのなら、吸血種ダンピール本人も、陽光はアウトということか。




「……オーシェンドから〝迎えの舟〟が来るのは夜ですよぉ？　なんで真っ昼間に……」

　──そう。

　日が沈んだあと、迎えの舟が来るという話だった。

　何な故ぜ地獄の釜かまに等しい真っ昼間に来たと、不満げにこぼすプラムに。

「いやだって海だぞ。このメンツで水着イベントスキップとか、正気か？」

　──空もジブリールの謎の『日焼け止め』がなければ御免被こうむっていたところだが。

「ってそうだ、ジブリール。あの日焼け止め液はプラムに効かないのか？」

「残念ながらマスター、吸血種ダンピールは『陽に照らされる』事そのものが致死でございます」

　打つ手なしと断じるジブリールに、だが訂正するプラム。

「あ、いえ……もっと強力な術式を編めば平気ですぅ……けど力の消費がですねぇ？」

　空達のもとに最初に来た時の疲弊ぶりを思い出す。

　つまりこの炎天下を平然と歩くには、あのレベルの憔しよう悴すいが伴うのだろう。

「そ、そのぉ……海棲種セーレーンの血程度ではその、た、大した力は出せなくてぇ……ですから」

　ぱーーーっと箱から、ちらりといい笑顔でプラム。

「もう一度ッ！　白しろさまの足を舐なめさせて貰もらえたら、問題なく術式を～えへへ～☆」

「却下だ。おまえはそこでうずくまっててくれ」

　一刀両断された提案に、プラムのうめきだけ残し木箱がパタリとしまる。

「……なあ、序列十二位の割にはプラム、弱すぎね？」

　──元の世界の吸血鬼の設定にも、いつも思っていたことだったが。

「吸血種ダンピールは取り込んだ血──魂の強さに応じて力が増幅されるのでございます」

　ジブリールが答える。

「元々の幻惑・隠おん密みつ魔法への適性の高さに見合う──例えば、森精種エルフの血を取り込めば、最悪の『暗殺者』の完成でございます。実際、大戦時はそれなりの脅威でございましたし」

　……なるほど、と空そらは最初の夜を思い出す。

　油断していたとはいえ、ジブリールすら一度は欺あざむいた──が。




「──それが今やこのザマか……」

　足元の木箱を見下ろして空が半眼でこぼす。

　木箱の中でもまだ震えているのがわかる様子は、いっそ涙を誘う。

「──前から思ってたが、森精種エルフと天翼種フリユーゲル、序列一つしか違わないのに力、違い過ぎないか？　森精種エルフの血は飲めるのにジブリールのを飲んだら蒸発するんだろ、こいつ？」

　足元の木箱をさして問う空に、ジブリール。

「はい、位階序列は、ちょうどそこが〝区切り〟でございますので」

「区切り？」

「簡単に申しますと、七位までは『生物』、それ以上は『生命』でございます」

「……えーと？」

「物理的肉体を有し、通常の手段で繁殖する一般的に『生物』と定義されるのが七位の森精種エルフまでで、それ以上はエネルギーや概念が意志を持った『生命』と考えて頂ければ」

　──ふむ、つまり簡単に。

　常識が通じなくなる境目と、空は理解した。




「ちなみにジブリールの一つ上──巨人種ギガントだっけ。アレとは、どういう力関係だ？」

「……そうでございますね、標準的巨人種ギガント一体を、単独で仕留めるのは際どいかと。確実を期するなら五人は味方が欲しいところでございますが──え、仕留めるご予定が？♥」

「いやないから。眼めを輝かせるなッ！」

　このしょぼーん顔の──単独で『生物』最上位の森精種エルフを一撃で壊滅する奴ジブリールが。

　六人がかりでやっと一体倒せるのが五位。

　──七位以下の種族は、まーよくも『大戦』を生き残ったものだ。

　特に人類種イマニテイっつーか、俺らは──って、




「俺らといえば……おーい白しろ、まだ着替え終わらないのか？」

　ふと、随分時間がかかっていることを思い出して、背後の木に声をかける空。

「…………ん」

　空の声に反応して、ひょこっと顔だけ木の陰から覗のぞかせる白。

　何やら出て行くのを躊躇ためらってる様子に、空。

「どうかしたか白。やっぱ日差しが嫌か？　きついなら無理しなくていいぞ？」

　ジブリール印の日焼け止め液を塗ってるとはいえ、空も日光は好かない。

　しかも、白がそれ以上に日光を嫌いなのを、空は知っている──気遣う空に、だが白は。

　ふるふると首を振り、そろそろと、躊躇ためらいながら木陰から出てきた。

「……ほ～、いやなんとも」

「おやおや、かわいらしいやないの」

「……白しろ、すげーきれぇ、です」

　いのと巫み女こ、いづながそれぞれの感想をこぼす中──空そらはただ、固まっていた。

　そこにいたのは、間違いなく見慣れた妹だった。

　──その、はずだった──が。




「──……え？」

　おそるおそる木陰から出たのは──〝宝石のような少女〟だった。

　普段から雪より白い長い髪は、丁寧に梳すかれ、後ろで束ねられていた。

　陽光に照らされたそれはもはや雪ではなく──白水晶か、ダイヤのようで。

　その髪とルビーの瞳ひとみを表すような、白いビキニと赤いパーカーから覗のぞく肌は──

「…………に、ぃ……？」

　──その頬ほおと同じく、僅わずかに朱色に染まっていた。

「──あ、あれ？　え？」

〝妹〟に、完全に見み惚とれた違和感に、思わず疑問のうめきが空の口をつく。

　だがそのうめきに、白の顔に不安の色が滲にじむ。

「……やっぱ、り……にあわ、ない……？」

　伏し目でこぼし木陰に戻ろうとする白に、ようやく空が正気にかえる。

　大慌てで──自分でも何な故ぜここまで狼ろう狽ばいしているか不思議なほどに──首を振って、

「ち、違う違うッ!!　白があんまり美人さんすぎて驚いただけで──って、い、いや白が完全無欠に美人さんなのは兄ちゃん知ってたけど！　知ってた……よな？　あれ？」

　首を傾かしげ、ここまで驚いた自分に疑問を抱く空を余よ所そに、白。

　隣で、同じく見惚れていたジブリールとステフをして、鼓動が跳ね上がる顔で。

　──恥ずかしげにうつむいて。

　僅かに分かる程度に──安あん堵どの笑みを浮かべる。

「……そ。よか……った……」




　…………。

「さすがは我がマスター……勿もつ体たいないほどの眼がん福ぷくにございます♥」

「違いますわ、違うんですのよ、かわいいものに反応するのは正常ですわぁぁッ」

　ジブリールはスッキリと、肌をつやつやさせて、ふぅ……とこぼして。

　ステフは再び、何かに葛かつ藤とうするように頭を抱えていた。

「……にぃ……？」

「お、おぅ？　ん、うむ、似合ってるぞ！　さすが兄ちゃん自慢の妹！」

　空そらのもとまで歩み寄ってきた白しろに、なんとか調子を取り戻そうと空。

　くしゃくしゃと兄に撫なでられて白、ようやく満足したように、こくりと頷うなずく。

「──そ、そうだプラム、〝お迎え〟とやらは、具体的には何時に来るんだ？」

　何か気まずく感じて空、本来の目的を思い出し、プラムに問いかける。

　と、空の言葉に一同が木箱──プラムに視線を送る。




　木箱からちらりと顔を覗かせて、プラムが応こたえる。

「えっと、日付が変わる頃ころ……ですぅ」

「──むぅ、随分時間あるなぁ」

　呆あきれた声でプラムがこぼす。

「だからこんな早く来る必要なかったんですよぉ……うぅぅ」

　それだけ言って──よほど陽光が辛つらいのか──再び木箱を閉じるプラム。

「まあ、よろしいやおへんか」

　そう、気楽に言って、いつの間にか空のいた草のベッドに寝転がって、従者の少女達に巨大葉で扇あおがれながら優雅に巫み女こが答える。

「久しぶりの休暇や思て、のんびり待ったろやないの。人生余裕も必要やえ？」

　苦笑して頭をかきながら、空が白と視線を交わす。

　白が、こくりと頷く。

「考えてみたら、俺も白も、海に来るのは初めてだな」

　そしてステフ、ジブリール、いづな、いのに視線を一巡させて、空が笑って言う。




「ちょっとそれらしく、楽しんでみますか？」




　　　■■■




　──白くまばゆい砂浜。

　天上を鏡のように映して輝く海。

　原色のインクをこぼしたような青空を、日差しが貫き、遠く雲は流れる。

　さざめく波の音、海鳥の声だけが響く中、複数の水しぶきが上がる。

　脚が浸つかる程度の浅瀬で戯たわむれる一同に、白が布製のビーチボールを放る。

「……ステフ……パス」

「これを繋げばいいんですのね？　パスですわいづなさん♪」

　白からのパスを器用にトスして、いづなに高くボールを回すステフ。

　だが、そうして飛んできたボールをいづなは、ぽすっとキャッチした。

　こくん、と首を傾かしげて、

「……？　ルールがよくわかんねぇ、です」

　空気を読んだステフと違い、意図を汲くめないのか、困惑気味にいづながこぼす。

「あー別にゲームじゃなかったんだが……じゃあこうしよう。ボールは掴つかんだらダメだ。ボールを一度のみの接触で相手にパスを回し、次の人に回せなかったら負け──で」

「……がってん、です……」

　こくりと頷うなずくいづなを微笑ほほえましく眺めて、

「和みますわね……たまにはこういう気の抜けるゲームもいいですわよね♪」

　──などと、なごやかにほざくステフは、だが、気づかない。

　空そらと白しろ、そしていづなの目が鋭く、刃物のように鋭利に変わったことに。

　ルールを設定、明めい瞭りようにした以上、これは──きっぱりと『ゲーム』になった。

　──ならば。




（──絶対、勝つ──ッ）

　そう、ほのぼのとしたステフ以外の三人が──ギラリと闘志を剥むき出しにする……

「……じゃ、最初から……しろが、はじめ、る……」

　そう言って、ボールを返して貰もらった白は、だが静かに空と視線を交わす。

　──ボールを受け取った白が、さりげなく、ボールを海に浸した。

「……はい……ステフ、パス……」

　そう、下部だけ濡ぬらされた布製のビーチボールは、無回転にステフに放られる。

　正確に──無風になる瞬間までを狙って。

「はいはい、パスですわ～♪」

　交錯する無言の駆け引きを、だがステフは、気づく様子なくトスする。

　白がわざと──ステフが動かずトスすれば僅かにズレる地点に放ったボールを。

　結果、ステフにトスされいづなにパスされたボールに、回転が加わる。

　──下部にだけしみこんだ水の重さによって、不規則に軌道がブレる。

「────ッ！」

　だが、いづなはソレを瞬間的に読み切る。

　地を一ひと蹴けり、水しぶきを撥はね上げ、ボールに追いついたいづながレシーブした。

　ただのレシーブ。軽くいづなの腕によって拾われただけのボール。

　だが、小さないづなの体が生み出す、獣人種ワービーストの圧倒的な力で拾われたボール。

　──たったそれだけで、凄すさまじい速度を得たボールが、空に迫った。

　だが、空はそれに慌てる様子なく内心こぼす。

（ま、そう簡単にはいかねぇよなッ！）

　いづなのレシーブ、だがプロのバレー選手のスパイク並みに迫るボールに、空。

　あえて、水中に盛大に倒れ込み、水柱をあげた。

　水柱を貫通──なお進むボールは、だが倒れ込んだ空に届く頃ころ、速度はほぼ無かった。

　無理な姿勢のまま、空は何とかボールを足でトス、白に回す。

　──本格的に吸水し、重くなったボールを。

「……んっ、ステフ……ふぁい、と……」

　濡れて一気に重さを増したボールを、白しろは辛うじて、ステフに回す。

「え、あ、あれ!?」

　そう──ステフが拾えるギリギリの場所へ、正確無比に。

　拾えても、入射角、脱出角からステフが──

「あ、ご、ごめんなさいいづなさ──」

　辛うじて拾っても、いづなから遠く離れた位置へ飛んでいくしかない、場所へ。

　──拾えない。

　拾えるはずがない明後日の方向へ飛んでいったボールに、だが──

　──『勝った』と小さく、口をつり上げた空そらと白に、いづなが歯を噛かむ。




「……ナメんな──ですッ!!!」




　地を一ひと蹴けり。踏み込み──衝撃。

　足元まであった水が爆発的に広がり、地を露出させる。

　踏み出した衝撃を、だが追い越すように飛び出す。

　海面を滑かつ空くうするようにボールに追いついていづな、その速度のまま、腕を振り抜く。

　振り抜いた腕の衝撃波。

　たったそれだけでも、波が生じ──だが──




　パァンッ、……と。




　霧状に水が弾はじけ、いづなの手の中で爆散したボールに、空が声を上げた。

「よっし、いづなの負けッ！」

「──？　……っ！　ず、ずりぃぞ、です！　ひきょーだぞ、ですっ！」

　何が起こったのか、一拍遅れて気づいたいづなが悔しそうに抗議する。

　だが、空と軽くハイタッチして白が応こたえる。

「……次の人に、まわせなきゃ負け……いづなたん……全力、出したら、負けだった」

　そう、獣人種ワービーストであるいづなが、水を吸って重くなったボールに全力を加えれば。

　その瞬間、ボールが衝撃に堪えられず破裂、次の人にパスを回せない──。

　それこそが空達の狙ねらいだったと気づいて、なおもいづなは抗議するが。

　──もし、あそこでボールが破裂していなければ、どうなっていただろう。

　いづなの踏み込み、振り抜いた腕で生じた波に流されながら……ステフはこぼした。

「……あなた方……気楽に遊ぶ、って発想、ないんですの」




「え？　ゲームなら、一切ねぇな」

「……微み塵じんも……ない……けど？」

「ゲームなら、全力で勝ちに行くのあたりめーだろ、です？」

　三者三様、大人おとなげなさ過ぎる即答にステフは波に身を委ゆだねた──




　と、距離を置いてそれを眺めていた巫み女こが感心するように声をあげる。

「ほー……いづなをスポーツで負かしたん。ほんに、大したもんやねぇ……相変わらずまっとうにやる気はあらへんよーやけど、なんとも見事やな────ッ!?」

　──台詞せりふが途切れた。

　瞬間的に背後に感じた気配に、巫女は咄とつ嗟さに手を己の胸へ移動──

　だが獣人種ワービーストの常軌を逸した反応速度をもってすら、紙一重で間に合わない。

　突如水着を奪われ、胸を隠すのが精一杯だった巫女が、視線鋭く『犯人』を睨にらむ。

「──はて、なんのつもりやろなぁ、そこな害鳥はんは♪」

　その視線を受けてジブリール、だが、はてと。

　手にした巫女から剥はいだ水着を弄もてあそびながら。

「マスターの文献によれば『ポロリ』はこの場における運命原則でございます☆」

「ほーさよか……ほんなら当然あんたかてその運命に従うべきやわなぁ♥」

　胸元を隠したまま、だが──ゆらりと巫女が重心を下げる。

　疑う余地なく〝戦闘態勢〟をとる巫女を、だがジブリールはコロコロと嗤わらう。

「ええ、もちろんそれは構いませんが。地を這はうしか能のない犬っころ風ふ情ぜいが、私から何かを奪えるとでも思っておられるなら──改められるべき認識かと存じますよ♥」

「ふふ♪　あんたこそ～勘違いしよるようやね、地を這うだけが能やあれへんぇ♫」

　笑顔のまま。

　だが視認出来そうな敵意が交錯し火花を散らす──

　────…………。




「あら、シロってば、泳げないんですの？」

「……え、ステフ……泳げる、の？」

　なんでも出来るように思えた白しろの意外な事実にステフが問う。

　だが、むしろ泳げることに目を剥むく白と──

「……すげぇ、ですっ」

「さすがはステファニー殿。執しつ政せいに料理に裁縫……この上泳ぎまで出来るとは。しかし素朴な疑問として──地上を生きる動物がなにゆえ水を泳ぐ必要があるのですかなッ!?」

「爺じいさんが今世紀一番いい事言った！　陸上動物は陸上で生活するもんだ!!」

　──誰だれ一人泳げないらしい一同が揃そろって口にした。

　ステフが苦笑して白の手をとる。

「しょうがないですわね。泳げたほうが楽しいですわよ。ほら、教えてさしあげますわ」

「……むぅぅ……」

「ほら、手を握ってますから、まずはバタ足から」

　気乗りしない様子の白しろをなだめ基礎から教えようと。

　白の手をとって引くステフ。

　──だが、

「うぉおおお！」

「ひきゃぁああああああぁぁぁッ！」

　唐突に襲った大波に捕まり、一同は一気に浜辺まで流された。

「……わぷ……ぁ……に、にぃ……」

「うぉおお白ぉぉぉッ！」

　波に捕まり流される白に、慌てて空そらが駆けよって抱き寄せる。

　ぜぇはぁと息を切らせて兄に抱きついて、白がこぼす。




「……にぃ……しろ、およげる、ように……なるぅッ」

　海水が染みたのか、そんな決意を涙目でこぼす白に、だが空。

　その大波を〝作った連中〟を向いて声を張り上げる。

「そこぉおっ！　ちょっとは自重──っつか、物理法則くらい守って……頂けません？」

　張り上げた声も、だが視線の先にあった光景に尻しりすぼみに消えていく。

　視線の先にあったのは、

　遥はるか遠洋を交錯する、二つの──怪物だった。




「ふふ、大口叩たたいても、所しよ詮せんその程度でございますよね、えぇ、えぇ♥」

　水面を切るように飛行してそう笑うジブリール。

　その真下、海底から飛び出した巫み女この体が瞬時に紅あかく染まって手を伸ばす。

　──『血壊』まで使った巫女の手は、だが紙一重でジブリールに躱かわされる。

　だが、そのまま──水面を蹴けりつけて巫女は水上を奔はしる──手ブラで。

　巫女は水着の上だけでなく、既に半はん纏てんも取られたらしく、もはや隠す気もないのか殺意すら漲みなぎらせて、水着を取り返そうと、ジブリールを追いかけていた。

「くくく☆　あんたぁ、ほんっっま覚悟しぃやぁ～マッパにしさらしたるわぁ☆」

　これが巫女。獣人種ワービーストの全権代理──『獣人種ワービースト最強』なのだろうか。

　海中を、水面を──そして時折、一瞬とはいえ空中をさえ奔っていた。

　度々海に潜り水と風を浴びる巫女の姿は、紅色から金色へその都度変えていたが──

「……さ、さすが……巫女サマ、すっげぇ、です」

　──いづなさえ目を疑うその光景に、割り込む余地はないことだけは確実。

　空は、天変地異と諦あきらめて目を背けることにした。

「ふーむ……素晴らしい光景ですな」

　と、背けた先にいた、いのの視線を辿たどる。

　浜辺まで流された一同──ステフといづなのみならず。

　浜まで襲ったらしい波は、巫み女この従者の少女達まで巻き込みずぶ濡ぬれにし──

　微妙に水着が透けそうな、なんとも言えぬ光景を創つくりだしていた。

「ほぅ……なるほど。白しろを溺おぼれさせかけたことは許さんが、これはマ[image: ][image: ]ベラス」

　白を抱えたまま浜に戻って空そら。

「いやー眼がん福ぷくですな空殿」

「ああ、テメェさえこの場にいなきゃ完かん璧ぺきだったな」

　そう、努めて視界にいれないように、空は褌ふんどし一丁の筋肉老人にこぼす。




　波に流され、騒ぐ一同を眺めて、ステフが気持ちよく笑う。

「ふふ……最近働き詰めでしたわね……」

　さんさんと降り注ぐ太陽と白い砂浜。

　水辺に戻って、パシャパシャと軽く水を蹴ける。

　足を打つ波と、海から吹く風が、怒ど涛とうの日常を追いやってくれるようで──

「……たまには、休暇も必要ですわね」

　そう、感慨深げにステフが呟つぶやく。

　潮風のいい香りに、ステフがふと、最後に気楽に遊んだのはいつだったかを思う。

　空達が来てから──いや、祖父が亡くなる以前からだろうか。

　もう何年も肩の力を抜いていなかった気がして──大きく息をする。

「来てよかったですわね……♪」

　そう、誰だれにでもなく同意を求めて呟くステフに。




　────────ピピピピピ




「は～いカ～ットっ！　みなさんお疲れっしたー!!」




　そう、空が半眼で叫ぶと同時。

　……ぞろぞろ……と、ゾンビの行進な足取りで全員が海から上がっていく。

「……うぅ……髪、ごわごわ……砂だら、け……」

「はぁ……申し訳ございません、マスター、やはり私わたくしはどうも、海だけは好きになれません……潮風が翼の間を絡みついて、なんとも言えない不快感でございます」

「しっぽが水吸って重てぇ、です……うざってぇ、です」

「はぁえーかげんしんどいわぁ、誰が考えたんやろね、海水浴とかよーわからん行事」

「申し訳ありません巫女様。空殿の茶番に付きあわせてしまい」

　芝居が終わった直後の役者のような豹ひよう変へんぶりに一人──




「……え？　あ、あれ？」

　ついていけず海に取り残されたステフが呆ぼう然ぜんと見送る。

「──ん？　何してんだステフ、もう撮れたからＯＫだぞ～あがっていいぞ」

　と、浜辺の木に取り付けていたスマホとタブＰＣの録画を止めて空そらが言う。

「……え？　あれ？　どういうことですの？」

「──ん？　え、ステフ本心から楽しんでたのか？」

　日陰に移動し、体を拭ふき始めた一同が「え？」という顔をする。

「……あー、すまん。えっとな、ステフ……実はな」

　まさか気づいてなかったとは思わなかったのか、空が言いにくそうに、




「……この中の誰だれ一人、海好きじゃねーんだわ……」




　──『……うむ……』、と。

　大きく深く、一斉に頷うなずいて一同。

　中でも人一倍困っている様子の巫み女こ。

　金色の体毛を繕つくろいながら言う。

「空はんの言う〝お決まり〟っちゅーのに付き合おうては見たけど……あんましわからへんかったわぁ……尾に砂がぎょーさん絡んで……これどないしたら取れるんやろね？」

「白しろ様ッ──今でございますッ！」

　キュピーンと目を光らせたジブリールが、さっと白に何かを渡す。

　──ぐっじょぶ、と。親指を立て、同じくギラリと目を光らせる白。

「……巫女、さん……このブラシ、と……シャンプー、おすす、め」

「お、ほんまに？　ほならあんじょうよろしゅうに」

「……もふもふ……ふふ……」

　巧みにその欲望を達成する口実を得た白が昏くらく笑って巫女の金色の尾に顔を埋める。

　そして、いつの間にか同じ物を手にしていた空も。

「わ～っはぁい、じゃあ俺はいづなを──」

「いづなは私がやりますぞ。ささ、いづなこっちへ」

　だが、その前にいのが立ちはだかった。

　一瞬の視線の交錯──ガンを付け合う二人の男。

「……爺じいさん、テメーはテメーの尾の手入れでもしてりゃどーだ？」

「空殿に毛け繕づくろいさせてはいづなが汚れます、空殿はその貧相な体を取り繕って見ては？」

　だが、そんな二人を余よ所そにいづなは、とことこと。

　迷わず歩いて──

　いのの前に、ちょこんと座った。

「はやくしやがれや、です」

「………………………………………………………」

「……ジジイ。言葉もなく殺意を抱かせるその顔芸も獣人種ワービーストの異能か？」

　ドヤアァァァァ……と音が聞こえてきそうないのの顔に、空そらの額に青筋が奔はしる。




　……ザザーンと、波がステフの足を打つ。

　──もう、ステフのことを覚えているものはその場にはいないようだった……。




　　　■■■




　──陽が水平線に沈もうとしていた。

「……ふふ、綺き麗れいですわね……ふふふ……」

　砂浜に体育座りで、自分の世界に逃げ込んだらしいステフは……笑顔だった。

　──と、唐突に空が声を上げる。




「──────飽きた」

　その一言に、全員の視線が空に集まる。

「む、勝ち逃げはひきょーだぞ、です」

　日が沈むまで延々、いづなと木陰でＤＳＰ、将棋、マルバツゲーム等、何のために海に来たのかいよいよわからない過ごし方をしていた空の言葉に、いづなが不服を唱える。

「あーいや、いづなとのゲームに飽きたわけじゃなくてだな」

　そう、立ち上がって空が、近くの木箱に話しかける。

「おいプラム、迎えの舟はまだなのか」

「「あ」」

　──ほとんど全員が忘れていた本来の目的に、声が上がる。

　と、そろりと木箱からプラムが顔を覗のぞかせる。

　延々と魔法を使っていたのか、初対面を思い出させる疲弊した顔でプラムが、答える。

「うぅ、で、ですからぁ、日付が変わる頃ころって言ったじゃないですかぁ……」

「いやいい加減ゲームやタブＰＣの電池も切れてきたし、そろそろ飽きた」

「だから早く来すぎって言ったんですよぉ……」

　うぅ……と、疲れの中に不満を滲にじませてプラムがこぼす。

　だが空、駄々っ子のように言う。

「やだ、飽きた。今行く。じゃなきゃ帰る」

「そんな子供みたいなぁ……」

　呆あきれるプラムを余よ所そに、巫み女こ、白しろと視線を交わす空。

　水から上がってから、延々と日陰で白しろにモフられていた巫み女こと、モフっていた白。




　──小さく頷うなずいて、揃そろってこぼす。




「せやねぇ……えぇかげん暇なんは確かやねぇ」

「……ん……しろも……つかれ、た……」

「えぇ……お二人までそんな勝手なぁ……」

　悲しみに暮れる様子のプラムを余よ所そに、だが空そらが口を開く。

「ジブリール」

「こちらに」

　呼びかけ一つ、虚空から現れるジブリール。

「位置、特定したか？」

「はい。マスター達が計算して割り出した位置に、間違いないかと」

　──計算？

　なんのことかわからない様子のプラムに、だが空がタブＰＣを取り出す。

　東部連合の周辺地図を撮影したそのマップには、オーシェンドが行っている僅わずかな貿易などから、白が逆算した大まかな『都市』の位置の推測が記されていた。

　その位置が示す先──水平線の彼方かなたを見やって、空が言う。




「よし、じゃあもういい──やっちまってくれ」

「────かしこまりました♪」




　空の言葉に、隠し切れない喜びに表情を緩ませ、ジブリールが膝ひざをついて了承する。

「え、な、なにをするんですかぁ……？」

　不安げに呟つぶやくプラムに、だが同じ質問を、いのも訊きたがっていた。

　いのの、獣人種ワービーストとしての『勘』が警告を発していた。

　確認しろ。事と次第によっては、止めろ。

　こいつら──碌でもないことをしようとしている、と。

　と、いのがちらりと、巫女を見やる。

　巫女がゆっくりと『大丈夫』と頷くのを見て、胸を撫なで下ろす。

　だが続けて──『だが気をつけろ』と嗤わらった巫女の顔に、いのは血の気が引いた。

　空が、白を抱き上げ、ただ無造作に言い放つ。




「こっちから乗り込むぞ。全員下がってろ」

　言って浜辺から離れていく空達に、ジブリール。

「──マスター、本当にやってしまってよろしいのですね？」

　待ちきれない様子で──だが一応と、うずうず、最後の確認をとる。

「ああ、どーせ『十の盟約』の拘束力は働くだろ？」

　十の盟約『その一』。

　──この世界におけるあらゆる武力、殺傷行為を禁ずる。

「害意がある行動、武力行使と見なされる行動は、盟約の縛りが働いて、キャンセルされる──逆を言えば、害意ない行動ならキャンセルされない。なら実行出来た時点でそれは誰だれの権利も害してないって〝唯一神テトサマ〟のお墨付きってことだろ──だから」

　言って空そら、不敵な笑みで親指を立てる。




「やれる限り、ドデカいの一発やっちまえ」




　その返答に、天啓を賜たまわったように厳かに一礼し。

　だが対照的に、だらしない笑みを浮かべて、ジブリールが立ち上がる。

「えへ、えへへへぇ～何年ぶりでしょう。うぇへへ～楽しみでございます～……」

　そう陶酔したような顔で呟つぶやいたジブリールの周囲が。

　──唐突に、歪ゆがんだ。

　明らかに光が──いや、空間がねじ曲がるように、捻ねじれ歪んでいく。

　──『十の盟約』。

　武力の行使──致傷行為が絶対遵守の盟約として禁じられているこの世界。

　それを十二分に理解しているはずのいの、だがその様子に、皮膚が粟立つ。

「ほれ、全員下がりゃッ！」

　冷静な、だが鋭い巫み女この一声。

　その一言で、意識と乖かい離りして、反射的にその場の全獣人種ワービーストが大きく後ろへ跳ぶ。

「……え？　なんですの？」

　と、巫女の大声にようやく現実世界に戻ったステフ。

　──ふと、自分だけ妙に海の近くにいることに気づく。




　ドクンッ──と、可聴域外の音で胎動する空間。

　浜辺の砂にさえ重力を忘れ舞い上がらせ、なおも歪んでいく。

　捻れ曲がり歪んでいく空間が、ジブリールの手に集束していく。

　その場で唯一、魔法──精霊を見ることが出来る、プラムは。

　だが、ジブリールのやろうとしていることが全くわからない様子で眺めていた。

　事前に空が聞かされた通りなら……当然だ。

　ジブリールがやっているのは──〝周囲の全すべての精霊を搾取し尽くす〟こと。

　見るべき精霊がなければ何も見えない。さながらブラックホールのごとく。

　そして──ジブリールの手の中で、搾取された精霊が。

　圧縮、圧搾、凝縮収縮濃縮されて、ついに発光しだした。

　精霊を視認出来ない、人類種イマニテイである空そらと白しろの目にさえ、はっきりと映った。

　ジブリールの右手に、渦巻くような光の柱が形成されていく。

　魔法や精霊の類を、根本的に理解も感知も出来ない空と白──だが。

　ジブリールの頭上の光輪が、あまりの回転速度に、もはやただの光と化している。

　その事実が告げていたことは一つ──

「……ちょ、え、う、嘘うそですよねぇ！　え、えぇアレぇえ!?」

　ついに理解したプラムが、慌てて避難しようとして、だが木箱から抜け出せず叫ぶ。

　そう、その光景が示す事実は、たった一つ。

　少なくとも空と白が、かつて見たことない規模の。

　常軌を逸した次元の魔法をジブリールが行使しようとしていることだけ。




　剣や槍やりと呼ぶにはあまりに不定形な〝それ〟を。

　ぐっと、ジブリールの右手がぐっと握りこんだ。

　そして──ゆっくりと振りかぶり──にっこりと微笑ほほえんだ。

「それではマスター」

「全力の──『五　％　程　度』で、まいります♥」

　その言葉を置き去りにする速度で、ジブリールの右手が振り落とされた。













　空そら達に視認できたのは、そこまで。

　遠雷が見えてから雷音が聞こえるまでのような、ラグ。

　数瞬遅れて轟とどろいた、地を揺るがす爆音を伴い、天にも届くような波が巻き上がり──

　冗談のように──〝海が割れた〟。

　そして──

「ひっきゃぁあああああああああ」

「あぁぁぁううぅぅぅぅぁあああっ」

　巻き上がった衝撃の余波でステフと、プラムが木箱ごと空達の足元まで転がった。

　──それが、次に認識出来た全すべてだった。




「はぁ……♥　力を出せるのはなんと素晴らしいことでしょう」

　スッキリしたような、とびっきりのスマイルを浮かべてジブリール。

「いつか全力──百％を出す機会に恵まれることを祈るばかりでございます♥」

　だが、その言葉には空と白しろさえ、冷や汗を流した。

　モーセも真っ青に綺き麗れいに海を割って五％……と、ふと思い出す。

　ジブリールが、かつて森精種エルフに放った全力、即すなわち百％だった『天撃』。

　完全ではなかったとはいえ、ある程度は防いだという──

「……森精種エルフ……フィール達って、やっぱすげぇんだな」

「……こくこく」

　思わずこぼれた──この場にはいない彼女に敬意を覚え、白は頷うなずいた。

　そんな内心を知る由もなく、ジブリール。

「これで海棲種セーレーンの都を〝目視〟致しました。いつでも空間転移可能でございます」

　……物理限界に届く五感を持つ獣人種ワービースト。

　いのにはもちろん、いづなにも、巫み女こにさえ、地平線以外の何も見えない。

　先の一撃で光を曲げたのか、『視認』というジブリールに、もはや一同言葉もない。

　──と、退避していた一同を見回して、空。

「さぁ、みんな行くぞ。ジブリールにつかまってくれ」

　呆あきれた顔でおそるおそる浜辺に戻る巫女と、獣人種ワービースト一同。

「知ってたつもりやったけど……目の当たりにするとほんに、タチの悪い冗談やなぁ」

「……うぅぅ……本来、天翼種フリユーゲルには関かかわらないのが一番ですよぉ……」

　壊れた木箱から這はい出て、プラムが続ける。幸い、日はもう沈んでいた。

　と、いのが慌てて声を上げる。

「空殿！　どうか巫女様に〝あの音〟を聞かせるのはご勘弁くだされっ！」

　長距離空間転移による空間のひずみ音に怯おびえた様子で、いのが叫ぶ。

「あーそうだな。ジブリール」

「はい、心得ましてございます。それでは──みなさまおつかまりください……と、ほら、ドラちゃんもいつまでも寝てないで起きてください」

「……え、あれ？　何が起き──な、なんですの!?　海が割れてますわよぉぉお!?」

　と一人叫ぶ、ステフを無視して一同がジブリールの周囲に集まる。

「それでは、これより海棲種セーレーンの都──オーシェンドへ空間転移します」

　再びジブリールの羽が発光しだし、光輪もまた、回転速度を上げていく。

「距離は三百七十八．二三キロメートル、ですがそろそろ割れた海が戻る頃ころでございます」

　その言葉に応じるように、海が轟ごう音おんを立てて閉じていく。

「そのため、オーシェンドには空気がないものと推測します」

「あ、だ、大丈夫ですぅ、水中呼吸の魔法が──」

　だが、プラムの声が聞こえなかったのか、それとも無視したのか──




「そのため──半径二百メートル圏内の大気ごと空間転移致しますね♪」

「──へ？」

「下がりッ！」

　再び、巫み女この声が響く。

　その一言で、いのといづなを除いた──浜辺に同伴していた獣人種ワービースト達が一足で離れる。

　──瞬間。

　空間が砕ける極超高周波の爆音を残して、一同の姿が消失。




「「きゃぁああああああ！」」

　そしてごっそり抜き取られた大気のゆり戻しで、爆発的な低気圧が発生。

　小さな竜巻を巻き起こし、残された獣人種ワービーストの少女達は木にしがみつき耐えることになったが──その光景を目の当たりに出来たものは……いなかった。
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　──『オーシェンド』……海棲種セーレーンと吸血種ダンピールが共生する海底都市。

　他国との交易はほとんどなく、自給自足で成り立っている閉鎖された国家。

　海の底にあるため、まともな手段では訪れることもできない。

　だがそこに、まともではない手段でやってきた一団の姿があった。

　ジブリールが海を割って、空間転移した先はオーシェンド全域を見渡せる高台。

　深度は約二百メートル、そんな海水が押しのけられ、元に戻ると──

「ま、こうなるやんねぇ……」

　空そらの後ろでうめく巫み女この視線の先──ジブリールが作った空気の膜の向こう。

　海底の土砂や岩がミキサーのように巻き上げられ、荒れ狂っていた……。

　ジブリールの魔法がどれほど暴力的でも、『盟約』によって武力は行使出来ない。

　実行出来たなら誰だれかに被害が及ぶようなことにはなってない、はずだが……。

「……これ、ほんまに都市に直撃したり、誰かに当たったりしてへんのよね？」

「い、いや、『十の盟約』は絶対だ。大丈夫だ。おそらく。きっと」

　そう自分に言い聞かせる空、潮流が静まり、土砂で沈んで海水が透けてくると、

「──へえ、こいつは凄すごいな」

「……きれぇ……」

　眼下に広がる都市の偉容に、空と白しろが各おの々おのの感想を口にする。

　童話めいた牧ぼつ歌か的てきな空のイメージに反し、実際のそれは堂々たる『都市』だった。

　海底の石を積み上げて造ったらしい建築物が無数に立ち並んでいた。

　真珠色に輝く石壁には、薄く削った珊さん瑚ごや貝殻がタイルのように貼はり付けられ、色鮮やかな色彩を生み出していた。水中故の浮力を利用してか、地上では建造不可能だろう複雑なアーチや、逆円えん錐すい状の建物も目立って──と、ふと空。

「……ん？　なんで青一色じゃねぇんだ？」

　海底なら陽光は青い光しか届かないはずだが、と、その疑問に答えたのは白。

「……にぃ、たぶん……あれ」

　白が指さしたのは海中を漂う、無数の発光するクラゲや藻──自然活用の『街灯』だ。

　──なるほど、街そのものが光っているわけだ。

「なんだよ、馬ば鹿かだ馬鹿だ言われる割に、たいした都市じゃねぇか」

「……はは、ありがとうございますぅ……」

　答えたのは、諦てい観かんと自虐を含んだ苦笑の、プラムだった。

「これ、作ったのも、管理してるのも吸血種ボクたちですからぁ……あはは……」

　……かける言葉がみつからず、空は視線を後ろに向ける。

　物珍しそうに周囲を見回すジブリールといづなとステフ、落ち着いた様子の巫女。

　そして──

「────空そら殿。……なん、の……つもりですか、な……？」

　やはり空間転移の音に耳をヤラれたらしく、ピクピクと痙けい攣れんしながらいのが問う。

「言われた通り、いづなと巫女さんは平気っぽいだろ。ジブリールに礼言っとけよ？」

「……あー、それはまぁかまへんけど、ちょっと一つ言わしてもろてもえぇ？」

　空と白しろ、そしてジブリールを順繰りに見やって、巫み女こが深々とため息をつく。

「──あんたらなぁ、非常識もたいがいにしぃや……」

「え？」

「……なに、か……もん、だい？」

「はて、このネコ目イヌ科亜属は、何が不服なのでございましょう」

　こくんと、非常識を体現する三人が揃そろって首を傾かしげる。

　数少ない常識人組──ステフが巫女を代弁するように声を張り上げた。

「う、海を割って来るとか、どう考えたって敵意の塊だと思われるに決まってるじゃないですの!!　ここからどうやって女王のもとへ案内してもらうつもりですのよ！」

「呼ばれたのこっち。迎えが遅いのあっち。存亡がかかる一刻を争う状況に、急いで駆けつけたんだ。ジブリールの労力を想おもえば、感謝と歓迎のダンスで出迎えるのが筋だろ？」

　空の言葉を、混じりっけなしの嘘とわかる五感を持つ巫女といづなは半眼で閉口。

　残る獣人種ワービースト──いのは、未いまだ耳を押さえて悶もだえていた。

「……あ～その点は心配いらないですよぉ……ほら」

　だが、プラムがそう言って、指を差す方向へ視線をやる一同。

　都市オーシエンドから無数の影が飛び出し、大急ぎでこちらに向かってくるのが見えた。

　──鱗うろこを帯びた下半身は魚の尾ひれで、上半身は人型の女性達の姿だった。

　耳にあたる部位にヒレが生えている以外は、人類種イマニテイとさほどの違いはなかった。

　胸に申し訳程度の布きれを巻き、一方首や腕には過剰なほどの装飾品があった。

　その姿はまさに、童話そのままの──『人魚』だった。

「……なるほど。あれが海棲種セーレーンか、よし、イメージ通りで何よりだ」

　クトゥルフ系半魚人ふかきものどもでも出て来たらキレる準備万端だった空は安心したが。

「ほ、ほら、大勢であんなに慌てて……やっぱり怒られますわよ」

　空気の膜までやってきた海棲種セーレーンたちに、ステフは不安げに呟つぶやき、そして──

「あ、あれ……？」

　ぽかん、とステフが目を丸くする。

　海棲種セーレーンたちが、ふわふわと身を翻ひるがえし泳ぎ、きらきらと輝く鱗うろこを見せつけた。

　滑らかな白い肌の上で、煌きらびやかな珊さん瑚ごや真珠の飾りが波打つ。

　その動きに、一律のリズムは感じられない。

　光るクラゲと青い陽光に照らされ色とりどりの魚群と優雅に泳ぎ回る人魚たち──

　その光景は、誰だれもが目を奪われるほど幻想的で──おそらくそれは。

「…………にぃ、これ感謝、と歓迎の……ダンス」

「──っぽいな……ほ、ほらなステフ、大丈夫だったろ？」

「底抜けに寛容な方々ですわね……」

　やがて、その中でも一際派手な飾りを身に付けた海棲種セーレーンが進み出て──

　何やらばたばたと手を振りながら、ぱくぱくと口を動かす。

　その様子にステフが首を傾かしげるが、空そらがすぐにその答えを出す。

「こっちはジブリールの作った空気中、あっちは水中──声が届かないんだろ」

「ですねえ……ボクが説明に行って、ついでに血を貰ってきますぅ。その力で皆さまに水中呼吸の魔法をかけますからぁ、その後でこの空気の壁を解除して下さいねぇ……」

　と言って、プラムが小走りに駆けて、空気の膜を破って水中に泳ぎ出る。

　その背を眺めて、

「いくら種族の命運がかかった助っ人御一行様とはいえ……」

「──都の鼻先に、あないなシロモン叩たたきつけられといてこの歓迎かいな」

　ジブリールと巫み女こが視線鋭く呟つぶやくのを、空も薄く笑う。

「……海棲種セーレーンか。マジモンの馬ば鹿かか、それとも──」




　　　■■■




「ど～も～ウフフ☆　女王じよおーさま代理のアミラちゃんだよ～？　うーオールオッケー☆」

　馬鹿だった。

　その率直な感想を、空はどうにか飲み込んだ。

　ジブリールが空気の壁を解除し、すぐにやってきた海棲種セーレーン。

　アミラと名乗った〝これ〟が。本人の言を信じるならば──恐ろしいことに真実のようだが──現在の海棲種セーレーンを纏まとめる、事実上の全権代理者に他ほかならなかった。

　緑がかった豊かな髪に、抜けるような白い肌。明るい青色の大きな瞳ひとみ。

　体中に珊さん瑚ごの飾りを身に付けているが、下品ではない。

　人魚ならば、それも正装なのだろう。だが中身は──

「わざわざ来てくれてありがと～ホ～ント感謝してるんだからね～☆　あ[image: ][image: ][image: ][image: ]んもうこの気持ちを伝えるにはチューしかないよね～ッ！　ウフフ☆　よね!?」

「……いや、お気持ちだけで結構っす……」

　もはやタメ口とかいう問題ではなかった。辛うじて人類語だが何もかもおかしい。

　白目を剥く空達に、だがアミラは水中をせわしなく泳ぎ回って続ける。

「こーんな海の底にも二人の噂うわさは届いてるよ～☆　人類種イマニテイを救った奇跡の王サマっても～話だけでイケメンときて顔もアミラちゃん好みのイケメンとかキタ～ッ!!　だよね☆」

「……あはあ。そーですか」

　女の子にイケメンなんて言われたの初めてだなぁ……だが何な故ぜだろう。

　全然嬉うれしくない──そんなどうでもいいことを思いながら、空そらは頷うなずいた。

「あは☆　声もかっこいい!?　アミラちゃん濡ぬれ濡れ～って海の中だもんね～ウフフ☆」

　無言でプラムを見やると、プラムは静かに見返し、悲しげに首を振った。

　そんな様子を気にした風もなく、アミラがにこにこと笑顔で続ける。

「そ～だ～パーティーの準備してるけどウフ☆　ご飯にする？　それともわ・た・し♥」

　くねっ──と身をよじって誘惑するアミラ。

　不覚にも空の背後で、いのは体温が上昇し鼻の下を伸ばしそうになるが──

「まずは『女王』に会わせてくれ。もてなしは女王を起こしてからで」

　そう、バッサリと切り捨てた空に、思わずいのが耳を疑う。

　だがアミラ、特に気にした様子もなく。

「あれ噂ど～りの真面目まじめサン☆　でもでも～その方がアミラちゃん的に素敵かもあは☆」

「……そうか……まあ、そんじゃ案内よろしく」

「はーい☆　それじゃ～城まで泳ぐね～、こっちに来て来て～ウフフ～♥」

　アミラの先導で、空たちはオーシェンドに向かって、高台を下りる。




　空の耳元で、背後からいのが声をかける。

「……空殿、よく、あそこであーまで即答で断れましたな」

「あ？」

「いえ、海中では我々獣人種ワービーストの五感も限られますので空殿の真意は把握出来ませんが……あんな魅力的な女性に迫られて躊ちゆう躇ちよなしとは、空殿、もしや想像を絶する自制心でも──」

　だが、そんないのを半眼で見返して、空が吐き捨てるように言う。

「爺じいさん見境なしかよ。いくら童貞でもあれに何を感じろってんだ……いくぞ白しろ」

「……ん……」

　唖あ然ぜんとした顔のいのを置いて空、白を抱えて漂うように街に向かった──




　　　■■■




　オーシェンドに入ると、割れるような歓声に出迎えられた。

　どの海棲種セーレーンも弾はじけるような笑顔で、踊り、誘惑し、調子外れの音楽を奏でる。

　言葉は──人類語を喋しやべる必要もないだろう、全くわからないが、歓迎の意志は伝わる。

　そう、はしゃぎ回る海棲種セーレーンの間に、吸血種ダンピールらしき少女達の姿も散見された。

　だがその表情は、海棲種セーレーンとは対照的に、プラムと似たり寄ったりだった。

　不ふ憫びんな……疲れた笑顔で、空達に贈る歓迎の表情も『遥はる々ばるご苦労さまです』と語る。

　──海棲種セーレーンは安定した血を提供、吸血種ダンピールは女王の繁殖に協力する。

　女王が眠るまで何の問題もなかった共生関係が今や風前の灯ともし火び──なのに──




「なあ、こいつら滅亡寸前でなんでこんな明るいんだ」

　そう──吸血種ダンピールはともかく、海棲種セーレーンに悲愴さらしきものが、全くない。

「……だから言ったじゃないですかぁ……理解してないんですよぉ、それ」

　疲れた笑みで答えるプラムに、ジブリールが補足する。

「海棲種セーレーンの愚かさはもはや伝説の域でございますので。各種族の言語にも『馬ば鹿か』の同意語として『海棲種セーレーン』を指す慣用句や、もはや動詞にすらなっている例も見られますし」

　アミラに案内されるままに海底を歩きながら空そら一行。

　──海中歩行。

　泳いでるのか歩いてるのか、曖あい昧まいな感覚に戸惑う白しろを、空が抱えて進む。

　いのといづな、巫み女こは──さすが獣人種ワービーストといったところか。

　早々とこの状況で動く術を身につけ、悠々と跳ねるように進み。

　ジブリールは、水中でも変わらず〝飛んでいた〟。

「──つか、そんな世界公認のアホ種族より、人類種イマニテイは下ってか」

　確かに、この場で一番苦戦してるのは明らかに空と白だが。




「マスター達に会うまでは『はい』と答えましたが──こう申し上げれば適切でしょう。特殊な性質を持っているので、序列が一つ上なだけで、頭の悪さを極めた種族です、と」

　笑顔のジブリールに、プラムが儚はかない笑顔で続ける。

「あの人たち、食う・寝る・ヤる・遊ぶ、以外の能がありませんからぁ……魚って頭が良くなる成分入ってるのに、とうの魚は頭悪いって……不思議ですよねぇ」

　──やはりこの世界、仲のいい種族なんていねぇのか……と空は遠い目をする。

「……まあ、事実上の全権代理からしてアレじゃあなぁ」

「いえいえ……アミラさまなんて、人類語が出来る時点で全然マシな方ですよぉ……」

　アレでマシ──空は同情の眼まな差ざしでプラムを見やった。

　その眼差しに、ただ全すべてを受け入れた顔で笑ってプラム。

「まあ、一いち蓮れん托たく生しようですからねぇ……空さまたちに助けて貰もらう案や方法論──そもそも女王さまの夢に干渉するのも考案したの吸血種ボクたちですぅ……あの人たち労働って概念がないので得意はせいぜい交尾ぐらいですよぉ、はは……はぁ……」

「…………苦労してんな、お前……」

　アミラに案内されるままに、オーシェンドでも一際高い建物に入っていく。

　案内される間、ふと空は脳裏を過よぎった疑問をこぼす。




「交尾で思ったけどジブリール、海棲種セーレーンって異種族の男と子を生すんだろ？」

「はい、さようでございますが」

「十六種族イクシードって、種を跨またいだ『混血』はいないのか？」

　──空達はこの世界に来てまだ日は浅いが、ファンタジー世界にありがちな。

　いわゆるハーフエルフのような──『混血』を聞いた覚えがない。

　それもそのはず、とジブリールが断言する。

「存在しません。十六種族イクシードは外見の相似点はございますが、魂が全く異なります」

　──また魂ときたか。

　空そら達の元の世界ではまだ証明されていない〝それ〟はこの世界では常識らしい。

　染色体のようなものだろうかと、勝手に納得して空が続ける。

「でも海棲種セーレーンは異種族と交わるんだろ？　それは海棲種セーレーンのハーフじゃないのか？」

「はい、生まれるのはあくまで〝海棲種セーレーン〟でございます」

「二つの魂を使ってるのに？」

「吸血種ダンピールが血から得るように、海棲種セーレーンは交わって魂を得て〝変質〟、自己のコピーを作ります。通常の『生物』の繁殖より非効率的な為ため、相手は絞り尽くされるわけでございます」

「……やっぱえげつねぇな」

「どうでしょう？　文献で見る限りですが──〝天に昇る快楽〟だそうで」

「文字通り昇ってんだよそれ……〝一方通行〟で」

　だがまあ──ともあれと、

「そんなわけで混血──異なる種の性質を継いだ子を生すことは不可能でございます」

　ふーむ……と空は考える。

　まあ、不可分だからこそテトも【十六種族イクシード】と設定したんだろう──と。

「──ジブリール、俺の顔になんかついてるか？」

　じーっと自分を見つめるジブリールの視線に気づいて空。

「天翼種フリユーゲルは『生物』ではないと話したと思いますが」

「ああ……『生物』じゃなく『生命』とか言ったな」

「故に魂が不定形でございます。交わり魂の一片でも取り込み、私の魂と合成すれば定形な方の子を──擬似的ですが、種を越え相手の子を生すのも理論上可能でございます」

「──何が言いたいのかイマイチ見えてこないな」

　恭しく頭をたれ光輪を後頭部に移動させ、翼をたたみ──

　主のみに見せる忠誠の姿勢で、ジブリールが手を合わせ祈るように、言った。




「俺の子を産めと一言頂ければ、不肖このジブリールいつでもマスターの子を孕──」




「……ジブリール……しゃら、っぷ……」

　白しろの鋭い一言に、強制的に黙らされたジブリールを余よ所そに。

「到[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！　着ううウウッ！」

　入れ替わりに響いた甲高い声に、空は顔を上げた。

「お待たセ～っ！　ここが女王じよおーさまの間ダヨ～♪」

　とアミラが扉に手をかけ、ゆっくりと押し開け──

　──光が零こぼれた。




　女王の間はかなりの広さがあり、ピンク色の天幕と絨じゆう毯たんが使われていた。

　壁には淡く光を放つ藻が装飾的に、規則的な模様状に編まれ部屋を照らしていた。

　高い天井はステンドグラスが填はめ込まれ、海底まで届く陽光を部屋に取り込んでいた。

　だがそのかすかな陽光も──その真下、光が差す玉座には。

　それを不要に思わせる、眩まばゆいまでの存在感を放つ巨大な水晶──

　いや、そう見えるほど美しく透明な……氷の塊があった。

「────…………」

　それを目にした一同から、言葉が消える。

　粛々と──少なくともそうしようと努め──アミラが告げた。

「ご紹介しよーかいします──海棲種セーレーンの女王じよおーさま……ライラ・ローレライ陛下へーかでござ……です」




　──氷の中には、美女が眠っていた。

　海のように波打つ長い青髪が、若く透きとおるような顔にかかっている。

　目ま映ばゆい黄金で飾りつけた白い肢体は、太ももから艶なまめかしい鱗うろこに変じていた。

　それは部屋を照らす光を反射して、虹にじ色に輝いて見えた。

　光と黄金に包まれた『女王』は氷の棺ひつぎの中、二枚貝の玉座で静かに目を閉じていた。

　言葉を失った一同の後ろで、プラムがアミラと話していた。

「あ、アミラさま……女王さまを起こして貰もらう件ですけどぉ……空そらさま達はぁここにいる全員でゲームに挑みたい、と言ってましてぇ……問題ないですよねぇ？」

　プラムの言葉に、一瞬困ったような顔を浮かべ、だがアミラは答える。

「えー問題はないけどー☆　プラムちゃんは大丈夫なのー？」

「はいぃ……で、ですからぁ、三十人ほど術式編へん纂さんに協力者が欲しいんですぅ」

　ほむほむ、と頷うなずいてアミラ。

「オッケー☆　じゃ、女王さまを起こす準備してくるね～☆　みんなで魔法まほー使うなら、血もいるよねーウフフ☆　アミラちゃんが他ほかの子達集めるから、プラムちゃんお願いねー☆」

「はぁい……そ、それではぁ、女王の夢に入る術式の準備をしてきますねぇ……」

　一礼してアミラとプラムが連れ立って部屋を退室していく。




　──だが、それに気づいてもいない様子で。

　一同はただ女王が眠る氷を見つめていた。

「な、なんて綺き麗れいな方ですの……」

　ステフが同性であることを忘れたように、熱っぽい言葉をこぼす。

　実際、その艶あで姿すがたにはいのはもとより、ジブリールや巫み女こ、いづなをしてさえ。

　ただ呆ぼう然ぜんと目を奪われるばかりだった──が、

「うーん……？　そんな言うほど美人か、白しろ？」

「……よく……わから、ない……」




「「はあああっ──!?」」

　首を傾かしげてこぼした空そらと白の二人に、一同が目を剥むく。

「お、お二人とも正気ですのっ!?　こ、この方が美人じゃなきゃなんですのよっ!?」

「……おまえこそ落ち着けよ。騒ぐほどのもんじゃねぇだろ」

　ステフの剣幕に、面倒くさそうに眉まゆをひそめて空がこぼす。

　改めて女王へ視線を向けた。

　──ライラ・ローレライ。氷の棺ひつぎで眠る人魚姫。

　その姿はなるほど、確かに美しいと言える。

　だが、と空は明確に断言出来る──『違う』と。

　例えばそれは、ジブリールの芸術品も黙らせる暴力的な美しさとは違う。

　巫み女こが月光の下で披露した、神こう々ごうしいまでに妖よう艶えんな美び貌ぼうともまた異なる。

　いづなの無む垢くな可愛かわいらしさがあるわけでもなくまして──と。

「……？　にぃ……？」

　隣の──首を傾かしげる妹を見やって、「うん」と空が断じる。

「──比べるにも値しねぇ。つか、あれならステフのが上じゃね？」

「っ……そ、そんな見え透いたお世辞なんて、嬉うれしくないですわよ!?」

「いや今おまえを煽おだててどうなるんだよ……」

　呆あきれた顔の空を、背後から静かに肩を叩くいの。

「空殿………………いえ、いいのです。大丈夫ですぞ」

　そして、優しげな声音で続けた。

「悩む必要はありません──不能は治ります。今度おすすめのスッポン鍋なべを──」

「断じて違うわ不名誉なッ！」

　つーかッ、と叫び、氷を指さして空が吠ほえる。

「冷静になったらどうだよッ!!　そりゃブスとは言わないが、巫女さんや、ジブリール、いづなに白が揃そろってる状況で騒ぐ程か、こっちは文字通り規格外の美人揃いだぞッ!?」

　相変わらずかわいそうなものを見る眼めのステフといの──だが。

　空の言葉に、ジブリールと巫女だけは、我にかえった。

「さ、さすがはマスター……アレが先ほど申しました海棲種セーレーンの『特性』でございます」

「──あ？」

　巫女とジブリール、氷から視線を逸そらし、そしてジブリールが続ける。

「優れた肉体も魔法も持ち合わせない海棲種セーレーンが、それでも生き存ながらえることができた最大の理由にして、唯一の武器こそ、あれでございます……すなわち──」

　一息。

「海にある限り──〝全すべてを惹ひき付ける魅力〟でございます」




「海棲種セーレーンは海に愛された種──彼女達が海に棲み、海から出られない理由は、体内に多量の精霊……『水精』を保有しているからで、それが全ての精霊を〝惹き寄せ〟ます」

「……、あぁ……」

「あー、そういうことか」

　なるほど、と空そらと白しろはようやく合点がいった様子で頷うなずく。

『十の盟約』以前は、他種族の男を食べて繁殖していたという海棲種セーレーン。

　優れた力も魔法もなく、海から出られないでどうやって生き残ったか。

　つまり──『魅了』して誘い込めばいいのだ。

　魚群を伴って泳いでいたことや、魔法なしで深海の水圧に耐えるのも納得だ。

「それって、魅了魔法の類じゃないんだよな？」

「はい。単純な精霊の流れ──精霊に働く磁力のようなものでございます。ただの種の特性でして……本来なら、大して気にとめるほどのものでもない程度なのですが──」

　そうちらりと女王に眼めを向け、再び視線をそらして。

「このヒトザカナは──保有している精霊量がまさに〝別格〟のようでございますね」

　その影響から逃れられないことに、不愉快そうにジブリールがこぼす。

　同じく知っていたはずだが──と巫み女こも頭をかいて、やれやれ顔だった。

　だが一転──

「しかし……何な故ぜマスター達には通用しないのでしょう？」

　はて、とジブリール。

「……んー……？　ジブリール、しろたち、精霊……ない、って、言った」

「ああ、この世界はあらゆる生物の体内に精霊があるが、俺と白はないって以前言ったな」

　最初に会った時、この異世界出身だと証明するために体内精霊を確認されていた。

　精霊に働く磁力なら、空達に効かないのも当然だろう──が。

「いえ、魂があるなら、必ずあるはずでございます。単に私の知らない、もしくは検出できない精霊というだけで──しかしそれでは影響を受けない理由が──はて？」

　ぶつぶつと、興味の対象が空と白に戻ったらしく。

　キラキラと二人を眺めるジブリールに。

　──だがいのがぽつりと呟つぶやく。

「単純に、空殿が男としてアレなのでは？」

「黙ってろジジイ。おまえは下半身に忠実なだけだろ。俺ってば理性の塊なの」




「おっ待ったせしましたぁああぁ[image: ][image: ][image: ]っ！」

　──と、そこへ騒がしく、アミラとプラムが戻ってくる。

　女王の夢に入る術式とやらの準備を終えたのだろうか。

　さっそく──と女王が眠る氷に歩み寄っていく二人。

「じゃ、今からプラムちゃんたちの魔法まほーで、女王じよおーさまの夢に入って貰もらうネェ」

　そして気の抜けるような笑顔のままで。

　アミラが──さらりと言う。




「女王を起こす人はぁ、【盟約に誓って】全てを賭けて、水晶に触れてネェ～」




　────…………。

「は？　え、なにを言ってるんですの？」

　沈黙を破って、声を上げたのはステフ。

　だがきょとん、とアミラが告げる。

「え、なにか問題？」

「問題に決まってますわよ、何言ってるんですの!?」

　……全てを賭かける？

　つまり、その人物の財産、身分、人権、命──文字通りの全てを賭けろと？

「なんでそんな必要があるんですのよ！　助けを請われて来たんですのよっ!?」

「えぇ[image: ][image: ]プラムちゃん、説明せず連れてきちゃったノオ？」

「うぅ……す、すみません……」

　困った顔で頬ほおに指をあてるアミラに、ひたすら平謝りのプラム。

　だがそれを遮さえぎったのは──

「落ち着けステフ。勘違いしてるのはおまえのほうだ」

　冷静に、淡々とした口調の空そらだった。

　そのあまりの冷静さに、ステフが振り返って、一同を見回す。

　空も白しろも──巫み女こやジブリール、いのにいづなまで、当然という顔をしていた。

「俺らが請われたのは──『女王のゲーム』をクリアして起こすことだろ」




「『十の盟約』三、ゲームには相互が対等と判断したものを──女王が【盟約に誓って】眠りについて、自分を惚ほれさせてみろって『ゲーム』を設定したなら、女王の愛を得る見返りに設定した〝掛け金〟があって当然──ってことだろ？」

「うんうん、さっすが～イケメンは顔だけじゃなく頭もイケメンッ！」

　きゃはははと笑って頷うなずくアミラに──だが。

　小さく、巫女と白だけが、薄く笑うのに気づいたのは空だけだった。

　だが気づいていないステフは、まだ納得出来ないのか、

「そ、そんなのおかしいですわよ──」

　──だって、となおも声を張り上げる。

「危機に瀕ひんしてるのはあちらで、私わたくしたちは助けに来たのに何でそんなリスクをッ！」

　だが空そらはなおも、気楽に取り合う。

「プラムは、感情や夢に干渉するのは本来『十の盟約』では不可能だが、女王の了承があるから可能と言った──だが了承してるのはあくまでゲーム中だ」

　──つまり。

「まず『女王のゲーム』をはじめないと、一連の術式も使用出来ないし当然女王は起こせない。んで、女王が自分とのゲーム権に要求した〝掛け金〟が──」

　と、プラムとアミラを見やって空、おどけた様子で言う。




「〝アタシの愛が欲しければ全すべてを捨てる覚悟を示してッ！〟……ってとこか？」




　絶句するステフと、思い思いのあきれ顔をする面々。

　一人、アミラだけが過剰に空を褒めちぎる。

「だ[image: ][image: ][image: ]いせ[image: ][image: ]かい！　あ～ん女王さまじゃなくあたしが貰っちゃだめかな～ッ！」

　そう騒ぎ立てるアミラを余よ所そに、空。

「ま、女王を確実に惚ほれさせる魔法があるんだし問題ないだろ」

「は、はいぃッ！　それは保証できますよぉ任せてくださいぃ！」

「そ、そんなの──だって、万一魔法の不発があったらどうするんですのよ!?」

　なおも違和感が拭ぬぐえないステフに、だが。

「そこはこのアミラちゃんにお任せ～」

　アミラがキッパリと告げる。

「ゲームはできても、受け取り人の女王さまは眠っちゃってるカラ、その持ち物を管理するのはこのアミラちゃん！　不発しちゃっても、あたしがそのまま返せばノーリスク♪」

「いや、そんな口約束で──」

　だが、なおも遮さえぎって空が言う。

「ああ問題ないな──じゃ、ゲームをはじめようか」

　──おかしい、とステフが内心思う。

　何かがおかしい。そもそもこんなハイリスクな条件を何な故ぜここで急に言い出した。

　何故そのことに疑問を持たないのか、とステフが空を見やる。

　いつもの空らしくない。こんな怪しいゲームにノるなんて──

　だが、ステフが再度周囲を見回す。

　自分以外の、その場の誰だれもがなんら疑問を覚えていない様子に、閉口する。

（な、なんなんですの……？　どういうことですのよ）

　それでは──とプラムがルールを説明する。

「みなさん全てを賭かけると〝盟約に誓って〟氷に触ってくださいぃ……それからボクと、階下にいる吸血種みんなで術式を展開、魔法でみなさんを女王さまの夢の中に案内しますぅ……〝惚れ魔法チート〟を使う都合上、ボクも同伴しますねぇ……」

　着々と術式を編んでいくプラムが、説明しながら語る。

「夢ですからシチュエーションは自由でぇ……代表者は──空そらさまですよねぇ？　空さまのイメージを反映させて、女王さまの夢のシチュエーションを構築しますぅ……どんなシチュエーションであっても──勝利条件は、たった一つですぅ」

　と、続けるプラムの言葉を、空が引き継ぐ。




「誰だれかが女王を惚ほれさせ、起こせば『勝ち』、フラれたら『負け』──敗者はゲームから抜け、賭かけた〝全すべて〟を支払う、と──以上を盟約に誓えばいいんだな？」

「は、はいぃ……で、でも」

　だが、わかってると、空が遮さえぎって言う。

「プラムの惚れ魔法チートがある、仮に負けてもアミラから取り返せる──だろ。安心しろ」

　不敵に──だが。

　ステフには何か引っかかりを覚える笑みで、空が言う。

「このメンツ、条件で、負けることは万に一つもない、さっさとやってくれ」

「は、はいぃ──では空さま、シチュエーションを思い描いてくださいぃ、そして──」

　言われ、空は思い描く。

　恋愛ゲームといえば、これしかないというゲームを。

「宣言を、お願いしますぅッ！」




『──【盟約に誓ってアツシエンテ】ッ！』




　空、白しろ、ステフ、ジブリール、巫み女こ、いの、いづな、そしてプラム。

　一斉に、全員がそう口にすると同時、意識が白く染まった。




　　　◇◇◇

　　　◆◆◆

　　　◇◇◇




　──そして白い視界は、すぐに青に塗り変わった。

　夢から覚めるように、ぼやけた意識が浮上する。

　弛し緩かんした体の各部に血が通い、感覚が戻り──そして。

「あばばばぼばぼへば!?」

　……溺おぼれていた。

　大おお海うな原ばらのど真ん中で、空と白、いづな、いの、巫女までもが、波に揉もまれていた。

　焼けるような潮の味。鼻の奥につんと突き抜ける痛みが走る。

　冷静な思考が彼方かなたに飛ぶ中──だが、一同の脳内には、別の映像が流れ出した。




『──はじまりがあれば終わりがあるように……』

　きらきらと無駄に輝くエフェクト。星くずをこぼすようなＳＥ。

　どこか棒読みのナレーションが、淡々と後を続ける。

『出会いがあればまた、別れも──』




「悠長にオープニングムービー流してる場合かっ!?」

　必死に海面から顔を突き出して、空そらは怒鳴り声を上げた。

「何ど処この世界に溺おぼれてスタートする『と○メモ』があんだ、ときめけねぇよッ！」

　いや、確かに動どう悸きは激しく高まっていたが。

　命の危機に瀕ひんしての脈動を『ときめき』とは形容したくない。

「あ、す、すみませぇん……空さまのイメージと、女王さまのイメージを混合して、舞台シチュエーションを構築するのに少し手間取ってますぅ……もう少し時間をぉ──」

　考えてみれば、当たり前の話だった。

　女王の夢に干渉できても、この世界に空達の世界の『学園モノ』があるわけがない。

　当然、空のイメージと女王の知識をすり合わせる必要が出てくる──が、

「……にぃ……いいごぼっ、人生……だった……」

「プラ[image: ][image: ]ムッ！　うちの妹こが早はや々ばやと生を諦あきらめかけてるぞ早くしろ～ぉッ！」

　良い笑顔で目を閉じる白しろを抱えて、空が絶叫する。

「──あ、あ、術式構築完了、シチュエーション構成、反映させますぅッ！」

　──瞬間。

　海で溺れていたその『状況シチユエーシヨン』が、本の頁ページをめくるように書き換えられた。

　海上から海底へ──『舞台』が移る。呼吸という余分な『設定』は消失。

　トランプの札を一枚ずつ引っ繰り返すように、一つずつ。

　夢の世界に対してゲームの運営に最適な変更が加えられていき『ご都合』が通される。




「──マスター、ご無事ですか!?」

　ジブリールの強い声に、空は我に返る──気がつけば、足の下に地面があった。

「……あ、あぁ……あぶねぇ……」

　青く透けた海の中、空は『ため息』を吐いて『額の汗』を拭ぬぐった。

　溺れかけた恐怖に震える白を抱き寄せ、唸うなるように呟つぶやく。

「ゲーム開始直後にデッドエンドとか、特殊なシナリオは余よ所そでやって欲しいな」

「……やっぱり、海……きらい……」

「マスター達を危機に瀕させた『海』──丸ごと排除する必要がございますね」

「普通に泳げるようになればいいだけじゃないですの……」

　と、ここまで唯一、平然としていたらしいステフが半眼でこぼす。

　だがその隣で巫み女こ達、獣人種ワービースト一同は苛いら立だたしげに──ジブリールに、同意した。

「……ほんまにな。なんやの海て。誰だれが造ったんこないけったいな水みず溜たまり」

「珍しくジブリール殿に同意しますぞ。海など干上がってしまえばよろしい」

「つか海くせぇだよ、です……魚だけ残してなくなりゃいい、です」

　夢の中に没入完了した一同、口々に悪態をつきながら平静さを取り戻していく。




　──空そら、白しろ、ステフ、ジブリール、巫女、いの、そしていづな。

　それぞれが地に足が付いた、その目の前で、『状況シチユエーシヨン』が構築されていく。

　海底にも拘かかわらず青空が差し込み、光の揺れる海面には雲が流れ出す。

　起伏に富んだ地形が整地され、岩と珊さん瑚ごだらけだった海底に『校舎』が出現。

　周囲を回遊していた熱帯魚たちは、名も無き一般生徒ＮＰＣへと──変わっていく。

　ほんの瞬まばたきするほどの間に『海底の学校』という架空の舞台が再構築された。




　オーシェンド風の建築様式で建てられた『高校』──。

　そんな奇妙な光景を眺めやる空の隣から、

「女王様が〝学校〟を知ってたのが一番の驚きですぅ……本で読んだんですかねぇ」

　同じく、ゲーム内ゆめのなかに没入し終わったらしい、プラムがこぼす。

　空の視線の意図を汲くんで、プラムが疲れた笑顔で、苦笑混じりに告げる。

「はは……オーシェンドに学校なんてないですぅ……あの人たちが何を学ぶんですかぁ」

　景色が移り変わるのを終え、今度は、空達に次々と変化が加わりはじめた。

　まず──視界に、無数のアイコンが灯ともり、映し出された。

「……？　なんですのこれ」

　視界に映るそれに触れようと、だが手を空振りさせるステフに空が言う。




「ＵユーザＩインターフエース……『コマンド選択画面』だ」

　──それは、まんま恋愛シミュレーションゲームのステータス画面だった。

　空がイメージしたとおりの、『と○メモ』を思わせるその画面に、だが空。

「……ここまで反映させるなら、海に落とさないで欲しかったな」

「プレイヤーにしか反映されないものですからぁ……シチュエーション構築の際に、空さまのイメージを女王さまの記憶とすり合わせるのに苦労しただけでぇ──というか」

　ふと、訝いぶかしげにプラムが言う。

「空さまのイメージ、何処の知識なんですかぁ？　あんなの見たことないですよぉ」

　空達が異世界の出と知らないプラムは、そのイメージの出所を気にするが──無視。

「つか、プレイヤーにだけ反映されるものは変更は容易たやすいんだよな？」

「あ、はいぃ、まだ術式を構築中ですのでぇ……空さまがイメージして頂ければぁ」

　ただし、とプラムが言い添えて続ける。

「姿や年齢、性別は変えられませんのでぇ……ご注意をぉ……」




　──女王はあくまで『王子様』の出現を願って眠りについた。

　自分を惚ほれさせ起こした相手を見て、写メ詐欺ばりの別物なら──また眠るだろう。

　それはいい、それより──

「名前を変えられるなら、俺の名前は『こ○みまん』にしてくれ」

「……にぃ、全能力……五百七十三スタートは、チート……」

　半眼で指摘する妹に、だが空そらは不敵に笑ってちっちっと指を振る。

「公式裏技はゲーム規定内だ。それにアレ、何かすると即ノイローゼだから、一年目は休息でつぶれてイベントは全部取り逃す……デメリットもちゃんとあるんだぞ？」

「……じゃあ、白しろ、は……『せ◯ぽぬめ』が、いい……」

「……あの、それに何の意味があるんですぅ……？」

　そんなやりとりの中──空のイメージを反映させ空達プレイヤーの、今度は姿が変わっていく。

　空は、普段の『Ｉ♥人類』シャツの上に、ブレザーを羽織っただけの姿に。

「……ふむ、少々息苦しい服ですな」

　同じく男子学生服に身を包んだ──九十八歳筋骨隆々のジジイが隣でこぼす。

「……筋肉で盛り上がってパッツパツの制服か……悪夢に見そうだ」

　そうこぼして空は視線を地い獄のから天国パラダイス側へ──即すなわち女性陣へ向ける。

　隣に立つ白は、いつもの黒一色ではない──色鮮やかな女子制服。

　──女王のイメージが混ざったか空のイメージより若干露出の高いセーラー服だった。

　そして、その周囲には、同じセーラー服のいづな、ジブリール、そして巫み女こが──

「……巫女さんのセーラー服姿か。素晴らしくイイが……」

「なんやの、文句あるのん？」

　長い金こん色じきの髪をかき上げ、白と同じ鮮やかなセーラー服に身を包んだ巫女が言う。

　二つの尾が揺れ、持ち上がるスカートから覗のぞく脚がなんとも眩まぶしい──だが。

「……巫女さん、そういや、何歳なんだ？」

「女に年齢聞くんは失礼やって、教わらへんかったん？」

「そうだな……ところで、東部連合を作ったのは巫女さんなんだよな？」

　ぴくり、と。巫女が反応する。

「物心ついた時からとも発言した。いづなは八歳、物心ついてる。五十年はんせいきで急成長した東部連合──東部連合の完成まで要した時間を換算しなくとも、最低でも五十八歳──」

「ええこと教えたろか人類種ハゲザル。獣人種ワービーストは、特に『血壊』個体は、老化が遅いんよ」

　空の的確な推理を遮さえぎって、眩しい笑顔で巫女が言う。

　──そして剣けん呑のんな笑顔を浮かべ、聞き惚ほれるような声で、




「〝おばはん〟呼ばわりしよったら──わかってるやろね♥」

「──ふっ……巫み女こさんこそいいことを教えてやろう」

　だが空そらは、それを正面から受け止め、答えた。

「見た目が全てッ！　巫女さんは、仕草と口調のせいで、年上に感じられるが、見た目は精々でも二十歳の美少女──ならば実年齢なぞ飾りにすぎんとです。人類種イマニテイの常識だ」

「……あなたの、常識ですわよ」

　そう聞こえたステフの声を華麗に無視し、空は隣を指さした。

「つーか、そこに〝六千歳オーバー〟もいるし、気にすることじゃないだろ」

「あ、マスター、私わたくしは、正確には〝六千四百七歳〟でございます」

　物珍しそうに自分の服を眺めていたジブリールが、笑顔で答える。

　こちらは、腰の翼によって上うわ衣ぎが持ち上げられ、へそがチラ見えし、これまた以下略。

　そして一方で──

「……ところで、一つ宜よろしいですの？」

「ん──なんだ、ステフ」

「なんで私だけ、ソラやいのさんと同じ──男性服なんですの？」

　──そう。

　白しろに、ジブリール、巫女に、いづな。

　全員が女子セーラー服だったが、ステフだけは──空といのと同じブレザーだった。

　深く頷うなずいて、空がその深慮を語る。

「良い質問だ──〝将を射んと欲すればまず馬を射よ〟だ」

「……はい？」

　真剣な面持ちで語る空に、全員が注視する。

「──まず全員を男装させなかった理由は〝二つ〟」

　指を立て、語る空に、

「一つ、メインヒロイン攻略するなら、その友人となる──女性の協力が欲しいからだ」

「……サラッとゲスい発言しよるなぁ……」

　白目を剥く一同を代表して巫女がその感想をこぼした。

　だが無視して、空は二本目の指を立てて、続ける。

「そして二つは──そもそも女王が〝男に興味がない〟という罠わなを考慮してだ」

「……女王は生殖能力がある男性を求めてるって言いましたよねぇ……？」

「信じるに足る根拠はない」

　同じく白目でこぼしたプラムに、きっぱりと空は断じ、更に続ける。

「次にステフを男装させた理由だが──ステフはコミュ力が高く、情報通になり得る」

　単純に政治力でいうなら巫女も候補に入れても良かったが。

　空は直感から、交友力はステフのほうが高いと判断した。

「好雄くん的な情報力、交友力がある男友達が味方に欲しかった──んだが……」

　と、空がステフに向き直って、深いため息をついた。

「……どっちかっつーと……伊集院になったな……」

「──はい？　よくわかりませんけど……」

　──赤毛に、整った顔立ち。

　見るからに上流階級の、見目麗しい青年──男装のステフが首を傾かしげる。

　嫌味のない、己の容姿に無自覚そうな、だが文武両道、家庭的な面まで持ってそうな。

　社交力があり、行動力もあり、かつ──強い意志を湛たたえた青い眼まな差ざし。

　しかしその奥に、深い優しさ、忍耐強さまで覗のぞく──そんな好青年が。

　──率直に言えば。

　空そらが思わず殴りたくなる、非モテせかいの敵──リア充じゆうイケメンの姿に、再度ため息をつく。

「……イジューイン？　誰だれですの？」

「……初代ネタ……気に、しない……」

「……つか、もう爺じいさんじゃなくステフに口説かせたほうが早いんじゃね？」

「は？　いや、私わたくし、女性を口説くなんて──それに、その……ソ、ソラが──」




「……あ、術式の構築が完了したようですぅ」




　　　■■■




「おほん、では改めてオープニング──そして女王さまの意識を投入させますぅ」

　プラムの宣言と共に、空中に巨大なスクリーンが投影された。

　先程脳内に差し込まれた駄作ＰＶが、軽快なＢＧＭと共に流れ出す。

　ナレーションと共に校舎や教室のピンナップが映された後に場面は中庭へ移り、放射状に無数の枝を伸ばした巨大な深紅の珊さん瑚ごを、カメラがアオリ気味に映した。

　ナレーションが淡々と解説を入れる。




『海立かがやき高校……ここには伝説の珊瑚の下で告白すると〝真実の愛〟が──』

　どこかで聞いたようなフレーズに、空は半眼になって唸うなった。

「……なあ。伝説の木ならまだしも、伝説の珊瑚ってのは一体何なんだ……？」

　古木の下で告白、はわかる。

　鐘の音の中や桜の舞い散る坂も、まだいいとしよう。

　しかしいくらなんでも『伝説の珊瑚の下』はないのではないか。

「そう言われましてもぉ……海の中に木なんてないですよぉ……」

　──つか、珊瑚って近くで見るとかなりキモいだろう。

　と空は思ったが、そんな内心とは関係なくオープニングは続いていく。




　──しばらくして。

　退屈なナレーションが終わると、今度はポップな音楽が流れ出した。

　ピンク色の背景に『伝説の珊さん瑚ご』の下、長い青髪を波打たせる人魚が映る。

　──女王だ。

　制服姿の女王──ライラが、静かに踊るように巨大な赤珊瑚の下を泳いでいる。

　豊かな肢体を包む鮮やかな制服は海水に揺られてはためき、女王の持つ色気をより引き立て、短いスカートから伸びる鱗うろこの尾っぽが、水を叩たたく様さえ艶なまめかしく感じられた。

　女王は何やら物憂げな眼まな差ざしで、何かに焦がれるように宙へ手を伸ばし──




「Ｌａ────♪」




　謡った。

　──その歌声を耳にした全員が、一斉に息を呑のんだ。

「まあ……！」

「ほう、これはこれは……さすが、美人は歌まで違いますな」

　ステフやいのが感嘆の声を上げる。

　姿を見ただけであらゆる者を魅了する女王。

　その歌声は、聴く者の魂を、麻薬的な快感に痺しびれさせる美声だった。

　……空そらと、白しろを除いて。

　空と白は興味のなさそうな顔でスクリーンを眺め、

「こっちのセンスが変なのかもって気がしてきたな……」

　歌声自体はともかく──。

　ポップな歌や映像と、扇情的なポーズや切なげな表情がまるでちぐはぐ。

　まあ、それ以前に、女王に色気がありすぎてセーラー服が全く似合っていない。

　あたかもアラサー女子（笑）のコスプレ女子高生状態なのだが──

「ま、趣味は人それぞれだが……あれを攻略しろってか」

　やる気出ねぇな……、と空は小さくため息をついた。




　　　■『一日目』■




　──唐突に、一同の視界に『一日目』という表示が現あらわれる。

　空と白には見慣れたものだが、他ほかの一同の為ためにプラムが説明する。

「えっと、目の前にいくつかの『コマンド』が表示されてると思いますが、それを使ってある程度の行動選択ができますぅ……例えばプレゼントをあげたりですぅ」

　プラムの言葉に、しかし空は首を傾かしげて、

「つってもこれリアル恋愛ゲーだろ？　好感度的な隠しパラメーターもないんじゃ……」

「……にぃ」

　ぼやいた空そらに、白しろがすっと何かを差し出す。

「……コマンド……プレゼント……にぃ、好感度、あが、った？」

　何かを期待する目で尋ねる白に、空は苦笑を返して言った。

「すまんな妹よ。おまえに対する好感度はカンストしてるから、いまさら──」

「ではマスター、僭せん越えつながら私が──」

　とジブリールが乗っかる。

　そのやり取りから目をそらしつつ、プラムが説明を続けた。




「その……表示されてるコマンドの中に、ハートマークが二つあると思いますぅ」

　一同が確認すると、すぐにそれは見つかった。

　いくつかのアイコンが並んだパネルの一番左下。

　普通のハートマーク、そして並んで、『＋』とついたハートマークがある。

「そのハートが、告白コマンドですぅ……どう告白するかは皆様の自由ですがぁ、これを選択して〝フラれたら〟『敗北』と見なされますぅ……で、＋とついてるのが──」

「おまえの〝惚ほれ魔法〟──チートコマンドだな。ＯＫ、状況はつかんだ……さて」

　と、空が早々とシステムを理解し、いのに向き直る。

「そんじゃ爺じいさん、三十人の嫁と結婚したならどーせそれ以上の数食ってんだろ？　その忌々しい加◯鷹たかも真っ青なテクで、ちゃちゃ～っと、女王を堕おとしてモノにして来いや」

「甚はなはだしく気に入らない言い方ですが……」

　顔をしかめるいのに、だが続いて──

「自慢の恋愛テク、楽しみにしてるでぇ、初はつ瀬せいの」

「……じーじ、頑張れや、です」

「はっ！　巫み女こ様の命令とあらば……！」

　放たれた二つの声援に、いのは畏かしこまって応こたえ、空の方へ向き直った。

「……しかし空殿、先ほどから黙って聞いておりましたが、将を射んと欲すればまず馬を射よだの、協力者だの情報通だのと、全く理解に苦しみますな」

「……なにぃ？」

　眉まゆ根ねを寄せてこぼす空に、いのは肩をすくめて続けた。

「……まさか空殿、女性の趣味趣向を無視し、こちらの好みを押しつけたり──ましてや相手が望むように演じるのが『恋愛』だと思っておられるのではないでしょうな？」

　……ぶっちゃけ、そう思っていたが。

「というか、少なくとも『恋愛ゲー』はそうだと思うが」

　言葉に詰まった空に、いのは真剣な眼まな差ざしを向け、

「ふぅ……なるほど。でしたら私に任せたのは賢明でしたな。格闘ゲームを極めても格闘家になれないように恋愛ゲームを極めたところで現実の恋愛はできぬということですな」

　──その通りだが、なんだろう。

　その自信が、山と女を食ってきた実績に基づくことに、イラっとする。

「空そら殿が何な故ぜ童貞の──非モテコミュ障のどうしようもない男か、わかりますかな？」

「……ジジイ、ジブリールにおまえを宇宙の彼方かなたにでも転移させるぞ」

　空が険悪な眼まな差ざしを向けたが、いのは構わなかった。




「〝恋愛は駆け引き〟という者もいますが──であれば、なぜ空殿にできぬので？」

「………………ぬ？」

　──〝駆け引き〟であれば。

　己いのなど遥はるか超えて、やれるだろうと。

　暗に空の実力を全面的に肯定した正論を語るいのに、空は言葉を呑のむ。

「なるほど愛の形はそれぞれ。ですが……究極的には〝想おもいを伝える〟に尽きるのです」

　そして、と。

　いのは鋭い目で、空を見据える。

　──果たしてその目にあったのは、見下すような色ではなかった。

　皮肉でも、嫌悪でも、哀れみでも、軽けい蔑べつでもない。

　空がよく知る──眼め。

　元の世界で嫌というほど向けられた眼で──いのは言った。

「嘘うその上積みで生きる、ペテン師うそつきの言葉に、それを成す力はありませんぞ？」

　そう、それは──『不信』だった。




「しかしそうですな。駆け引きがあるとしたら、たった一つですな──すなわち」

　そう口にしたいのは、自分のコンソール画面に目をやり、

「〝先手必勝〟ですぞ」

　迷わず『告白ハートコマンド』を選択して──いのが駆けだした。




「「え──!?」」

　空達の驚きよう愕がくを置き去りに──。

　獣人種ワービーストの身体能力を遺憾なく発揮した猛スピードで、いのは突撃する。

　爆音さえ伴う踏み出しで駆けるいのの視線が捉とらえるは、ただ一つ。

　今まさに校門を潜ろうとしている女王──ライラ。

　数人のＮＰＣを取り巻きに歩くその後ろ姿へ向けて、いのは叫んだ。

「そこの美しいお嬢さんッ！　どうかお待ち下されッ！」

　戦場で名告を上げる騎士のような大音声に、ゆっくりと女王が振り返る。

　藍玉石アクアマリンのような淡い蒼あおの瞳ひとみが、いのを捉え──応こたえた。

「わたしのことかしら……？」




　──その僅わずかな言の葉さえもが、天の調べの如ごとく。

「…………ッ、無論！」

　一瞬、いのはゲームを忘れた。

　目の前の美女の些さ細さいな言葉や仕草が、いちいち彼の魂を溶かしにやってくる。

　だがいかんいかんと首を振って、いのは丹田に力を入れた。

　──惚ほれるのはいい。むしろ、惚れねばならぬ。

　奥歯を噛かみ締め、眼めに気合いを込める。

　──だが、呑のまれてはならぬ。相手を呑まねばならぬのだ……！

「美しい君よ、突然の呼び止めご容赦を。心あらば──私の言葉を聞いて頂きたい」

「あら──何でしょう？」

　にこり、と女王が微笑う。

　ただそれだけで、いのは心臓を鷲わしづかみにされたような気持ちになった。

　もう、何もかも放り出してしまいたい──そんな誘惑にかられる。

　女王の眼まな差ざし、女王の声、女王の表情、白い首筋。

　さりげなく胸に当てられた指の角度、ふわりと揺れる髪が落とす影──。

　そんなものが、えもいわれぬ至宝に思えて仕方がない……！

　──あるいはと、いのは思う。

　過去の挑戦者は、女王のこの美び貌ぼうに呑まれ愛を告げることさえできなかったのでは。

　それほどまでの美。暴力的なまでの輝き。

　なるほど、この女性を前にすれば、そこらの若造では口もきけないに違いない。

　だが、いのは……微笑を返した。

　──余裕ではない。すでに余裕などない。

　愛は駆け引きではない──そう、戦いなのだ。

　笑うという行為は本来攻撃的なもので、

　──獣が牙きばをむく行為が原点。




　おもむろに、いのは重々しく両膝ひざをついた。

　──愛は。

　祈るように両の掌を天へ突き上げ、そして勢いよく大地へと叩たたき付ける。

　──愛とは。

　両眼で力強く女性を睨にらむ──威い嚇かくではない。それは無言の宣戦布告。

　──この手で勝ち取るものなり。

　大地につけた両手と両膝をぴたりと揃そろえ、額を頭ず蓋がいごと深く押し下げる……！

　──それは。

　一分の隙すきもない。

　堂々たる──ッ、













「どうかッ！　この私とッ！　一晩、熱く情交しては頂けませんかァ───ッ！」

　──土下座であった。




　─────…………、

「「────────────はぁ？」」




　──それは、誰だれの声だっただろうか。

　あるいは全員の声だったのか。

　空そら達はもちろん、女王さえぽかんと口を開け呆ほうける中、だが構わずいのは続けるッ！

「あなたを一目見た瞬間から、私の心はマグマのように煮えたっているのです。ご覧ください！　私の逸いち物もつは鋼のように硬くそそり立っております──ッ!!」

「ひっ……」

　女王が息を呑のみ、笑みを崩して後ずさる。

　だがいのは一層声を張り上げ、押し通る……！

「おお、お許しください海の女王よッ！　だがあなたの美しさが悪いのだ！　あなたを一目見た瞬間から、あなたを抱き、貫きたいと思うこの情動が溢あふれてとまらぬのです！　この燃えるような私の気持ちを、どうか汲くんでは頂けまいかァッ！」

「ド、ドン引く間さえ与えない土下座押しだと──ッ!?」

　空そらは、戦せん慄りつした。

　まさか、これが、三十人の妻を娶めとった男の必勝策とでもいうのかっ!?

　周囲が絶対零度にドン引く中、いのの熱き土下座攻勢は絶好調で続いていく。

「お願い申し上げます！　お願い申し上げます！　どうか情交を！　熱き情交をッ！」

「え、いや、その、ちょっと……あの……」

　眠りについて以来、夢に干渉され幾度となく愛を告げられてきた女王。

　あらゆる男を袖そでにし続けた女王も、こんなダイレクトなアプローチを受けたことは絶無だったのか、あわてふためいて校舎へ逃げようとする。

　だが──ッ！

「お待ちくだされェッ！」

　がしぃっ──と。

　いのの筋骨逞たくましい手が女王の腕を掴つかんで引き留める。

「いや、ちょっ、放して──！」

「放しませぬっ！　放しませぬぞ我が胸の高なり、我が股また座ぐらの熱さを知って頂きたいッ！　老いたる卑小な我が身なれど、命賭として必ずや満足させてご覧にいれましょうッ!!」

「いやあぁぁぁぁぁぁぁっっ!?」

　────言葉もない。

　もはや犯罪すれすれ──いや、完全なる変態行為が眼前で展開されていた。

　絶対零度以下の温度が存在すれば、まさにそれが観戦していた空達の空気だった。

「…………いや、でも」

　距離を置いて眺めていた空が、恐る恐る巫み女こに問う。

「あの爺じいさん、あのやり方で三十人の妻を娶ってんだよな……？」

「……いや、知らんよ。なんであてを見んの」

「いや、獣人種ワービーストの女はああいうのが……」

（ええわけあらへんやろっ!?　あてかてドン引きやわっ!!）




「いやっ、ちょ、放して！　放してってばぁっ！」

　悲鳴とともに女王、いのの腕をどうにか振りほどいた。

　そのままぱっと身を翻ひるがえし、人ひと混ごみをかき分けて校舎の中へ、尾を一打ち去っていく。

「お待ちくだされ女王よ！　女王よぉぉおおッ!!」

　おぉ……おぉ……──

　ぉー……──

　……ぉ──

　いのの悲痛な叫び声は青い海中へ高らかに反響し──そして消えていった。

　後に残されたいのは、がっくりとうなだれ、その場から動こうとしない。

　──その様に、誰だれもが失望という言葉を胸に抱いた。

「……もう、ダメだろこれ」

「…………」

　──空そらの言葉に、反論する者は誰もいない。

「……ま、まあ、まだフラれてはいないんだよな、アレ？」

　土下座押しで迫せまったいのだが、女王も正式に、いのをフッたわけではない。

　よって、システム的にゲームは──夢は続くはずだが……。

　空の確認に、プラムは躊躇ためらいがちに応こたえる。

「……というかぁ、それ以前にアレを告白と見なすかって問題だと思いますけどぉ……」

　プラムの言葉に頷うなずいて、空は言った。

「──じゃ、とりあえずふつーにプレイするか。コマンド選択……『下校』、と」

「──え？」

　目を丸くする一同に、空は首を傾かしげて、

「え、だって学校だぞ？　めんどくせぇじゃん。明日から頑張るよ」

「……こくこく」

「……あんたら、なんでこの舞台を指定したん？」

　ぽつりとこぼれた巫み女この言葉に、だが答える声はなかった……。




　　　■『二日目』■




　目覚めると、日付と『登校』コマンドが目の前に表示されていた。

　コマンドを選択すると、視界が切り替わった。

　気がつくと──空は、白しろと共に通学路を歩いていた。

　ここまでの過程──朝食を食べて、制服に着替え、家を出る。

　その諸もろ々もろが省略されているが、実行した記憶だけは曖あい昧まいに頭に残っている。

「……にぃ、おはよう……」

「おはよ……っても俺らこの中でも〝兄妹きようだい設定〟だから朝から一緒だったと思うぞ」

　ついでに言えば同級生設定でもある。

　十八歳と十一歳の同級生──飛び級を重ねたと無理矢理解釈する。

　と、空と白が、ＮＰＣ達に交じって登校していると、後ろから声がかかった。

「──あ、ソラ。お、おはようございますわ」

「おー……？」

　振り返ると、ステフ（男装）が立っていた。

　空は挨あい拶さつに応じて片手を上げ、それから眉まゆをひそめて言った。

「……おはよう。つかそのカッコで女言葉遣うとちょっと気持ち悪いんだが」

「勝手に設定したのはそっちじゃないですの……」

　険悪に眼めを細めたステフが、鞄かばんの中から分厚い紙束を取り出して空そらに突きつけた。

「……なんだこれ？」

「このゲーム内における、女王様のプロフィールと連絡先ですわ。それと……彼女の校友と思われる役柄のキャラクターのデータも、簡単にですけど、調べておきましたわ」

「──え、もう調べたのか!?」

　空は目を丸くして、渡された資料をぱらぱらとめくった。

　簡単に、とステフは言ったが、目を通したそれは。

　数十人に及ぶキャラクターの連絡先から趣味まで網羅した『資料』だった。

　──入学二日目でこの情報量。

　本家・好よし雄おくんも真っ青の早業に、半分呆あきれ混じりに空は尋ねた。

「つか、どうやって調べんだ、こんなの」

　だが、ステフはキョトンと、そしてさらりと告げた。

「〝社交界〟と同じですわよ。取り巻き数人に近づけば、趣味から悪態、陰口に男女関係まで筒抜けですわ。現実と違って多少突っ込んだ会話をしても後腐れないようですわよ？」

　────チッ。

「なんで!?　なんで私わたくし、今舌打ちされたんですの!?」

　凄すさまじいまでのコミュニケーション能力。

　期待していた働きとはいえ、あまりのコミュ力に感謝より先に苛いら立だちがつのった。

「いやすまん、つい……ま、まあ、参考にさせてもらうよ、ご苦労さん」

　と気を取り直して空が労ねぎらうと、

「──あ、あの、ところで今ので、その……〝好感度〟上がりましたの？」

　もじもじと、指先をつついたりしながらステフ（設定上は男）が言った。

「……はぁ？」




「いえ、今のプレゼントコマン──「「「「ステフさまぁっ♪」」」」──ヒャッ!?」




　突然、背後から甘ったるい声がかかり、ステフが悲鳴をこぼしてつんのめる。

　慌てて振り返ると、目にハートを浮かべ我先にと迫ってくる少女たちの姿があった。

「ステフさま！　ご一緒に登校いたしましょう！」

「ちょっとあなた馴なれ馴れしいわよ！　さあステフさま、こちらに──」

「え、ちょ、私まだ話が──だ、誰だれか助けてくださいですのおおおお────!?」

　群がる女子生徒に引きずられていくステフの姿を、空は半眼で見やり、

「…………そのまま地の果てまで追いかけられとけ」

　再度舌打ち、そのまま見捨てて学校へ向かった。




　──学校に到着すると、いのはまだ土下座していた。




　　　■『三日目』■




　いづなが『プレゼント』コマンドを使った──空そらに対して。

　差し出されたのは、サバ缶だった。

　だがいづなは、涎よだれをこぼしてサバ缶をガン見していた。激しい葛かつ藤とうがあったらしい。

　思わずいづな攻略ルートを検討しかけたが、かろうじて踏みとどまった。




　──登校時、校門前で女王とステフを見かけた。イベント発生だろうか。

　だがこちらはまだ知り合ってすらないので、スルーして教室に向かった。




　教室につくと──同級生設定か──空に近づいてきた女子制服姿のプラム。

「あ、あのぉ……みなさん、なんで女王さま放置してるんですぅ……？」

「攻略キャラの要求スペックに達してから攻めたほうがちょろく好感度稼げるから」

「……序盤……は、固有イベント以外……スルー……ステ上げ一択……」

　真顔で声を揃そろえた空と白しろの主張に、だがプラムは困った顔で、

「……そういうものですかねぇ……？」




　いのは、まだ校門で土下座していた。




　　　■『四日目』■




　巫み女こが『デートに誘う』コマンドを使った──空に対して。

　登校中、唐突に声を掛けられ、巫女が切り出した。

「この春限定っちゅー『桜珊さん瑚ごの公園』に興味あるんやけど、一緒に行かへん？」

　ＵユーザＩインターフエースを眺めて言っているらしい情報に、だが空は初耳だった。

「え、何それ、どこを見てんだ？」

「なんや気づいてへんかったん？　右下に小さい本みたいな記号あるやん」

「あ、ホントだ。オーシェンド通信──恋愛ゲーで巫女さんに後れを取るとは……」

「くふふ……で、どない？　桜珊瑚って、なんや、興味わかへん？」

「ああ構わんぞ。白もいいよな？」

「……ん、見て……みたい」

「どうせなら他ほかの奴やつも誘おうぜ。いづなとジブリールとステフ──プラムも行くか？」

「マスター『趣味』コマンドの中に『弁当作り』がございます。作って持参致します」




「……あの、皆さんホントにゲームの趣旨忘れてませんよねぇ……？」




　いのは、まだ校門で土下座していた。




　　　■『五日目』■




　部活選択の日だった。全員、満場一致で帰宅部を選択した。

　ステフだけは生徒会に入ったが、何な故ぜか恨めしそうな目で見られた。




　──下校時、白しろに袖そでを引かれて視線を上げると──

「……にぃ、あれ」

　同じく、下校する様子らしき、女王の姿があった。

「……帰宅、イベント……？」

「だろうな。まあ、面倒だし帰るぞ」

「……『一緒に、帰って……噂うわさされると……恥ずかしい、し』……」

「妹よ、そのワードは口にしないでくれない？」

　──若かりし日の記憶が蘇よみがえる。

　幼なじみだし、と何気なく一緒に帰ろうと誘ったら例の台詞せりふである。

「思えば俺の人間不信はあそこでスタートした気がせんでもない」

　慌てた様子のプラムが何か言っていたが、ハイハイワロスワロスで聞き流した。




　いのは、まだ校門で土下座していた。




　　　■『十日目』■




　来月開催という体育祭の打ち合わせがあった。

　ジブリール無双になるからと満場一致、登校直後、下校コマンドが選択された。

　校門を出たところで、空そらはついに『デートコマンド』を使ってみた。

　──巫み女こさんに対して。

「あー、えーと、みんなと一緒に『ショッピングに行かない？』」

「なんで棒読みやの？」

「いや、ただのお約束なんだけどな」

「っちゅーか、用もあらへんのに買い物に行って、なんか楽しいもんやろか？」

「……グルメ、フェア……やってる、みたい……」

「よっしゃ行こか、酒はあるんやろね？　あ、いづなも来るかえ？」

「魚か肉がありゃもちのろん、です」

「あ、もちろん私もお供いたします、マスター」

　ステフも誘おうとしたが生徒会活動が忙しいのか、下校する姿を見なかった。

　──『お金リツチ』を使い果たしたが、なかなかの味を全員が堪たん能のうした。




　いのは、まだ──以下略。




　　　■『十五日目』■




「──なぁ、そもそも何な故ぜ学校に行かなきゃならんのだ？」

　そんな空そらの呟つぶやきに、ついに一同が一つの事実に気づいた。

　そこからの行動は速かった。

　みんなで行ける範囲のデートスポットを制覇し始める計画を立て始めた。

　空と白しろは気合いを入れてドレスアップ姿で待ち合わせ場所にやってきたが──

「……しょ、ぼーん……」

　がっくりと肩を落とす白に代わって、空が尋ねる。

「……巫み女こさん……一応聞くけど、なんでそのカッコ？」

　時間ちょうどに現あらわれた巫女はジャージにサンダルという残念すぎる服装だった。

　おっさんの部屋着も同然のその姿に、しかし巫女は肩をすくめて、

「袴はかまに草鞋わらじがあらへんかってん。これ見た目は安いけど、動きやすうて楽なんよ。あんたらかて、ハイキングでスーツにドレスはおかしない？」

「ジブリールも何で水着着てきたのか聞かせてくれるかな」

「え、服装選択と出たので、一番普段の服装に近いものを選んだのでございますが」




　……ちなみに真面目まじめに学校に通っているステフによると、やっぱりいのは以下略。




　　　■『二十日目』■




　──そろそろ、全員が飽き始めた。

　久しぶりに気まぐれを起こして、真面目に登校してみた。

　すると何故か『ソラがステフ（男）を傷付けた』という噂うわさが流れていた。

　一体何事か尋ねようと、昼休みにステフを捜すと、

「…………ッ！」

　空の顔を見るなり、ステフが険悪に顔色を変えて逃げ出した。

「どういうことなの」

「……そういう……ゲーム、だし……」

　何もしなくても勝手に『爆弾』マークがつくのはまあ、仕様だ。

　だが何故それが──男（設定上）についているのか。

「おいプラム、システムに粗あらがあるぞこのゲーム」

「……それよりぃ、ホントにゲームの趣旨忘れてますよねぇ？」

　デバッグちゃんとしとけよと訴える空に、だが。

　プラムはただ遠い眼めで、悲しげなため息をついていた。




　──そして──いのは、まだ、校門で、土下座していた……──




　　　■『二十五日目』■




　特に何もなかった。

　そろそろ夏休みの日記後半のようになりだした。




　　　■『三十日目』■




　特になし




　　　■『三十五日目』■




　とくに略




　　　■『三十九日目』■




　──明日は登校してみよう。

　いのがどうしてるのか、そろそろ気になってきたし……──




　　　■『四十日目』■




　──曙あけぼのが、空を染め上げていた。

　照らされる校門前には、やつれ細りフジツボが張り、地と一体化した石像があった。

　荘厳な、神聖さをさえ漂わせるそのモニュメントは──

「……ま、まさか……爺じいさん、か？」

　久しぶりに登校した一同に、息を呑のませた。




　──最初はドン引きした空そら達も……もはや言葉はなかった。

　後光さえ差しそうなその姿は。

　確かに──紛まがうかたなく何より──男らしかった。

　……男は、ゲーム開始のその日から、毎日己の前を無言で通り過ぎゆく女王に。

　ただ、土下座を続けた。

　石像のように。微動だにせず。

　ことここにいたっては、言葉を尽くすこともない。

　いや、何よりも彼のその姿こそが雄弁に、そして大だい音おん声じように語っていた。

　すなわち──




　　ヤ　ら　せ　て　く　れ　と────!!

　その凜り々りしい姿に、空そらは男として敬意を込めて認めざるをえなかった。

　なるほど……恋愛は駆け引きではないのだ。

　──愛の証明なのだ。

　その老人は自らの言葉を体現してみせているのだ。

　だとすれば──己が恋愛を理解できぬのも大いに納得だった。

　空は──よろよろとその石像──いや、男に歩み寄り、震えた。

「小さい──なんて小さいんだ、俺は」

　その男と己を比べ、空はこぼした。

　たかだか──と思わざるを得ない〝恋愛〟の為ために、地に四十日居座れるか。

　空は、否と答えるしかなかった。

　奴やつは、いのは、自分を偽らず、恥を恐れず、己の心を剥むき出しに叩たたきつけている。

　コレ以上に、誠実な愛があろうか──いや、ないっ！

「そうか……これが、これが『愛』、だったんだな……」

「……断、じて……ちがう……」

　何かを悟ったように感涙すら零こぼれそうな空の呟つぶやきに、間髪容いれず白しろが反論する。

　だが──ふと。

　そんな聖像に。

　朝日を遮さえぎるように──影が差した。

　優雅に水中を泳ぎ登校してきたらしいその影の主を辿たどると──

　そこには、──女王が、いた。

　視線はまっすぐに空を横切り──聖像を──いや、いのを、見つめていた。

　──まさか。




「……嘘うそや──まさか……？」

　遠巻きに見ていた巫み女こが、思わずそう呟く。

　だが、女王はなおも、いのへと近づいていく。

　そして、いのの両頬ほほをそっと、手で包みこんだ。

　その瞬間……イキモノだったことをようやく思い出したように、石像が動いた。

　フジツボが、地が、こびり付いた石が剥はがれ落ち。

　優しく添え、顔を上げさせた女王の両手に、導かれるように、いのの顔が上がる。

　そして──聞くもの全すべてを虜とりこにするその声で──

　この世のどんな財宝より美しい笑顔を浮かべ。

　言った。




「……ないわー」




　──ですよね～……。

　全員の心の声がハモった。

「──くっ……」

　だが、このままでは終われない、といのは奥歯を噛かんだ。

　確かに──己の愛は突き放された。

　見事に玉砕した。塵ちりとなった。

　だが──ことここに至っては致し方ない──ッ！

　巫み女こに頼まれた責務を果たすべく──いのはＵユーザＩインタフエースからコマンドを選択した。

　──『＋』のついた、ハートマーク。

　即すなわち──プラムの〝惚れ魔法チート〟コマンドを。

　そして──

「──失礼します女王よッ！　ふん・ぬぅぅぅううううッ!!」

　がっちりと。取り組む力士さながらの力強さで。

　──女王の、おっぱいを揉もんだ。

　そう──プラムの〝術式〟を完成させる為ためのコマンドを、実行する。

「────えッ!?」

　瞬間、女王の周囲を赤い光が渦巻き、女王の目が見開いた。

　──同時。

「──あ、ぐっ──ッ」

　プラムが、眼めに複雑な模様を浮かべ、苦しそうに声を上げた。

　ごっそりと力を奪われたのか、黒い翼は一瞬血色に染まり、そして座り込んだ。




「……あ、あぁ……」

　だが、女王は、いのに乳を揉まれたまま、か細く声を上げていた。

　顔は朱色に染まり──目に見えて鼓動が跳ね上がるのが、空そら達にすら見て取れた。

「や、やりました──これで──ッ！」

　プラムも確信をもって、

「こ、これでぇ、いのさまがどんなにドン引きする下半身最優先の方でも、それによって女王さまがどんな感情を抱こうとぉ……それが──『惚ほれた』と認識されますぅッ！」

　どさくさに紛れて好き放題、だが疲れた様子で言い放つ。

　──つくづく酷ひどい魔法だと空も内心こぼす。

　だが過程はどうであれ、これで女王は『惚れた』。

　つまりはゲームは終了であり。

　──そして。

「──いや、いやいや。惚ほれるにしても違うから。ないから。ごめんなさいッ!!」




　──そう、きっぱりと、いのを振って。

　尾ひれを一打ち、女王は飛ぶように──校舎へと向かっていった。




　……。

　────…………。

　……かな～し～みの～……──

　そんなＢＧＭが空そらの脳内を流れていた。

　その男は、燃え尽きていた。

　白く──いや最初から白い毛並みだったが──真っ白に燃え尽きていた。

　インターフェースに表示される、『初はつ瀬せいの・敗北』の文字。

　だが、校門の前で、砕かれてなおなお、燃え尽きてなお。

　──女王の乳を揉もんだ体勢のまま男は──初瀬いのは、灰になっていた。

　よろよろと……空が歩み寄る。

　かけるべき言葉は、見つからない。

　──だが、それでも言わなければならなかった。

「ジジ──いや……初瀬いの。俺は、あんたを誤解していた」

　震えるような声で、空は言葉を探した。

「あんたは本物のでかい──男だ。あの女には……見る目のない女にはでかすぎた……」

　しかし、そのまま灰になって消えそうな、いのは。

　それでも──

「──いいえ空殿……私の愛が足りなかったのです。愛に、罪はありませんぞ」

　そう、言って──『振られた』故、全権を奪われゲームから脱落するいのは。

　燃え尽きた灰色から、透明色へと変わっていく──そして、

「いの……？　いの、おい、待ってくれよッ！　嘘うそだろッ!?」

　叫び、いのの肩を抱く空を余よ所そに、いのの体はゲーム内から消失していく。




　──こうして、初瀬いのの高校生活は幕を閉じた。

　いろいろ有ったようで土下座しかなかったその高校生活。

　もう一度、やり直せるなら、今度こそ悔いの残らない──

　──そんな女々しい最後の言葉が定番の場で、だがいのは、

「ふ……なにも、悔いはありませんな……次があれば、同じように、また──」

　いい笑顔で、きっぱりと否定し、空の腕の中から──消えた。

　──しん、と静まりかえった中、空は天を仰いで。

　男泣きに頬ほおを濡ぬらした。

「初はつ瀬せいの……あんたってヤツはどこまで──くぅっ」




　一人盛り上がる空そらを余よ所そに、だが他ほかの一同は冷めた目だった。

　──しらけるどころではない。

　いのは、別に死んだわけでも、消えたわけでもない。

　ただ夢の──ゲームの外へ戻されただけだ。

　だが空は、かけがえのない戦友を失ったように、震えていた。

「どういう、ことだ──…………ッッ!!」

　同じく白い目のプラムに、だが空は血を吐くように叫ぶ。

「どういうことだ必勝じゃなかったのか!?　あの男は──己の美学さえ捨てて!!　おまえらのため『チート』まで使ったんだぞ、なぜ……何な故ぜ──女王はヤらせなかったァッ!!!」

「──い、いやぁ……あの、いくらなんでもアレは、魔法も無理なのではぁ……？」

　──そうこぼすプラムの呟つぶやきも、もっともな話だった。

　巫み女この脳裏に、以前プラムが言った言葉が浮かんでいた。

　アレに惚ほれさせるなら、そこらの岩に惚れるほうが現実的に思えた。

　だが──……と。

　薄く笑みを浮かべる巫女を余所に、空は膝ひざ折り床を殴ってなおも猛たける。

「ふざけんなこれ以上の『男』がいるか──そうだろ白、巫女さん、ジブリールッ」

　吠ほえるように、ふられた声に。

　名前を呼ばれた三人は──ただ。




　──頷いた。




「……え、えぇ～？」

　三人の頷きに、ドン引きして一歩下がったのは、ステフ。

　一方プラムは、あまりの空の形相にたじろいでいたが。

　慌てて、窘たしなめるように、

「お、落ち着いてくださいぃ……こ、これは極端な例だっただけですよぉ……いのさまは、アミラさまから取り返せますし、もう一度空さまが普通にやってくれればぁ──」

　そう言って空の顔を──

　のぞき込んだ──

　プラムは──




「──……ッ!?」

　心臓を握り潰つぶされた。

　いや、そう錯覚した。

　そこに──今までの空そらは、いなかった。

　先ほどまで激げつ昂こうし、声を荒らげ腕を振りかざしていた男も、いなかった。

　ヘラヘラと笑みを浮かべプラムの頼みを聞いていた軽い男も、いなかった。

　そこにいたのは──プラムの知らない誰か。

　ただ不ふ遜そんに、薄い笑みを浮かべて……、

〝ワナにはまった獲物〟を哀れむ狩人かりゆうどの眼めの男。

　その男が、底冷えするような声で、ただ一言、言った。




「もう一度？　──なんで？」

　──だって……、

「……もう、こっちの……勝ち……」




「──え……？」

　一切の温度を宿さぬ眼でゆらりと立ち上がる男に、白しろが続いた。

　いや──白もまた……プラムの知らない──絶対零度の眼の少女だった。

　その豹ひよう変へんに──プラムは、一歩後ずさる。

　その二人を、プラムは知らない。

　だが、ステフも、ジブリールも、巫み女こも、いづなも……知っていた。

　知らないのは。哀れにも。よりにもよって──

　彼らを──空と白を──この兄妹きようだいを。

　敵に回したプラム達だけ。

　それは、逃げ場など一分も残さぬ策わ略なが完成した時の。

　──〝最悪の敵〟──『　　』くうはくだった。




「──もう十分だろ、巫女さん、ジブリール」

　ゆらりと後ろに視線を向けて問う空に。

「ああ、十分楽しんだで。もうええよ」

「確認致しました。いつでも──命令一つで」

　頷うなずく二人に、空が感慨のない声で。

　言った。

「ヤッちまえジブリール」

「──御意に」

　そう、一礼したジブリールの翼が開いた。

　──たった、それだけで。

　吸血種ダンピール数十人がかりで組み上げた術式──女王の夢に干渉する『魔法ゲーム』が。

　綿毛を飛ばすが如ごとく、容易たやすく消し飛ばされ──景色が、砕けた。
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　──空間が爆発した。

　外から夢ゲームを観戦していたアミラには、そうとしか感じられない衝撃が走った。

「……え？」

　──夢世界を破壊、目をさます一同を出迎えるのは目を丸くしたプラムとアミラ。

　プラム達が数十人で、血の供給まで受けながら編み上げた術式。

　それが、ジブリールの意志一つで、容易たやすく粉砕された──ことにではなく。

　起き上がり、続いた空そらの言葉によってだった。

「──ほい、王手。俺らの勝ちだな」




「……え、え～と、アミラちゃんにはちょっと状況がわかんないなーって☆　えーと？」

　そう引きつった笑みのアミラに、だが白しろ、そして空が。

　さらりと、簡潔に告げた。

「……〝セーブ中断不可〟……は……設定して、ない……」

「全員がフラれるまでゲームから抜け出せないとは決めてない。俺らがゲームを〝中断〟してもなんの問題もないんだよなぁ……【盟約】は厳密に交わしておかないとな～？」

　そう、つまらなそうに答えて起き上がる一同に、空が言う。

「さぁジブリール、もういいぞ。空気を戻してくれ」

「──御意に」

　こともなげに、一瞬で魔法の軌跡を指先で描いたジブリールに、

　──突然、女王の間を爆風が襲った。

　一瞬で水が押しのけられ、女王の間の中を──空気が広がった。

「……え……？」

　呆ぼう然ぜんとするプラムとアミラに、ジブリールが薄く嗤わらう。

「失礼……来た時に持ってきて、泡状に圧縮した大気を元に戻しただけでございます」

　水が押しのけられ、はね除のけられ、空気が生じた広間の中で。

「────かッハァ──ッ……ハッ……はぁ……ッ……は、はは……」

　──ここまで、夢の中以外では一言も発さず。

　平静を繕つくろっていた巫み女こが、表情を歪ゆがめ。

　長らくしていなかった呼吸が出来ることに、肩を上下させて笑う。




　一瞬で紅あかく染まった全身、体中から揮発した血の蒸気を立ち上らせて。

　──そして、さらりとネタを明かす。

「二十気圧の水圧にこない長時間、生身で堪こたえんの……『血壊』使ぉてもキツ過ぎやわ」

　あまりの辛つらさから解放された反動で、倒れ込みそうになる巫み女こは。

　だが意地で、何とかあぐらをかいて座り込むに止めて、頬ほお杖づえついて嗤わらう。

「────え？」

　意味がわからない顔のプラム、アミラ、そして──ステフ。

　だが取り合う様子なく、仮面のように感情が抜け落ちた空そらが続ける。

「──だが〝それほどの水圧がありゃ血は体外に出ない〟──『血壊』を使ってる痕こん跡せきも残らず、悟らせず連中の心音を読み放題──お疲れ巫女さん。結論を聞かせてくれ」

　──その顔に、

「……人使い荒いやっちゃなぁ……まあ、ええよ」

〝味方でよかった〟と心から思って、薄く笑って巫女は答える。




「そこな海棲種セーレーン──女王起こして欲しなんぞ微塵も思てへんよ」

　──その言葉に、アミラの表情が、明確に揺らぎ、

　そして更に……と続いた言葉に、今度は明確に凍り付いた。

「空あんたのカマかけ──女王が設定した〝掛け金〟に頷いたんも嘘やった──あーあと」

　そんなアミラとプラムの反応に気をよくして、苦しげに笑って。

　巫女は、空に優しい眼めで、続けた。




「あんたを好みやイケメンやって言うたはったんも、ぜ～んぶ嘘やわ」

「さすがに気づいてたよそんくらい──……ちくしょう」

　空の反応に、楽しそうに笑って。

　そして──アミラとプラムを小こ馬ば鹿かにするように、

「……あての五感、海ん中やったら封じられるとでも思てた？」

　苦しそうに、だがとびきりの嘲りをこめて歪ゆがめた顔で嗤う。

「──あてもなぁ、伊だ達てや酔狂で獣人種ワービースト『全権代理さいきよう』名告ってるんとちゃうんやわ」




　努めて傷ついたことを悟られまいと空が、視線を移す。

「はいマスター。こちらも間違いございません」

　その視線を受け止め、恭しく空の前に傅かしずいて、ジブリールが答える。

「プラムが編んだ術式は、正確に、確実に、女王を惚ほれさせるよう正常に発動」

　──そして──今度はプラムが凍り付く番だった。

「──間違いなく正常に作動し、女王は確実にその影響を受けました」

　──偽装されてる可能性。

　無言でその確認をとる空に、だが笑顔でジブリール。

「ご心配なく。その為に一度巫女さまに実演させたのでございましょう？」

　笑い返して空、最後にと──白しろに向き直り。

　だが一切の言葉を交わすまでもなく。

「……ん……、全部……おぼえた……」

　──そのたった一言で、白しろは兄の要求の全すべてに応こたえる。

　それぞれの答えに満足いったように、空そらが一つ頷うなずいた。

　そして相変わらずのヘラヘラとした笑顔で。

　だが、その笑顔に──前髪から落ちた影と鋭すぎる眼光が。

　猛獣に睨にらまれたと思わせるには十分な顔で、空が言う。




「──なあ、吸血種に海棲種おまえら。本気で〝俺ら〟を餌に出来ると思ったか？」




　その言葉に、僅わずかにプラムとアミラ。二人の目が泳いだ。

　それを、空に、まさか〝図星〟と悟られないと思っているなら──あまりにも──

「え、え、あの、ど、どういうことですの？」

「…………？」

　状況を理解してない様子のステフといづな。

　不思議そうにキョロキョロ相互を見回す。

　だがこれ以上の説明をする気はないのか、パンと手を叩たたいて、空は踵きびすをかえす。

「さぁ、帰るぞジブリール、浜辺まで戻ってくれ」

「御意に」

　ジブリールが羽を広げ、光輪を回す中、慌てたように一同がジブリールに触れる。

「え、あのぉ！　ま、待ってくださぁいぃ！」

　同じく、慌てて駆け寄ってきたプラムを、

「察しがいいな吸血種ダンピール──哀れな使いっ走りひがいしや役はもういいのか？」

　出迎えた──薄い空の笑みに、ゾクリとプラムの背を寒気が奔る。

　──アミラが声をあげる。

「え～？　いのさまは～〝こっちにある〟よ～？　もう帰っちゃっていいのかな～♥」

　アミラの側で、足下でぐったりと横たわるいのに、視線が集まる。

　いづなの視線が不安げに、そのいのの姿と、空達を何度も往復する中──

　だが、空がさらりと言い放つ。

「ああ、いいんだよ」




「だってお前……いのに手ぇ出せばどうなるか──わかってんだろ？」

　見開くアミラの眼めを見返し、嘲あざけるように空が嗤わらった。

「俺を相手に馬鹿のフリとか──ナメるのもいい加減にしとけよトーシロ」

　そして、踵を返し、

「──また来るぞ海棲種セーレーン。〝俺ら〟をナメた代償──高くつくぞ？」

　ジブリールの空間転移によって、アミラといのを残した全員が跳躍した。




　　　■■■




　浜辺に戻った一同。

　とっくに日が沈み、赤い月と無数の星と──焚たき火が照らすだけの砂浜。

　潮しお騒さいと焚き火から上がる火花の音だけが響く中、空そら達が楽しげにこぼす。

「お、白しろ、そろそろ焼けたんじゃね？」

「……熱帯魚……って、食べられる、の……？」

「〝レリテ〟という海水魚でございます。味はそこそこイケるそうでございますよ」

　──オーシェンドから、ジブリールの空間転移で浜辺に戻った一同。

　大量の海水ごと空間転移したため連れてきてしまった魚を、空達は浜辺で焼いていた。

「くかぁ──っ……一仕事の後の酒のアテにはちょうどええね……どうせなら──」

　くいっと杯をあおり魚をついばむ巫み女この台詞せりふを、空が引き継ぐ。

「どうせなら〝油揚げ〟が良かった──とか？」

「──なんであての好物知ってるのん？　言うたっけ？」

　きょとんとする巫女を余よ所そに空と白は笑う。

　そんな和わ気き藹あい々あいな光景から一歩下がったところから──

「なん、なんですの……どういうことですのよッ！」

　一切、理解出来ないでいる様子のステフが怪け訝げんに叫ぶ。

　その隣には、俯うつむいて無言のいづな。

　そして更に少し離れたところで──プラムもまた無言だった。

　そんなステフを一いち瞥べつして空、焼いた魚にかぶり付きながら。

　言った。

「どうもこうもない──プラムが俺らをハメようとした。それだけだ」




　──目を丸くし、プラムを見やるステフに答えるように、

「いつから気づいていたのか──ってか？　プラム」

　……いや、俯いたままのプラムに──嗤わらうように空が続ける。

　おそるおそると、視線を上げたプラムに、苦笑してなおもさらりと空が言う。

「〝最初から〟だ──おまえの話は、徹頭徹尾おかしかった」

　倣ならうように白と、巫女と、ジブリールだけが薄く笑った。

　──なるほど吸血種ダンピールと海棲種セーレーンは共生関係にあった。

　女王が眠りについたことでその関係は破は綻たんし、滅びに瀕ひんしている。

　ジブリールの言、プラムも反論はなかった──だが。

　つまらないギャグを聞かされたような苦笑を浮かべ、空が言う。

「〝確実に起こせる魔法作ったから助けて〟──ははっ、ありえねぇな」

「……え？　ど、どうしてですの？」

　一人ついていけない様子のステフに、だが不思議そうに空そら。

　焼き魚の刺さった串くしを差し出し──




「必勝の手と嘘ついて無理ゲーにハメて身み包ぐるみ剥はいだ方がウマいだろ、食わねぇの？」

「────…………」

　えげつない発想を、笑顔で言い切る空に思わずステフの顔が引きつる。

「──とはいえ、〝気がかり〟はあった」

　焼き魚を頬ほお張ばりながら、空は続ける。

「俺には、プラムが嘘うそをついてるように見えなかったんだよな。同じ部屋にいたいづなも、嘘の反応を読めなかった様子だし──ってそうだ。いづなぁ、魚いらないのか？」

　プラムに最初に会った夜を思い出しながら、串を差し出し言う空に、

「…………いらねぇ、です」

　少し離れたところから、ただ小さくいづなが首を振る。

　続いて対面に座って酒をあおる巫み女こも──だが眼めを閉じ首を振る。

「そう、だから念のため巫女さんとこにも連れてったが──やはり嘘はなかった」

　ジブリールが警戒した中なら、嘘を偽装する魔法の類は看破される。

　なら獣人種ワービースト最強の〝巫女〟を前に、嘘があれば確実にバレると踏んだ。

　だが──と着々と魚を火に掛けながら、

「そこでプラムが披露したのはなんと──〝本当に確実に惚ほれさせる魔法〟だった」

　──火に照らされ、何ど処こか楽しそうで。

　だが、不気味に揺れる笑顔で、空が続ける。

「本当に必勝の魔法を持ってたわけだ──なら何な故ぜ俺らに助けを請うか」

「そ、それは、要するに嘘がなかったってことじゃないんですの？」

　本心から、ただ助けて欲しかった、ということになるのでは──？

　そう問うステフに、だが串を手で弄もてあそびながら、空が応こたえる。

「そう、嘘がなかった──〝それこそが問題になる〟んだよ」




　──と、膝ひざ下したの白しろに視線を落とす空に応え、白が口にする。

「……ＵＴＣ協定世界時６／20 22：42……〝にぃ〟……」

　まるでレコーダーのように、一字一句正確に──

「……『そのゲームにノってやることで、俺らはどんな対価を得るんだ？』……」

　ケータイを元に〝元の世界〟の標準時刻に沿って──時系列、イントネーションまでも『完全に記憶』する白が、空の言葉を〝再生〟に等しい正確さで紡ぎ、一同は目を剥むく。

「──で、そう言った俺に対してプラムはなんて言ったっけ？」

「……ＵＴＣ協定世界時６／20 22：43……〝プラム〟……」

　無表情に、淡々と。

「……『ぇと……オーシェンドの海底資源三割の提供と、恒久的友好関係の締結ですぅ……そ、それとぉ……あのぉ……ボ、ボクを自由にしていいですぅ』……」

　今度はプラムの言葉を〝再生〟して応こたえる白しろに、苦笑して空そら。

「そう──〝ここ〟だ。嘘うそはない──だが〝真実もない〟んだよ」

　空が手で弄もてあそんでいた串くしを、ステフにビッと向けて、




「ステフ、連中のゲームに『全すべて』を賭かけることにおまえ、突っかかってたな」

「え、えぇ……だって助けを請われたのはこちらですのよ？」

「そう、おまえは正しい」

「──え、あれ？」

　平然と言い放って、魚にかぶりつく空が悪びれる様子もなく続ける。

「必要な情報を引き出すために否定した。お詫わびにステフの違和感の正体を暴こう」

　ステフが抱いた〝おかしい〟としか表現出来なかった違和感、それは──




「この『ゲーム』はな──『競馬』みたいなもんだ」

「け、競馬？　馬のレースに賭けるアレですの？」

　この世界にも競馬があってよかった、と内心頷うなずいて空。

「競馬は、馬をレースさせどの馬が勝つかを当てる『ゲームギヤンブル』……だがその根本はあくまでもレースのほうであって──つまり〝騎手が競うゲーム〟だろ」

　わかりやすく言うならそれは。

「競馬は──〝騎手のゲームを材料に行う賭と博ばくゲーム〟──二重のゲームだ」




「騎手達おれたちは女王の愛を求めてのレースれんあいゲームをしていた」

　だが──

「一方、アミラやプラムが提示した資源提供、友好条約は、あくまで〝女王の目覚め〟という馬券に対する〝賞金〟だった──競走レースと競馬ギヤンブルは、二つの独立したゲームなのに、俺らは馬としてもギャンブラーとしても参加させられてた──違和感があって当然だ」

　……なるほどと、ステフは息を呑のんだ。

　空の喩たとえに倣ならうなら、こちらはレースを行う騎手そのものだというのに。

　全てを賭けて自分の馬券を買わされ──二つめのゲーム〝にも〟参加させられていたのだ。

　だが空は、そんなステフの思考を読むように。

　──「問題はそこじゃない」と頭を振って。




「で、これが競馬だとして騎手達おれたちのほう──レースの『賞金』はどこだ？」

　意地の悪い笑みを浮かべ、プラムを見やる。

「……え、じょ、女王の愛……女王の目覚め、じゃないんですの？」

「──惚れさせたら惚れてあげる？　惚れた王子様のために起きてあげる？　──支離滅裂だし、女王が一方的に得するだけだろ。〝相互対等〟な勝者への掛け金は何処だ？」

　ようやく、ステフは、違和感の〝本質〟に行き着いた。

　資源提供、友好条約、プラムの身柄──どれも女王が設定したものとは思えない。

　なら、女王が【盟約に誓って】眠りについたゲームの。

　相互対等と判断した〝掛け金しようきん〟──勝利した騎手に払われる──

　──賞金については──

　────一度も言及されていないッ!?




　巫み女こが苦笑一つ、食べ終わった魚の刺さっていた串くしを手で弄もてあそぶ。

「この一連のゲームは二つの側面があるんよ。せやけど空そらはんが〝ゲームに勝った利益〟に言及したら、そこな吸血種ダンピールは、二重性にあえて触れんと答えよった。嘘うそはあらへん」

　だが──と笑って巫女が言う。

「嘘があらへんからゆーて──真実やとは限らへんのよ」

　そう告げられたプラムの心音に〝図星の音〟を聞き取り、巫女が薄く嗤わらう。

　だが空は大げさに、深く考え込むように──

「さぁ、そこで〝問題〟になる……なぜその二重性も言及出来なかった？」

　プラムを見やりながら、空が手で串を弄びながら言う。

「おまえは海底──巫女さん、いづなの五感が封じられると思ってた場所に着くまで言及を避けた。〝アミラがノーリスクと言っている〟と、たった一言が、何な故ぜ言えなかった？」

　と、空達の背後で、せっせと魚さばき、串に刺して味付けしていたジブリールが。

　塩を塗り込んで串に通した魚を空に渡しながら。

「──彼女プラムがそれを口にすれば『嘘』になるから……でございますね」

　薄く笑みを浮かべ、その疑問に答えた。

　頷うなずいて空、ならばそれが意味することは──と、白しろに目配せする。




「……ＵＴＣ協定世界時６／20 04：28……プラム……『ボク達の種族を助けてくださいぃ！』……」

　げっ歯類のような小口で魚をかじりながら、器用に白がプラムの。

　──最初の台詞せりふを〝再生した〟。

「これが嘘じゃないなら『ボク達の種族』──つまり吸血種ダンピールを助けて欲しいわけで」

　それはつまり──

「吸血種ダンピール──だけを──助けて欲しいってこと──さて、その方法論は？」

　眼めをガラス玉のように丸めるしか出来ないステフを余よ所そに、空。

　手で弄んでいた串を一つ──浜辺に座り込むプラムのすぐ側そばに、串を投げ刺す。

「さぁ、これで判断材料は全すべて揃そろったな？」

　一つ──また一つと同じように串を投げ刺して。

「疑問は、三つ。結論は、一つ」

　計三本の串が刺さった浜辺を見やり、空そらが告げる。




「──心の準備はいいかプラム？」

　そう告げた空に応こたえるように。

　──焚たき火の光と、朱い月、星明かりだけが照らす中。

　妖あやしげに四対の眼めが、それぞれ独特の光を放った。




　最初に動いたのは、巫み女こ。

「──なんで、ゲームの二重性に関かかわる事柄への言及を避けたんやろね？」

　巫女が放った串は、風切り音をあげ空の一本目の串を捉とらえ──二つに割る。

「嘘をつけないからだ」

　答える空に、続いて動いたのは、ジブリール。

「何な故ぜ、惚ほれさせる魔法があるのに、助けを請うのでございましょう？」

　ジブリールの放った串は、衝撃波ソニツクウエーブを伴って、空の二本目の串を捉え──砕く。

「プラムは、嘘うそをつけないからだ」

　答える空に、最後に動いたのは、空の膝ひざ上の白。

「……そもそも……何で──嘘ついたら……ダメ、だったの、か」

　白が放った串は、弧を描いて、空の三本目の串の芯しんを捉え──繋つながった。

「嘘をついたら──バレるからさ」

　──そう。

「これが『競馬』なら、忘れちゃいけない──賭かけてる馬はそれぞれ違うのさ」

　海棲種アミラが賭けていたのは──女王。

　吸血種プラムが賭けていたのは──空達。

　二つのゲーム。二つの思惑。

　そして以上全てを踏まえると。

　結論はそう──『一つ』だ。

「海棲種セーレーンは〝起きない女王ゲーム〟を利用し〝人類種イマニテイを餌えさ〟にしようとした」

「な────ッ」

　驚くのは、だがステフだけ。

　海棲種セーレーンは、空が最初に言った通り。

　必勝と嘯うそぶいたゲームに空達──人類種イマニテイ全権代理者を誘い込み。

　種の危機を、新たな『繁殖材料』──人類種イマニテイを得ることで回避しようとした。

　だが──

「吸血種ダンピールはそれを更に利用、海棲種セーレーンを裏切り──〝吸血種ダンピールの解放〟を目もく論ろんだ」

　そう──プラムは女王を惚ほれさえ、本当に起こそうとした。

　だがアミラは──そうではないのだ。

「獣人種ワービーストがいる中で嘘うそはつけない、だが二つの思惑があるから真実も言えない」




　相変わらず、ステフだけが言葉無く、ただ絶句する。

　だが──それに待ったをかけるように空そらが手をかざす。

　──〝本番はここから〟というように。

「さぁ、それじゃ思い出そうか。女王のゲームに勝った場合の『賞金』は？」

　楽しそうにそうプラムに笑いかける空が、視線を動かす。

　そして──月光の下、妖あやしいまでに鋭く、四対の眼めが語る。

「アミラ──海棲種セーレーンが女王が目ぇ覚ますんより、現状維持を選ぶ程のもんで？」

　妖よう艶えんな黄金の眼で、巫み女こが薄い笑みを浮かべて。

「プラム──吸血種ダンピールがそれを得れば『解放』されると踏んだ程のものでございますと？」

　無機質に琥こ珀はくの眼で、ジブリールが嘲ちよう笑しようを浮かべて。

「……海棲種セーレーンの、存続に関かかわり……吸血種ダンピールの権利……取り返せるもの……」

　無感動に紅玉の眼で、白しろが同情的な微笑を浮かべて。

　順繰りに語ったそれぞれに。黒曜石の眼で、空が。

　無表情に──締めくくった。




「女王が賭かけたのは──『自分の全て』……正解だろ？」




　──プラムは頭を垂らし、ステフは、息を呑のんだ。

　現女王が眠った当時。彼女はまだ女王──つまり『全権代理者』ではなかった。

　だが今は、違う。

　今は、その『賭け』に対する、勝利条件が満たされれば──海棲種セーレーンの全て。

　──種のコマも含めた、文字通りのその〝全てを手にする〟ことを意味する。

　だが、戦せん慄りつするステフを余よ所そに、空はさらに苦笑し、

　さらりと──ステフが耳を疑う言葉を口にする。

「ってとこまでは、海に行く前に突き止めてたわけだが」

「──は？」

「だが……何せ確証がない。そこでオーシェンドに向かうことにしたわけだ」

　確認するように──だが、からかうような声音で空。

「せっかくの海だからな。楽しませて貰もらったわけよ──つまり」

　そして、とびきりえげつない笑顔をプラムに向けて。

　一息に──残り全てのネタ明かしを──まくし立てた。

「炎天下の海におまえを連れだし衰弱させ、

　巫み女こさんにはジブリールと戯たわむれるフリさせて水圧で『血壊』を偽装出来るか検証、

　同時に、ジブリールには遠洋まで出てオーシェンドの位置を確認してもらい、

『血壊』の疲弊は、巫女さんを白しろに夜までモフらせることで回復を待って、

　罠わなの可能性が高い〝迎えの舟〟は待たずジブリールの空間転移で乗り込み、

　プラムが俺らに水中呼吸の魔法をかけようにも海棲種セーレーンの血の補充を要する状況を作り、

　俺らから離れるように仕向け、その間にジブリールが持っていった大気は圧縮・保存、

　そしてジブリールが、巫女さんにおまえの水中呼吸魔法が効かないような妨害を施し、

　海底でも獣人種ワービーストの五感がフルで使える状況でアミラに会った、

　──って～わけ。気づいてたかな？」




　……。

　…………────

　──プラムも、ステフもただただ、呆あつ気けにとられ、声を失う。

　だが、気にする様子も無く、空そらはただ魚の焼き具合を確認しながら、

「ゲーム開始まで〝嘘うそをつかず〟は不可能だ。盟約で『全すべて』を賭かけさせなきゃいけないからな。嘘を暴くのに巫女さんが──おまえの怪しい魔法を受けない状態で必要だった」

　水中で呼吸も会話も出来る魔法──

　しかも術者が、『敵』と確定していたプラムでは、五感を欺あざむかれる可能性が高い。

　全ての種明かしを終わらせた空は、だが、言う。

「賭ける馬が海棲種セイレーン、吸血種ダンピールで違った──けど忘れてね？　俺らに全てを賭けさせ自分の馬券買わせてレースとギャンブルに参加させたのはそっち──俺らも馬券持ってんだよ」

　──そう。

「────『おまえら全員を出しぬいて、俺らが勝つ』って馬券をな」




「いや、お見事だプラム。弱者らしい素晴らしい戦い方だ。さすが『十の盟約』で一気に力を失った種族らしい頭の使い方だ。なんせ吸血種ダンピールは、アミラの思惑通り人類種イマニテイが『餌えさ』になっても延命可能で、本当に女王を起こして海棲種セーレーンを起こすことが出来ても──」

　本心から、嫌み無く空は、手を叩たたいて称賛する。

「惚ほれさせたのはおまえの魔法で、俺らじゃないからお前が総取り出来るわけだ」

　──プラムがゲーム内に参加した理由までさらりと看破して空は続ける。

「言っとくが、俺はお世辞は言わない主義だ、心から言うぞ──見事な戦略だ」

　どう転んでも、自分は得しかしない状況を作り上げる。

　しかも自分はほとんど何もせず、人にやらせてその結果だけを頂く。

　それは、まさしく理想的な勝ち方だ。だが──

「おまえ、一つ見落としてるぞ？」

「──え？」

　と、俯うつむいていたプラムが顔を上げる。

「気づいてないのか？　今回の問題は、おまえの魂胆がバレたことじゃぁない。女王のゲームの勝利に関する本当の『賞金』を隠して解放を目もく論ろんだことでもないし、おまえが、絶対の確信があった魔法で女王を起こせなかったこと──ですらない」

　──そして、口を歪ゆがめて。

　とびきり嫌みな声で、空そらが、言った。

「アミラが、俺らが女王を起こすことは〝万に一つもない〟と踏んでたことだ」

「────……ぁっ」

　プラムが、息を呑のんだ。

　そう、それで全すべてが説明されるからだ。

　何な故ぜ──いのがゲームを攻略出来なかったのか──

　プラムの魔法は正常に発動した。

　女王には間違いなく作用したとジブリールは断言した。

　だが、それでも起きなかった。




　なら────




「女王が目覚める条件は──〝惚れさせることじゃない〟」




　──……ギリッ、と。

　プラムの奥歯が軋きしむ音に、だがなおも空は続ける。

「アミラはそれを知ってた。じゃなきゃおまえがいくら唆そそのかしても、海棲種セーレーンにとって致命傷な〝おまえが本当に女王を起こしてしまう機会リスク〟を与えない──もうわかったか？」

　嘲ちよう笑しようするような笑みさえ消して空。

「おまえが見下してた海棲種アミラは──お前の裏切りも織り込んでたぞ」

「……──っ」

　完全に見下していた海棲種セーレーンにまで出し抜かれ、砂浜に座り込むプラムに。

　だが──空がなおも追い打ちをかける。

「弱者らしい戦略、見事な策略、けど──所しよ詮せん、付け焼き刃だな」

　──そう。

　弱者の知ぶ恵きは、強者が振るってもその真価を発揮しない。

　何な故ぜならその根拠となるのは、卑屈なまでの。

　──弱さから生じる────臆おく病びようさ故に。

　そして一転、空は笑みを消し、真剣な顔で、言う。

「強者の天敵は弱者だが、弱者の天敵は、強者じゃない──より弱い者だ」

　弱者──その言葉を体現する男が、剣けん呑のんに、プラムに迫り。

　座り込んだプラムに、しゃがみ同じ目線から、小さく。

　端的に、言い放った。

「馬鹿と自覚してる馬鹿は──自分が賢いと思ってる馬鹿より、よほど手て強ごわい」

　──誰だれのことかは、あえて言うまいが、

「さぁ──チェックだ」




　──ぞくりと、プラムが青ざめた。

　元よりこの条件を飲めたのは空達だけだ。

　だがその空そら達が魂胆を全すべて暴きゲームを中断した以上、手は尽きる。

　すると海棲種セーレーンは生き残るために、吸血種ダンピール〝秘蔵の最後の男性〟を食うしかない。

　吸血種プラムの裏切りが確定したことで、なおのこと海棲種セーレーンはそうするだろう。

　──これでまず、吸血種ダンピールが『詰み』。

　しかし吸血種ダンピールが滅びたら今度は海棲種セーレーンが滅びる番になるだけだ。

　海棲種セーレーンは──繁殖の許可を取り付ける誰かを探す必要が出てくる。

　だが繁殖に『命』を要求する彼女達に、応こたえるものは絶無だ。

　──これで続いて、海棲種セーレーンも『詰み』だ。

　延命するには、無条件降伏による──『家畜化』のみだ。

「プラム、ゲームにおける究極の勝ち方って、知ってるか？」

　ゾッとするような──悪魔のような笑みで。

「──〝不戦勝〟だ。別に女王のゲームに勝たなくても、これで俺らの勝ちだ」

　そしてプラムを地獄の底に引きずり込むような──笑顔で。




「人類種さいじやくに〝弱者の戦法〟で勝とうなんて、年季が違うんだよ──Ｎｏｏｂしよしんしやども」

　──一手。

　たった一手で、二つの種族の生せい殺さつ与よ奪だつをその手に握った男が。

　不気味に、そう笑って、言った。




　　　■■■




「さて、概要はわかって頂けたかな。ところで……」

　そう、そわそわと落ち着きない様子で空。

　よく見るとその膝ひざに鎮座する白しろも、もじもじとしているようで──

「はて、マスター如何いかが致しました？」




「──ト、トイレはどこだ？」

　…………。

　先ほどまでの緊迫した空気を、瓦が解かいさせる哀れな表情で、空そらが問うた。

「トイレ……と申しますと、人類種イマニテイが排はい泄せつを行う部屋という──」

「それ以外にどんなトイレがあるんだよッ！」

　そして突然ビシッと周囲の面々を指差して空が叫ぶ。

「つかおまえら、いったいどんな膀ぼう胱こうしてんだよッ！　一日海にいて海底に入って夜の浜辺に戻ってきて魚食ったりとかしたら普通に限界に決まってんだろッ！」

「……に、にぃ……し、しろ……もぉ……っ」

　涙目で訴える白しろに、巫み女こがかんらかんらという様子で笑って、

「美女はそぉいうことせえへんのよ。気持ちはわからへんけど、その辺でしてきぃよし？」

　──ジブリールはともかく巫女さんは『生物』だろうが──と。

　そんなツッコミを入れている場合ですらない様子で、空が立ち上がる。

「ちょ、ちょっと俺ら──いや、俺はトイレ、白はお花を摘つみに行ってくるぞ！」

　急に白を抱き上げて走り出す空。

「……に、にぃっ──ゆ、ゆらさ、ない……でぇ……」

「えーいビーチなんだから〝海の家〟くらいどっかあるだろ！　何ど処こだよッ！」

　騒がしく走り去っていく空と白。

　その後に残されるのは、静まりかえった浜辺。

　────………。

　潮しお騒さいと、焚たき火から上がるはじける音だけが響く中。

「ほな、あとは無条件降伏を待つだけやなぁ。ちと疲れたし、一足先に帰らして貰もらうわ」

　疲れた様子で立ち上がり、踵きびすを返して立ち去ろうとする巫女に、

「ちょ、ちょっと待ちなさいなッ！　いのさんはどうするんですのよッ！」

　ようやく状況に追いついたステフが、食い下がった。




　──なるほど、海棲種セーレーンが人類種イマニテイを餌えさにしようとしたのはわかった。

　プラムが、それを利用して吸血種ダンピールの解放を目もく論ろんだのも理解した。

　それを全すべて読み切り、空達がその更に上を行ったのも、納得した。

　だが──

　海棲種セーレーンは、『初はつ瀬せいの』というカードを持ったままだ。

　その疑問だけが解決していない、と声を荒らげたステフに。

　だが──振り向いた巫女は。

　月明かりに照らされいっそう妖よう艶えんな──妖アヤカシの如ごとき不気味な笑みで、言った。

「どーもせんよ。それだけで二種族手に入る──ええ買いモンやったやろ？」

　そんな外交カードは〝ない〟と語る巫女に。ステフはついに全て理解した。

　つまり──この話をまとめると。

（ソラ達も巫み女こさんも、はじめから、誰一人として助ける気なんてなかった──ッ）

　空そら達、巫女達は、示し合わせ──二種族を『詰む』一手を得る。

　そのために。そのためだけに。いとも、容易たやすく。

　──いのを捨て石にしたということ──ッ！




「……そんなの……認めませんわ」

「ほぉ？」

　金色の──文字通りの『人外』の、猛もう禽きん類の眼めに腰が砕けそうになりながら。

　だがそれでもと──ステフが、周囲を見回し、振り絞るように声を上げる。

　空達不在のエルキアで、唯一ステフを支えてくれた獣人種ワービースト──初はつ瀬せいの。

　たった二週間とはいえ、一緒にゲームし、一緒にエルキアの立て直しに奮闘した彼は。

　エルキアの連邦構築にも大いに尽力したし、彼がいなければ足がかりもなかった。

　東部連合にとっても、エルキア──ステフにとっても安い人材ではないはず、まして多種族の併合の為ために、一方の種族から犠牲者を出せば──その悪影響は計り知れない。

　そんな自明、巫女がわかっていないはずがないのに──

「初瀬いの。紛まがうことのない辣らつ腕わんやし、東部連合初期からあてを支えてくれた男や。まして東部連合の利の為に死ねと言われて『御意に』て答える男──安いとは到底言い難い貴重な人材やけど──最後までデカい戦果を上げたんや。文句の付け所のない男やったよ」

　そう、月を見上げて惜しむ様子で語る巫女も、だが。

　そんな人をさえ──損得勘定で。

　こんなにも容易く捨ててしまえるというなら──ッ！

（いつでも私も捨てられるじゃないですの──誰だれが信用するんですのそんな人ッ!!）




　そう、激げつ昂こうするステフの視界に。

　ずっと、距離を取って座り込んでいた、いづなの姿が映る。

　──そうだ。いづながこの状況に納得しているはずがない。

　自分の祖父を犠牲にされたのだ、いづなを思えば巫女も──

「い、いづなさんは、それで──」

　──いいんですの、と言いかけたステフを、だが。

　距離を置き座るいづなの、膝ひざを抱え何かに堪える様子が、言葉を止めさせた。

　暗がりでよく見えない、だが──いづなが声をこぼす。

「……じーじも、覚悟してやがったこと、です……」

　焚たき火から離れ、月と星の灯りだけが照らすいづなの表情は、見えない。

「……じーじの心臓も、匂においも、最後まできもちいい音、匂いしてやがった、です」

　だが、いづなの震える声が。

　しめった言葉が──暗くら闇やみの浜辺でも、如によ実じつにその表情を暴く。

「じーじがいなくなんのイヤ、です……でも、いづな一人我慢すりゃいいだけのこったろ、です。それで──そ、それでっ！　も、もっと多くが……助かんだろ、で、す──っ」




　ステフの脳裏には、海での一幕が過よぎっていた。

　海での茶番の後──空そらといの、どっちに毛け繕づくろいされるかという時。

　いのに撫なでられるのを嫌っていたはずのいづなは、だが迷わず──いのに向かった。

　──それが……最後になることを察して。

　いづなは最初から、この結末を受け入れていた。

　獣人種ワービーストの──常軌を逸した五感で、既に全員の意思疎通は済んでいた。

　わかってなかったのはステフ一人──だが。




「──それでも、悲しんでるじゃないですの」

「悲しんで、ねぇ、です──わからねぇ、こと……あるだけ、ですッ」

　歯を噛かんで、吐くように。

　いづなは、震える声で、その疑問を口にした。




「……だって、空ぁ──誰だれも死なねぇ、苦しまねぇって言ったぞ、ですッ！　……なのに、なのになんで──いづなは苦しぃん、ですッ？　いづながおかしいのか、です……ッ!?」

　──ぽろぽろと。

　闇の中でも、大粒の涙をこぼしているのがわかるいづなの声に。

　だがステフは──逆に、頭から血が引いていくのを感じた。

　初はつ瀬せいづな──この子は、幼すぎる。

　聞き分けが良すぎる、純粋すぎる、利発すぎる──良い子すぎる。

　そんな子供に、僅わずか八歳の少女に、やりたくもないゲームをやらせ。楽しむことに罪悪感さえ覚えさせ、大陸領土という重荷を背負わせていた事実を、ステフは悟っていた。

　──東部連合のこのやり方は──今に始まったことではない、と。

　──多のために少を切り捨てるのは──いつものことだ、と。




「こうして子供を泣かせての東部連合だったんですのね──お話になりませんわ」

　──かつて多数の部族に分かれて、紛争を続けていたという獣人種ワービースト。

　それをたった半世紀でまとめ上げ、大国に押し上げたその手段──

　その一端を垣かい間ま見みた気がしたステフは巫み女こに──軽けい蔑べつさえ込めて、こぼした。

　だが、巫女はその視線を正面から、受け止め、応こたえる。

「多数のため少数が犠牲になるのは──必要悪ですらない『必然』やよ。みんな仲良ぉなんぞいう綺き麗れい事やと──誰も彼も願望を主張するだけで政まつりごとはうごかへんで……小童わつぱ」

　……ステフは、反論出来ない。

　事実として、エルキアの諸侯達相手でさえ、その通りだった。

　可能な限り誰だれも損しないよう努めても、完全な平等など、どだい不可能だ。

　そう、拳こぶしを握るステフに、今度はジブリールが追い打ちを掛けた。

　ステフの主張が理解出来ないのか、純然たる疑問という顔で、

「ドラちゃんは何が不服なのでしょう。たった一名で滅びかけている二種族を救済しエルキアは国力が肥大、東部連合との連邦構築も近づく──これ以上何を求めるので？」

　──ステフは、なおも反論出来ない。

　まさか──とジブリールが続ける。

「犠牲、不満なく世界──いえ、エルキア国境奪還すら可能と思ってらしたので？」

「………………………………っ」

「それとも単純に──」

　と、ジブリールが、一際挑発的な笑みで、言う。

「身近な人に限り苦しんで欲しくない──自己愛、利己主義エゴイズムの極みでございますか♥」

　ステフが歯は噛がみする──わかっている。

　たった一人の犠牲で二つの種族を手に入れる。

　それは、同時に放っておけば滅びていた二つの種族を救うことでもある。

　それを、いの一人の犠牲が釣り合わないと感じるなら、それは──

「────それが、どうしたんですのよ……ッ」

　だが、ステフが決然と、口を開いた。

　震えるいづなを視界に捉とらえ、開き直るように──叫んだ。

「エゴイズムでも、自己愛でも、お好きなように呼んでくれて結構ですわ、それでもこれだけは断言しますわ！　こんなやり方で全種族併合なんて──ありえないですわァッ!!!」




　──論理的根拠など、なかった。

　巫み女こ、ジブリールの言葉は正しい。おそらく、間違いなく。現実的だ。

　だがそれでも〝違う〟という確信が、何な故ぜかステフにはあった。

　何故──それは、そう、おそらく、たぶん──『正論』だからだ。

　二人の言葉は正論だ。真っ当だ。正攻法だ。

　──だが、そもそも。

　正攻法で全種族併合なんて──出来るわけがないだろう──




　　　■■■




　手をふきふきと、気持ち安らいだ顔で戻ってくる空そらと白しろを。

　だが出迎えたのは、立ち去っていく巫女と、重厚な空気。

　そして──刺すような視線を向けるステフだった。

「あー……なんだこの空気」

「ようするに、逃げるんですのね」

「──は？」

「よーくわかりましたわ。いのさんを犠牲に二つの種族を手に入れる──ただの〝恫どう喝かつ〟ですわ……見損ないましたわ！　それでよく全種族併合なんて口に出来ましたわねッ!!」

　声を荒らげるステフに、だが空そらは頭を掻かいて、困った様子で白しろに問う。

「え、えーと。白、俺、何を怒られてんだ？」

「……長かった……から……？」

「長くねぇよ小さいほうだったよッ!?　ま、まあよくわからんが尿意も解決したし」

　──コホンッと咳せき払ばらい一つ、空が「話を戻そう」と呟つぶやき──




「んじゃ、改めて──女王を起こすため、行動するぞ」




　…………────え？

　絶句する一同に、だがやりとりされた話を知らない空は、淡々と続ける。

「プラムの魔法を使わず、俺らが本当に女王を起こしてしまえば、吸血種ダンピールも海棲種セーレーンも滅びず、それを条件にいのを返して貰もらえてまるっと解決だろ──っつーかあのゲームあくまで〝中断〟しただけだし、〝放棄〟は主義に反する。っつーわけで再戦だが──」

　呆ぼう然ぜんとする一同を余よ所そに、空があごに手を添えて続ける。

「問題は〝女王が本当はどうすれば起きるか〟──だ」

　すっ──と鋭くプラムを見据えて、空が言う。

「ま、見当はつくが──その条件を知る奴は誰も居ない……そうだな？」

「……は、はいぃ……」

「え、誰だれも知らない……ってどういうことですの？」

　ちらりといづなを見るステフ。

　先ほどまで泣いていたいづなも、空の言葉が気になったのか、顔を上げて注視。

　注意深くプラムの反応を窺い──そして、首を振る。嘘うそはない、と。

　だが予想通りの回答に、空が頷うなずく。

「海棲種セーレーンは魔法が使えず、吸血種ダンピールは使える──誰か知ってればとっくに暴いてる。アミラも──『惚ほれさせるゲームではない』と知ってるだけだろうな」

「……なんでそう断言出来るんですの？」

「女王さまが寝たのはぁ、まだ女王じゃなかった頃ころ……でもぉ、いずれは女王になる立場だったんですよぉ……そんな方が、自分の全権利を与えると言ったら……どうしますぅ？」

　それを暴いた、と思っていたプラムは、ため息混じりに言う。

　頷いて空と白が、続ける。

「そんな危険な事実、当時アミラ程の奴やつがいれば隠蔽する──で、究極の隠いん蔽ぺい法は」

「……誰も真実を、知らな、ければ……誰だれにも、知られ……ない」

　──そうつまり。

　女王のゲームをクリアするには。

　眠っている女王当人以外、誰も知らない条件を暴く。

　それが──〝勝利条件〟というゲームだ。

　無理ゲーに等しい。困難を極めると言っていい。

　だが────

「正体が『リアル恋愛ゲーム』じゃねぇなら──『　　』くうはくに敗北はないッ」

「……んっ……っ」

　力強く──頼もしいのか情けないのかわからない主張を。

　だが断言を以もつて語る兄妹きようだいのその姿に──おそるおそるとステフが問う。

「……あ、あの……ソラ、いのさんを見捨てるんじゃ──ないんですの？」

「は～ぁ？　何を言い出してんだ、このステフが」

　──名前を、直接罵ば倒とう語で言い放たれたことすら気にならない程に。

　空そらから返されたのは、明確な〝否定〟の言葉だった。




「生ける文化遺産いづなを悲しませるわけもねぇし、いの──あの男の中の男を見捨てるはずもねぇ。……ステフ、疲れるのはしょうがないが寝ぼけるのは起きてからにしような？」

　……演技ではなく、本当にいのの株価が暴騰したらしい空が断言する。

「だいたい──また来るぞって言ったろ？　アミラはいのに手を出せん。俺らにゲームを再開させる唯一の札だからな。いのに手を出せば、本当に『家畜化』以外、なくなる」

　だが、とステフ。

「で、でも巫み女こさんは、いのさんを〝どーもせん〟って言いましたわよ──」

「そりゃ、そうだ。巫女さんはいのを〝検証〟に使わせたんだ。あとは俺らの仕事だ」

　サラリと答えた空の言葉に、ステフの眼めが更に丸くなる。

　そう、巫女は──どーもせんで、いいのだ。

　後は──空達が〝全すべて手に入れる〟のだから。

「巫女さんは、命にさえ関かかわる代償の力、『血壊』を連用して、その上で大事な部下まで提供した──今度はこっちが死力を尽くす番だ──文字通り、命を賭かけて、な」

　気楽に言い放つ空に、気楽に頷うなずく白しろ。

　だが──薄ら寒いほどの覚悟と、続いた言葉に、ステフは息を呑のんだ。

「それが──『共闘』ってもんだろ？」

　呆ぼう然ぜんとするステフの横をすり抜け、歩み寄ってくる小さな影。

　眼めを赤く腫はらしたいづなが、今なお、不安に揺れる眼で空そらと白しろを見上げる。

「……じーじを、助けにいくつもり、です？」

　いづなが泣いている経緯は知らない空と白。

　だが──空はいづなの頭に手を置いて、力強く撫なでて、笑った。

「当然だろ。爺じいさんは必ず取り返してやる──『約束』する」

　不安げな眼は、今度は白に向けられ──〝確信〟に迎えられる。

「……いづなたん……にぃを、信じ、て……」

　いづなが知らないのも無理はない。

　それは……白しか知らないことだったが。

　兄が──空が──『約束』と口にした時のそれは。

『十の盟約』など──取るにも足らない──絶対遵守の誓いを意味する。

　だが──

「……にぃは、絶対に……約束、破らない……」

　そう、断じる白に、いづなは再度、空を見上げた。

　頭を撫でる力強い手──その匂においを、すんすんとかいで。

　そして──潤んだ目をぬぐって、言った。

「……ん、信じたぞ、です」

「おう、信じられたぞ、です」













　そうおどけて言う空そらを、少し離れたところで見ていたステフ。

　その隣には、ジブリールがいた。

「申し訳ございませんドラちゃん。少々、からかいすぎました」

「……はい？」

「どう反応するか好奇心が疼うずいてつい……ですがドラちゃんは正しゅうございます」

　──〝てへぺろ〟と言いたげな顔で、好奇心中毒者は語る。

　だがステフが半眼を向けるより早く、ジブリールは表情を引き締め、言う。

「マスター達は間違いなく、この世界を変革することでしょう」

　だがその手段は──とジブリールは続けた。




「如何なる既知の手段でも不可能、でございますから」

「……………………」




　──それじゃ、女王を起こす条件を暴く方法だが──

　そう続ける空の言葉を、だがステフは上の空気味に聞いていた。

　……あの時、巫み女こ、ジブリールの言い分に──〝違う〟と思った。

　その理由を探ったステフは──目の前の二人を見て、ついに理解した。

　空は……白は……あの二人は。

　一切──真っ当な手段を使わないのだ。




『正論』など、鼻で笑うものだから。

『常識』など、切り捨てるものだから。

　その二人が──誰だれ一人死なせず無血で全種族制覇してみせると言う。

　その、夢みたいな──現実味のない話に正論などあろうはずもない。

　──だがそれを〝やってのける〟と感じさせる背中に。

　あの日──戴たい冠かん式の日──ステフは見た気がしたのだ。

　おそらく、隣に並ぶジブリールが見るのと同じものを──

　──この世界の。

　未来を予感して、胸が高鳴ったのだと……理解した。




「あーそうだステフ。おまえさっき聞き逃せないことを言ったわけだが」

「え？」

　呆ぼう然ぜんと聞いていたステフが、空の言葉に我にかえり、

「いのを犠牲に二種族──まずいのを犠牲にする、ってとこが間違い。それから──」

　そして、再度呆然とさせられる言葉を、聞かされる。




「二種族じゃない──〝三〟種族だぞ♪」




　…………。

　…………────え？






　　　[image: ] インタラプトエンド






　そんな浜辺から聞こえるやり取りを。

　背中に感じながら宵よい闇やみの中、月を見上げて歩く巫み女こはこぼす。

「……あてに試されてるて──あの人は気づいたはったんやろか……？」

　いや……と、巫女は自分の呟つぶやきに、自じ嘲ちよう気味にかぶりを振る。

　気づいていようがいまいが、あの男の行動は変わらなかっただろう。

　空そらには、最初からいのを見捨てるつもりなど──微み塵じんもなかった。

　彼の心音は最初から最後まで、一片のブレなく心地よく響いていた。




　──そう、巫女は空達を試した。

　同じ立場で、同じ判断を巫女が迫られたらどうしただろうか。

　おそらく──いや、間違いなく、いのを切り捨てることを選んだ。

　冒す必要のないリスクだからだ。一つの犠牲で多くが手に入るからだ。

　それ以上を求めるのは──〝理想論〟だからだ。

　そして、そんな理想論を棄すてたのが、

　──己の限界だったのだから。

「……期待、してええんやろか」

　あの二人なら己の限界を、鼻で笑って超えてくれる。

　その確認を求め──いのを助けるか、見捨てるかを試した巫み女こは、眼めを閉じる。

　空そらと白しろが──もし、自分と同じく『見捨てた』場合。

　空と白に、己の限界以上を求め、無責任に〝試した〟自分を。

　──命果てるその日まで責めるため、あえて初瀬いのかれを選んだ、が──




「……ほんに、期待して、ええんかもしれへんね」

　ここに至って巫女はようやく理解した。

　背後から聞こえる喧けん噪そう──人類種イマニテイ、獣人種ワービースト、天翼種フリユーゲルに、吸血種ダンピールまで。

　──空と白あのふたりには、〝種の壁〟という概念が、そもそもない。

「……あの人らやったら──任せられるかもしらへん」

　そう、胸を押さえて。

　巫女は胸の高鳴りを──久しく忘れていた感情を覚えて。

　ただ血のように赤い月を見上げて、呟つぶやいた。




　　　■■■




「ジブリール」

「こちらに」

　空の呼びかけに、瞬時にその背後に転移するジブリール。

「おまえは──女王の眠った経緯から、起こす条件までを知っていたな」

　プラムと出会ったあの時、それを語ったのはジブリールだった。

「はい──ですがそれが間違っていたので……」

　責められていると勘違いし、かしこまるジブリールに、だが空。

「そうじゃない。その情報は、何ど処こで知った？」

「私の故郷──アヴァント・ヘイムでございます」

　そして、期待半分、呆あきれ半分で空が続ける。

「……どーせ天翼種フリユーゲルのことだ、世界中から本という本を巻き上げてんだよな？」

「はい、もちろんでございます♪」

　なんとも誇らしげに、ジブリールは頷うなずく。

　その顔に少し呆れ気味に苦笑して空、「まあいい」と内心、続ける。

　──女王のゲームを攻略する。

　誰だれも知らない、存在しない攻略条件を暴く方法は、そう多くはない。

　だが──ないわけではない。

　必要になるのは──とにかく情報。そして──

「ステフ。おまえは、いづなと協力して、先王の書斎を調べてきてくれ」

「──え？」

「エルキアの元大陸領土は海棲種セーレーンの海洋面積とも接してた」

　そして──と空。

「東部連合のゲーム内容を暴いたあの王が、隣国について一切調べなかったとは思えん」

　誇り高き愚王を演じた男──具体的な答えがあるとは、考えにくい。

　特定していれば女王は目を覚ましているはず──だが──

「……答えはなくとも、考察は遺のこした可能性が高い」

　王を、祖父を信じる空そらの眼まな差ざしに、

「頼んだぞ、ステフ」

「──ええ、大船に乗ったつもりでいてくださいな」

「……がってん、ですっ」

　ステフといづなは、揃そろって大きく頷いた。




「……え、えぇと……じゃ、じゃあボク達はどうするんですかぁ……？」

「そうだな、ジブリール。俺と白しろと──あとプラム、おまえも連れていくぞ」

「あ、は、はいぃ……え、どこへですぅ……？」

「言ったろ？　──二種族じゃなく、三種族、手に入れるって」

　そして、空は笑顔で続ける。

「さて、問題です。勝利条件不明のゲームを暴く為ためには、過去に行われた女王のゲームに関して一つでも多くの記録を洗って、そこから比較検証し割り出すのが、最も確実な手段だが──それでは、最も多くの記録があると思われる、俺らが行ける場所といえば？」

　……。

　──一瞬の間。そして。

　ズシャァアァァッと、二つの──だが逆の意図の音が響き渡った。

「ついに──ついにッ！　我ら天翼種フリユーゲルを統べる新たなる主が、その王座に御降臨なされるのでございますね──嗚あ呼あッ、そんなめでたき日が、こうも早く訪れるとはッ！」

「いぃぃぃやあああぁぁいやですぅぅッ！　あんなバケモノの巣そう窟くついやですぅぅぅ！」

　砂を巻き上げる勢いで跪ひざまずいて祈ったジブリールと。

　わめき散らして逃げ出そうとし、ジブリールに捕まったプラムの足あ掻がく音。

　だがその二つを無視し、空は白の手をとり。

　小さく頷うなずいて、言った。




「さぁ、行くぞ──『アヴァント・ヘイム』へ」





【続】








●あとがき






　くぅ～疲れましたｗ　これにて完結です！

　実は、ネタで書いた次回予告をホントにやれと持ちかけられたのが始まりでした。

　本当は話のネタなかったのですが←

　ご厚意を無駄にするわけにはいかないので流は行やりのネタで挑んでみた所存ですｗ

　以下、担当編集のみんなへのメッセージをどぞ──





　担当二代目ドＳ「榎か宮みやさん、こんな極道進行やめて下さい。

　　　　　　　　　著・絵同一人物じゃなきゃもう一月延期してるところでしたよ。

　　　　　　　　　あと、ネットのコピペネタは三行程度にしたほうがいいかと」






　──すみませんでした。真面目まじめにやります。榎宮祐ゆうです。

　五ヶ月ぶりの『ノーゲーム・ノーライフ』──一ヶ月延期しての発売です。

　まず延期したことについて、深くお詫わび致します。

「反省してください。マリアナ海溝より深く」

　また延期理由の一端は、担当が進行を思いっきり勘違いしたからでもあります。

「反省しております。マントル下部より深く」

　さて今回の『ノーゲーム・ノーライフ４』ですが。

　予告通り、ラ～イトなノリの一冊にしようとしました。

　一巻から三巻まで続いた流れは、一いつ旦たん収束したわけですので。

　次の展開のための助走を兼ねた、ゆる～い、かる～い、わいわい楽しいだけの巻──

　……にしようとしたのに。どうしてこうなった。

「個人的には、そのゆる～いかる～いラ～イトなノリと聞かされていた第一稿が、上がってきたら四百頁超だった、Ｘファイル的ミステリーを、解説して頂きたいですが」

　……はい、それについてはグーテンベルク不連続面より深い理由がありますが。

　聞きたいですか？

「マントル下部より深い理由ですか、聞かせて頂けると」




　率直に申しますと。

　某担当編集さんが、嫁と合作でコミカライズをやらせたじゃないですか。

　それで僕、毎月一週間以上漫画やることになり事実上──漫画家業復帰したんです。

「…………え、と……その……」

　続いて、先代ドＳさんが持ちかけた別シリーズを書くことになりまして。

　こっちはまあ、合作ですのでそれほど作業量はないんですが。そんな修羅場で作業用マシンが壊れまして。新しいマシン買いに走ったら車に撥はねられて骨にヒビ入りまして。

　ちょうど金欠だったので、慰謝料で懐が温まって、それはまあいいです。

「……いい、んですか」

　問題はその後で、担当さんが大幅に進行を間違えてくれたおかげで、本来三巻に分けるつもりだったプロットを、でも分割するのに手間取って、二分割が限界でしてね？

　それで四百頁に。けど単純にそれを二分割すると構成に問題が生じますし、何より盛り上がりに欠けるし──と。

　前記の状況の中、構成を練り直し修正を繰り返したわけです。

　どうでしょう、グーテンベなんとか面に届く深さでしたか？

「グーテンベルク不連続面です。なんというか、その──大変でしたね♥」

　ええ、でもこれ結構な割合が『人災』な件について一言♥

「そんな悪魔のような編集もいるんですねぇ……怖い業界です……」

　ええ、そんな台詞せりふを真顔で言える悪魔がいます……怖いです（震え声）。




　──まあ、人災はさておきここに書いてないだけで他ほかにも色々あったんですがね。

　血尿出たり、医者に怒鳴られたり、たまにはと焼き肉食ったら食中毒したり。

　……一応言っておきますが、これノンフィクションですからね？

「榎か宮みやさん、真剣に一度お祓はらい行った方がいいですよ？」

　行ってますよ？

「……え？」

　ガンになる前に明治神宮。

　なった後で伏ふし見み稲荷いなり大社。

　今年は川崎大師へ行きましたけど、行ってコレですからね。

　行ってなければもうとっくに彼岸の渡りにいたんでしょうかね。

　あ、でも去年末、通帳記入したらリアルに『０』って記載されたんで、三さん途ずの川の渡し賃もなかったか……渡し賃ないとどうなるんでしたっけ？　生き返れましたっけ？

「いえ、そんな救済システムではなかったと思いますが……」




　さて──そんなわけで今回はこの辺で。

　ゆる～り、また～り（意味深）な内容になった今巻ですが。

　疾走の為ための助走──前巻で一度ピークを迎えたこのシリーズですが！

　それを超えるべくッ！　再加速して参りますので、是非よろしくお願いしま──

「あ、榎宮さん榎宮さん」

　え、あ、はい、なんですか締めくくろうとしてるとこへ。

「アライブの担当から、ネームまだ～？　って催促来てるんですが」

　…………。

「あと特典と、それと某企画冊子の原稿、あと──あれ、榎宮さん？　もしもーし？」

















　著者

　榎宮祐（かみや・ゆう）

　　榎宮です。

　　嫁によるコミカライズがはじまって、どーせやるの僕じゃないし～とか高をくくってたら、漫画用に構成を大幅変更する必要が出てきたり、予想外にリソースを食われて本当に時間なくて……そんな中farcry3をフルコンプリートするのが、特に大変でしたね（迫真）




　イラスト

　榎宮祐（かみや・ゆう）

　　榎宮です。

　　嫁によるコミカライズがはじまって、どーせやるの僕じゃないし～とか高をくくってたら、普通にネームや下書き、修羅場の手伝いをやらされてます。どうみてもアシスタントで時間がない……ところで朧村正、死狂クリアしたけど追加コンテンツまだですか（真顔）
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。








本作品は縦書きでレイアウトされています。






また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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item/js/kobo.js
var gPosition = 0;
var gProgress = 0;
var gCurrentPage = 0;
var gPageCount = 0;
var gClientHeight = null;

const kMaxFont = 0;

function getPosition()
{
	return gPosition;
}

function getProgress()
{
	return gProgress;
}

function getPageCount()
{
	return gPageCount;
}

function getCurrentPage()
{
	return gCurrentPage;
}

/**
 * Setup the columns and calculate the total page count;
 */

function setupBookColumns()
{
	var body = document.getElementsByTagName('body')[0].style;
	body.marginLeft = 0;
	body.marginRight = 0;
	body.marginTop = 0;
	body.marginBottom = 0;
	
    var bc = document.getElementById('book-columns').style;
    bc.width = (window.innerWidth * 2) + 'px !important';
	bc.height = (window.innerHeight-kMaxFont) + 'px !important';
    bc.marginTop = '0px !important';
    bc.webkitColumnWidth = window.innerWidth + 'px !important';
    bc.webkitColumnGap = '0px';
	bc.overflow = 'visible';

	gCurrentPage = 1;
	gProgress = gPosition = 0;
	
	var bi = document.getElementById('book-inner').style;
	bi.marginLeft = '0px';
	bi.marginRight = '0px';
	bi.padding = '0';

	gPageCount = document.body.scrollWidth / window.innerWidth;

	// Adjust the page count to 1 in case the initial bool-columns.clientHeight is less than the height of the screen. We only do this once.2

	if (gClientHeight < (window.innerHeight-kMaxFont)) {
		gPageCount = 1;
	}
}

/**
 * Columnize the document and move to the first page. The position and progress are reset/initialized
 * to 0. This should be the initial pagination request when the document is initially shown.
 */

function paginate()
{	
	// Get the height of the page. We do this only once. In setupBookColumns we compare this
	// value to the height of the window and then decide wether to force the page count to one.
	
	if (gClientHeight == undefined) {
		gClientHeight = document.getElementById('book-columns').clientHeight;
	}
	
	setupBookColumns();
}

/**
 * Paginate the document again and maintain the current progress. This needs to be used when
 * the content view changes size. For example because of orientation changes. The page count
 * and current page are recalculated based on the current progress.
 */

function paginateAndMaintainProgress()
{
	var savedProgress = gProgress;
	setupBookColumns();
	goProgress(savedProgress);
}

/**
 * Update the progress based on the current page and page count. The progress is calculated
 * based on the top left position of the page. So the first page is 0% and the last page is
 * always below 1.0.
 */

function updateProgress()
{
	gProgress = (gCurrentPage - 1.0) / gPageCount;
}

/**
 * Move a page back if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goBack()
{
	if (gCurrentPage > 1)
	{
		gCurrentPage--;
		gPosition -= window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move a page forward if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goForward()
{
	if (gCurrentPage < gPageCount)
	{
		gCurrentPage++;
		gPosition += window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move directly to a page. Remember that there are no real page numbers in a reflowed
 * EPUB document. Use this only in the context of the current document.
 */

function goPage(pageNumber)
{
	if (pageNumber > 0 && pageNumber <= gPageCount)
	{
		gCurrentPage = pageNumber;
		gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Go the the page with respect to progress. Assume everything has been setup.
 */

function goProgress(progress)
{
	progress += 0.0001;
	
	var progressPerPage = 1.0 / gPageCount;
	var newPage = 0;
	
	for (var page = 0; page < gPageCount; page++) {
		var low = page * progressPerPage;
		var high = low + progressPerPage;
		if (progress >= low && progress < high) {
			newPage = page;
			break;
		}
	}
		
	gCurrentPage = newPage + 1;
	gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
	window.scrollTo(gPosition, 0);
	updateProgress();		
}

//Set font family
function setFontFamily(newFont) {
	document.body.style.fontFamily = newFont + " !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets font size to a relative size
function setFontSize(toSize) {
	document.getElementById('book-inner').style.fontSize = toSize + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets line height relative to font size
function setLineHeight(toHeight) {
	document.getElementById('book-inner').style.lineHeight = toHeight + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Enables night reading mode
function enableNightReading() {
	document.body.style.backgroundColor = "#000000";
	var theDiv = document.getElementById('book-inner');
	theDiv.style.color = "#ffffff";
	
	var anchorTags;
	anchorTags = theDiv.getElementsByTagName('a');
	
	for (var i = 0; i < anchorTags.length; i++) {
		anchorTags[i].style.color = "#ffffff";
	}
}
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item/xhtml/js/kobo.js
var gPosition = 0;
var gProgress = 0;
var gCurrentPage = 0;
var gPageCount = 0;
var gClientHeight = null;

const kMaxFont = 0;

function getPosition()
{
	return gPosition;
}

function getProgress()
{
	return gProgress;
}

function getPageCount()
{
	return gPageCount;
}

function getCurrentPage()
{
	return gCurrentPage;
}

/**
 * Setup the columns and calculate the total page count;
 */

function setupBookColumns()
{
	var body = document.getElementsByTagName('body')[0].style;
	body.marginLeft = 0;
	body.marginRight = 0;
	body.marginTop = 0;
	body.marginBottom = 0;
	
    var bc = document.getElementById('book-columns').style;
    bc.width = (window.innerWidth * 2) + 'px !important';
	bc.height = (window.innerHeight-kMaxFont) + 'px !important';
    bc.marginTop = '0px !important';
    bc.webkitColumnWidth = window.innerWidth + 'px !important';
    bc.webkitColumnGap = '0px';
	bc.overflow = 'visible';

	gCurrentPage = 1;
	gProgress = gPosition = 0;
	
	var bi = document.getElementById('book-inner').style;
	bi.marginLeft = '0px';
	bi.marginRight = '0px';
	bi.padding = '0';

	gPageCount = document.body.scrollWidth / window.innerWidth;

	// Adjust the page count to 1 in case the initial bool-columns.clientHeight is less than the height of the screen. We only do this once.2

	if (gClientHeight < (window.innerHeight-kMaxFont)) {
		gPageCount = 1;
	}
}

/**
 * Columnize the document and move to the first page. The position and progress are reset/initialized
 * to 0. This should be the initial pagination request when the document is initially shown.
 */

function paginate()
{	
	// Get the height of the page. We do this only once. In setupBookColumns we compare this
	// value to the height of the window and then decide wether to force the page count to one.
	
	if (gClientHeight == undefined) {
		gClientHeight = document.getElementById('book-columns').clientHeight;
	}
	
	setupBookColumns();
}

/**
 * Paginate the document again and maintain the current progress. This needs to be used when
 * the content view changes size. For example because of orientation changes. The page count
 * and current page are recalculated based on the current progress.
 */

function paginateAndMaintainProgress()
{
	var savedProgress = gProgress;
	setupBookColumns();
	goProgress(savedProgress);
}

/**
 * Update the progress based on the current page and page count. The progress is calculated
 * based on the top left position of the page. So the first page is 0% and the last page is
 * always below 1.0.
 */

function updateProgress()
{
	gProgress = (gCurrentPage - 1.0) / gPageCount;
}

/**
 * Move a page back if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goBack()
{
	if (gCurrentPage > 1)
	{
		gCurrentPage--;
		gPosition -= window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move a page forward if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goForward()
{
	if (gCurrentPage < gPageCount)
	{
		gCurrentPage++;
		gPosition += window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move directly to a page. Remember that there are no real page numbers in a reflowed
 * EPUB document. Use this only in the context of the current document.
 */

function goPage(pageNumber)
{
	if (pageNumber > 0 && pageNumber <= gPageCount)
	{
		gCurrentPage = pageNumber;
		gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Go the the page with respect to progress. Assume everything has been setup.
 */

function goProgress(progress)
{
	progress += 0.0001;
	
	var progressPerPage = 1.0 / gPageCount;
	var newPage = 0;
	
	for (var page = 0; page < gPageCount; page++) {
		var low = page * progressPerPage;
		var high = low + progressPerPage;
		if (progress >= low && progress < high) {
			newPage = page;
			break;
		}
	}
		
	gCurrentPage = newPage + 1;
	gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
	window.scrollTo(gPosition, 0);
	updateProgress();		
}

//Set font family
function setFontFamily(newFont) {
	document.body.style.fontFamily = newFont + " !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets font size to a relative size
function setFontSize(toSize) {
	document.getElementById('book-inner').style.fontSize = toSize + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets line height relative to font size
function setLineHeight(toHeight) {
	document.getElementById('book-inner').style.lineHeight = toHeight + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Enables night reading mode
function enableNightReading() {
	document.body.style.backgroundColor = "#000000";
	var theDiv = document.getElementById('book-inner');
	theDiv.style.color = "#ffffff";
	
	var anchorTags;
	anchorTags = theDiv.getElementsByTagName('a');
	
	for (var i = 0; i < anchorTags.length; i++) {
		anchorTags[i].style.color = "#ffffff";
	}
}
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